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誌 上 展 覧 奮 の 綴 績 に つ い て

本手? 主似にて四月二十日より五月十七日迄「時局と建築材料」展覧合を政大に

開催致し居り候庖議約 ｆｉ Ｍ ｉ 込超過致し多数の出品者各 ｦ 立の窓 ｬ こ副ひ ｾｾｨ < 候ひしf号本

合機開雑誌「建築と枇合」五月慌を新材料 31t に代用品の特!I¥青蹴として、新材料の

「誌上民問合」を計霊致し候成之亦多数の申込有之締切後にでも申込殺到致し候

ひし鴛五月肢を第一回誌上展覧千? とし六月慌を第二回誌上展覧合として継続致す

こと、相成候右計聾は最近時局の開係にて新材料並に代用品の問合せが勾: 日宙博3

令へ多数有之共回答に迫なさ次第 lこて此の椴千? に之等陪j IRiST打ってーメしとする綜

合型録式の目録を作製して既〈合員に紹介することは拘に時宜に越し? こ意義ある

計霊と存じ居候向右「誌上展覧合」は全部ア戸ト刷にて前告として取扱す資料と

して本文中に挿入致すこと〉相成候も官編 ｬ 附にては右に闘する特別の ｔ 袋詰ｾなき矯

め展覧合委員合の方より牛額負婚をなし申込商応合枇各位より約半伺の御負婚を7

;(I j ひー頁二O 岡、牛頁ー0 回也にて御申込に肱すること〉致し居鮫 1m首協令の公

共闇腫としての立場ーを御賢祭の上怒って御申込を踊度向右五月脱、六月慌の 「誌

上展覧合」に摘赦致し候商品開5訟を合して新材料並 iこ代用! 日の綜合型! 銀として新

しく印刷蛮行致す珠定 lこ有之候間至急: 御申込願度原稿の韓哉さ事は合方にて適宜御

取計ひ致すべ〈候

一、掲載原稿

一 、 掲 載 料

一、掲載寸法

一、掲載場所

一、締切期日

記
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曾 告

昭和 14年度市街地建築物法令改訂版は、 4 月末日を以つ

て寅切れ申{ 展開右合骨候也

昭 和 14 年 5 月

『止国
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急告! 近刊珠約募集

大連市公曾堂建築設計

懸賞競技入選圏集

本l刷笛剖l集はH咋F午F年度建楽設，¥tJ界平のi故淀大 トピツクの一つでゐつ f仁こご-)た(j辿止

ｬ凶品副 Ａ 一等等［以 以、 下佳作 ｪ迄主 Ｑリ Ｒ のブ 力 ｊｬ ＧＱ作ドをを ＿打汁州 ｉｦ析料 ｩド附可咋刑 ｦｾ 鈍汲し＿仁こものである。 直去に容:T需品各氏の批評或は各誌の記事で指

摘され fこ通り 、此の懸賞競技の粘県: 立 、混乱せる現代日本の建築界がともすれは¥陥り弘主安

易さを排撃して 、誠に消新J虚刺? こるものがあっ? こ。市ii ，お ;りーイ可に艇で事長かるべ Z 此の公称訟は

ｪ 尚 ｩ ｩｊＫｉ建築の将ｾ［Ｚｾ指すものとしても 、 叉車 ｬ こ ー つの公子＿主Ｚ建築としても示唆を合￹Ｇ所砂くない

と思」、。此所にみ ［ 協合は 、 多大の物 Ｑ 削俗世の折柄 、 犠牲的陥債を以て本 Ｑ Ｑｦｙ Ｑ 集を ｉ ｉＧ，ｾ反し 、 ｍ｣ て ｩｴ

1i v1に推薦する) JJi 以でめる。

入選作中特に重要なる付与日の配景iiNI はIET色! ほとし、主要予断闘はi史れなく四六 fS版 1某 つh .

lこ一杯に組み 、叉別に募集悦'ι 、入選- A ' の説明書、容森Hの批評、質疑l @答を附し参考の便に

腿し1: 。その他の岡商も充分なる自信を以て 、他の此の間の出版を凌駕 して居る: t l f をけ l し_I-.げ

る。諸賢の御 Ｗ 象約ｾ乞」、次第である。

四六倍服

上質印刷

稼約締切

約 50 頁

上製l険入

5 月31 日迄

-
ι  f買

稼約定債

2.20ヨ

2.00周

希 望 者 は 業 吉 に 住 所 氏 名 、需要f H ゆえを記入の上本合にヰl 込まれにし O

昭 和 14 {f. 4 月
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明治33年を 100 とし1: 物償指 数のき燈動の波宏観察してみるに 、 明治37- 40年の山 、火

正 4 9 年 に至る 山、昭和 11年より現在 iこL 、?こる 山は三大山である。 この物債指数の lね

への上昇刻、山からの下降矧 lこL、つも叫ばれるのが質業教育の撮輿でめり、質業祭校の

増設である。明治40年の山の下降期を以て、 gl 等1l ( i幾多校、殊に工業製校l立創殺されに

ものが大部分で、現夜比の年に創設され1: ものは早や校自主300越えてゐるものが多い。

創設 時代 に 一般技術者界 に飛 ｈ ｾ しれ卒業生も年齢 ｩ 斬ＨＵ Ｐ 歳に近く 、比 等の人々は今 、

すべでの事業界の働苦手として活動 してゐ るものが!;? t 、。

こ の Ｓ Ｐ ｾＭ を廠みて 、 我閣教育制度に磁Ａ司 ＱＺ るカ針なく 、 只その常時の物倒 ｩｈ 散に庁 、 さ

れる枇舎の』詩集に押され、流されi斬〈議達して氷? このが現今の技術者養成機測である。

創設矧に活動され Ｑ Ｚ［Ｉ Ｑ ユ上主主文部大民穫の明想家カヘこの ＳＰ Ｑ Ｑ ＭＺ 聞に ｬ 人で しＺｩＧｊ ＱＺ らとｾ

するのは、吾人のみとは限るまい。

今や;長井正の波につれて、各大多の豊島科耳? 設牧容寄生主主の IIJ IJ 口、繭・工j 昔役、 1j . l 等工殺の創

立等、 目まぐるしき習を主主」ごりでめる。

然し、こ れ等の施設は所官官行きめ 1: 1) ばつ1: り式で 、何等福本にふれて居らぬ。例へ

ば中等工業準校の喰殺に伴ふ、教員接町主1凝iiitl などに針して! : l " I lt 人法闘を' つより耳を.rtJ て

ゐるのである。

中等枚、女摩枚、師範象校の及員養成機除H 二る各? 甘 k_'o:文科、捜科、文埼 k_、 l四局ig，p  

に図家がつまこんでゐる金と 、工業主怪校の教只主主! 武に池ぎゐる金とは、 てんで比較: こな

らぬのでめる。笈染力誌の領興{主実業? 文字J の忠興にまち 、貫教致育の髭の! 長興 lま頁教員、

の翠11
1

1 にまつ。識者のー設を煩 cはし7ーさ l つの事どもでみる。

1  v  



v 2  

金属代用木材並に竹材製建築材料及び家具類に就て

加 藤 政 之 助

戦時謹 ＺＱ ｭ 下の我同現布に於げる代ｦｊｪ品工 Ｇ Ｎ ｩ｜ｾ は曾って世界大戦中の明治 Ｇ ＷＩ如Ｈ ; J ;;v;l j な設展

期に入つTこのでゐる。か〉る' / i i i勢のもとにある 、我同代川品工業中、:}i;のJ以料を木材 :;1fi. に

竹村ーとするものに就いて見るに、木村ｾｽｊＮ ｍＺｉ とす毛代 ｊｲ ｊ ， Ｚｩ ， 工業の ミｅＯ ｂＺＺ ｾ＠ ｾ￮ めるものは時代

の商YCであるステ ープル ・ファイパ ーであるが、之を除ぃ? こ他の* 竹原料の代川JA工業は

未＿ご其の ｾｪ 主の［主上にあるを以って共の種類が ｩＡｈ ご少いのである 、 ＱＪ に乙が金属製ｊｩ ｉ ， ｻｕｉ ｊ

i111 に壬りでは質に套々 fこるものである。

元ぅ1<: 此樋頒 l ) {¥:) -J) .， 17，は ( 1  ) 従米木製又は竹製であつにものが金属斗; 業の護法により金

属 製1日で代替せられるものが f呼ぴ復爪し? こるもの。 (2) 純粋に被代) JJ ，Ｚ，ｾの代 ｽｊｊ ，日 Ｑ であるも

の。 ( 3) 被{ ¥: }+j I日! と川j主は時々同級であるが全〈別の新 製ilJl であるもの。の三つにん間大

別することが ｈ｜ｾ＼Ｚ る。ｦｊＡし木製竹製 の 金属 Ａ Ｍ ｕｬ ｪ ， Ｚｉ ， にはｬＭＮｩ ｩ 己 ＨＱＩ 及びＨＳＩ Iこ属するものが

的んど大部分であって( 2  Ｉに凪 ・ するものは極めて少いのである。而も此腕の代 ｽｊｊＧＺ［ｾ｝Ｚ 北

は全般的に他のF下類之) {¥J IJ I日工業 -J)i"，可 j授なるに比して Jli.:-rごしくイ、振なのである。之は木材・

Ｚ［ｬｦＡＺに竹村｝Ｉ持つ材料 ＺＱ Ｇ ｾｾＱｾ 4': '1
/
J佐賀にも {J( るm大であるが、此舵類のものの今日ゐる代} ! J ' : ，' I

なるものは i沼は Y 忠附き 心 ｾ ｬｬｾｉￆｪｾ ｉ 竹令 、 殊に之等の製 ｲ ｩｩＧ ､ ま草加並に陣ｼ民生前 ｊ 二 ｬ こ総 ￯ｾ 的必

需品 fこるの地歩を有しない所にも期するもの と考へられるのである。 1ifニし此1世のものと! i l lt

も現向。缶速なる護遠のj主 |てにあるも のでゐるから今後如何なる俊秀r: ，' dJ ; 現はれるやも計り

gif&い事は云ふ迄もない のでゐる。

そこで最近私が種々 Ｇ ｾｽｉｪ ｦｦ し 仁木村並に竹材を原料とする ｽｗｾｩｾ 代 ｽｊｊ 品中 広l dこ金風製1日の

代 }Ij として工夫されにも のの 内特に建築材料及び家具類闘係のもの のみの翫類と. 共の内

一、二に就いての製作附係、牧文{ ば:t;C及ぴJJ; l也を少し詳しく述べて比度・いと思ふ。

本年一月中旬頃までに製作せられ又は渇案せられて厄 fこ、建築防j係の材料品類の Î ]、余

属製代 j吋品としては木製戸車各f ) ] : 、硬化竹筋国伴及ラス類、木製戸事&1Vdl 際、竹製戸! j i 川

レール、竹製無音戸とレー J レ、 戸j骨民等。

叉家具傾に陸Ｏｩｬ係せるも の では、桑可水引乎 、 箪ｾ［ＧｩｴＱｊ金物ＨＭ，｜Ｚ ｽｊｊ 引千及花粧｛ＱＮＭ ， 竹製襖 ＵＱ 子

第.J1- ｆＡ Ｑ 把手 、 竹製家具 ｭ スプリンクＮ代月 ｪ 品、竹製スプ リ ング代 ｭ 品 ｬ ｲＦｾｊＮｩ ｪ J ) 桁 子、 イスノキ

製 家n刷取手、鋼管家具代用亜合竹'nn柿了、 合似製蛾:併及把手、木製カ{ テン 吊具、木製

電気スタンド台、木製フロワ ー電気スグン r、竹製寝台、竹製椅子の14i 等。

今之勾: 之〉内で、 本製戸車各種と重合竹fli l 楠I' J ) 二つに就いて記す。



木 製 戸 車 各 程

日本建築 に使用す る各脆の戸車類は住昔( ま欠張り木製であっTこが、最近に於ては. f i)i めて

Ａｬ 初来なものは 別 ｴ して 一 般には時んど 全部金属製で背の木製戸東な ど は全く ＩＱＳｾ ＱｦＱめてゐ

＿このである。然るに此部Ｚ のものも亦今事管の ｔ こめ製 ｦ￭ ｾ￯ｬｾ ，1:叉は:1m阪を さるるに主り 、 之が

代務品として% へられ? このが木製戸車である。

製 作 lユ要 する 設 備 工 具人 員などとしては、 今 製 作 に 必要な設備の 1-Wiii l . とも云ふベさも

のぞ 犠 ぐ れ ば、

① 小 刻 穿 孔 機 l 窓 180閲

① 糠 総 機 和主 l 変 70側

① 同 |二 月 動 力電動機 ｾ，白 馬力 ｬ 翠 50閲

① 足 E由、式糸1 . ¥i i t袋 l 叢 60閲

工H - は普通の木工J i j 工具一揃 めれば充分であるが、 それには l 人日り 30附より 50附 fi i.)主

の も の ぞ 要する を 以 っ て、2A: サドとも必要な .T. -Jlc-rごけ全然げると

⑦ 雨忍釘i O J. I}; & 9 寸 ) 1  T  4，50閃

① 胸 付 鍬 1  -J ・ 2. 50 ｾ＠

① 鈎 C9l t 、中、上{ 士 1: ) 3 了 9，00 会

⑪将突事長 ( 2分、5分、8分) 3 T 2. 10問

@ 砥 石、? 金刷毛類、 Jt イ也 5. 00 タ

倒 小 規 岐 に 製fi ，する ;場合¥'1立ロクロ工 l

人 、 糸 鋸 掛 l 人、細工' ，: !:t  1-. 1人の号l' 3 人

にでもなし得られる、 '(Jf:しロクロ及米鋸

掛 を 下;l!? さす時は出目立仕ト. のみ l 人でな

すことが1 - 11氷 る の で あ る 、 従 っ て 製 作 数

荒に! 感じて人員の増j成をなし得られる。

使 ｊｉｾ 材料としては、戸 ｊＱ ｩ ｊＩ 車及枠 の 木

材 ｲ ｬｾ 、 車ｾＮ￬ J i 支るべく尽くもろ〈ない材質 占

のシラ カ ヘ ア カ カF シ等は比較的力11工 が

容 易 で 良い 。 枠は糸錦で切抜く? こめ l字朴

な ど が 最 越 で あ る 。 れ他 }) 材料 で は車と

十字とを Ｒ れ干する［芯材正、 Ｒ￭､ｾＺＱ Ｑ などであるカ［

芯 俸 は 往 時 :J) 戸車] ) ; 芯何容は車と同級 J ) 材ー

を月 Ｑ ゐ ｦ こが、之では ［ｾＺ Ｎ ｉ ポと車叉 ｬ ま［芯停と

仲と の1mにイ、均等 な庄町成fP; JliJi '7'J 4. じ結局 第 I 1司 木 製 戸 車、問中ト端の棒は戸 車用ペ ータライ

ト ＱＵ 体 、 下方に ＵＩ｜ す ＱＱ 各 ｪＩ 向から見 ｩＺ 戸車、 ｾＧｚ

戸事全趨 Y E:命が 短 いf'!i よ り、此新しし、 ょと等の中聞の持及率は戸車の車&. . ぴ; 広俸の一部

3 v  
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製 f吊は芯椋 lこベータライト 旅叉は寒竹の俸を用ゐて甚? ご効果的であることを見向し? こので

ある。併レ［坑 中ベ ークライト 芯棒のものは耐久も ｪ 骨り具合も甚 Ｑｾ Ｇ 良好の様でゐる。ＺＷＨに此

ｦ ｾ ＱｬＺ ｊＩ 戸 車は 別に 塗 ｾＢｉ を施さす Ｇ とも 大 し Ｑ こ 差 支へは無いのでゐるが、商品として矢張り枠に

着 色しに方が美しく見 える 所より枠 ｬ 立黒 エナ メ ＩｴＮＮ ｾ君主るの で ある。

製作Ｍ方法としては 、 先づｾヰーを第 Ｑ Ｑ 府 Ａ の 如き外形に糸 錦 ー で切 ＱＩ 次にｊｦ｛ＰＩ入るべき火も糸鋸

で ｪ むき、之を克に草 ｊＩ［ 芯俸の入るべき［芯ヅ〈を穿孔機又は ｦｽｾ で Ｓｪｴ って、塗料ｾ塗りイサーを ｻ Ｚ ｉ 二 Ｑ Ｍ ﾭ

げる o ｾＨに車 ｬ 立後記の如 き所 Ｇｪｌ の寸法 に 旋作 する 、 而して最後に ［ｅＺ 仲を入れ ［ｅ［ 伴の所を再

ひ' 喰って全躍を仕上. げるのである。( 銘 i 阿参! ! の

製作品の粧煩は車の直径を 以 って大轄の標準と して居 9Jl U;;;! 準は金属製戸車のそれを 其

のま〉灯l ゐ?このである。 現 在 建築方聞で最も多〈 川 ゐる戸車l立大龍三大の5f ' i f [ で、従っ て木

製 戸 車 も 此 .5 fifl となって ゐる 。

主Ji >J 1j 車の i直純 木製戸車の [酎各 金jji，製戸車の{ 貧絡

寸 分 ( 現在〉 f 司王銭前〉

(  1  )  0. 8 15銭 3浅 - 1 5銭

(  2  )  1. 0  15銭 3主主 - 1 5銭

(  3  )  1. 2  20$宅 13銭 - 25$を

(  4  )  1. 5  25$宅 m主- 35$主

(  5  )  2. 0 30銭 必然- 5 0$聖

備 考 ｟｝ ＭＮｾ ｕ 中税 不正 償給 ｬ ま本年 Ｑ ｾ＠ rl ' "Ii である、此上記の償絡は 1 j閣の卸資値段でめる。 父宅見イ土に

於げる金属製品の似柊( ; t 上記事寄港直樹lの{ 酎告の 2 f脊乃至 3 併に何，11 b なって舟る。

ＺｪＨ によ等を＿職 ｾ ｛ 1入力; Ｑ 人で伺もかも全部斯様な製品を製作する事は能不 ー ｉＭＮｩ ｴ ｾＱ ごイ、利で

あるが、 11変り に l 人 で之をな すとす れ ば_1-. 記 事 便 l 寸 の も の で l 人 l 日平 均 15{問乃至20{阿

佐しかt ! -¥- >j <i ないが、 之 を 分 業的に数 人でなす時 は l 日 l 人平均 100 { 防! 内外は仕上 げ得るも

のである。

ーたに此製品のJfI:伺 I . J- のものの 1 ｗ ， ｉ ，こ就し、て ｊｉｾ Ｚ 刻 ｩｦ［Ｎｮ［Ｈ を 見るに。

生産費としては、

① 料 水 地 代 0. 005側

① ，怜 加 工 工 賃 0. 020  .. 

① 車 木 1也 代 0. 005 .. 

② 車 力日 工 伎 0. 015 .. 

① 量 生 料 代 及 詮 工 皮 0. 010 .. 

① 組 5L 工 賃 0. 005 c. 

百十 0. 06閲

なほ之カ; 1打 に 就 て の 牧 筑 を 恭げる と、

① 生 産 賃 ( 1打 に付き) 0. 72閲

@  荷主主包装箱代 其イ也 (  .. )  0. 20 タ



① 卸 資 値 段 ( 1拘に 付言〕 卜20閲- 1. 50回

差 引 l 有に付L、て の牧往 28銭- 58主主

きて弐に之等の製品を組躍的に 考へて見るし製作聞係に於ては枠ｾ Ｍ 卜 Ｎ記の如く切抜か

す共、最近琵建し? こ耐ノk性 の接着削をmふれば貼 合せにものでも充分に使用問的に泊する

ものが 同 被るばかりで無く共 の震 に材料 の色 ｾￎｪｬ 械とＡ 口 ｪ 時 ｬ こ Ｇ 切抜に要する熟練工の技術を川ゐ

今して加工せ られるであら う。 叉組JJ: 、金工などは女工で充分で、従ってf可i市内I[議又は高IJ

業としても成虫; すべく共の矯めにも工賃を前記のものより遥かに減じ得られるであらうと

* 5 へられる。更に叉此種のものは例別的で無〈粁j 大量的に製作することにより工賃及び材

料費共上古己の牛分乃王% 以下に減ぜられる ものでゐる。

ｾＨに使用材 Ｇ ｾ ＡＢ ｴ では 、 枠及ぴ 車な とＭＧ上卜 凶

耐久居度 ｅ の ｅ南高寺当 ｊ いも の Ｓをｾ ｻＧ作午られ るでゐら うし、 ［ｅ［ 桁も京宗竹 ー など の ｉ ｦｦ 材で可成りの効果は帯ＨｲＩＧ

られる様である。

更に此靴の製品の販路でめるが、木製戸車のｾ Ｇ ＮＧｦ ｦ ［［［ｚ は今更云」、迄も無く餓の松に錆が ｉ ｪＭ ｊｊ i 戸

叉ゴ ムF i 車の様tこ耐久度の低いものでも無し、事を充分一般的に王m併せられ叶ま和記・の版路

のある事 lま日IJj らかであ るが、併しJ 1! : : 和の製品は特に統 ;!ilJ 的指導fjljilir!l¥こより販路を開拓せら

れないならば結局 {i 問屋Hi1J小工業のi止を Ijlt し得ない可能性が多分に あ るのであ る。

鋼管椅子代用竹重合曲椅子

￯ ｲ ｩｾ ｾ 、 ＭＪ京 ｻ 均一 間に所・ ＱＱＱ 尚早 Ｑ 伝子干をｴｒ集英航するにめぐ見Ｈシピ〉と郁して組支・を刑ゐて

居 ?このであるが、此組裂は漸次郎料不足となり今か ら凡 そ30年前頃か ら竹粗末・ぞ筑にJ - i j ゐ

る様になっ? 二、共後海存の増産に従って此渋の問要も 年 々増加し最近では東京濁 一関lで年

額 8，000噸乃至 10，000噸 の竹 粗裂を使用する絞になっ仁、。f: し此摂を取る? こめに残つ f こ竹

村の部分は月 Ｑ 材竹としては ｦｴＧｪ 不都合主なり訂ｪｻま Ｇ＾￘ｈ ＺＱ ー となるので此 廃 材 ー と見倣さるミ竹ｾ ｾｾ

を干f効 に利月j せんと竹筏の生産地は勿論賓際 に摂を月u、おーもf ' i J ! : な々工夫A
1案をし

1=、従っ

て竹第とか竹ピン チとカ午前々のものが此結果として考へられ? このであるが、此竹 11' : 介桁 T

ｬ ま 近年に於げる鋼 管 Ｇ 家 ー 具の流行主共に竹材の柿プ ｊＧｉ Ｚｴ 及びｾ ｻｉ ｾ 致を生かして之 ｬ こ近いも の 或は

よよりも優れにも のを製作' し桜とする目的から渇祭せられにものである。従って之には l

例の椅子と関l も数開の事費 ｾＧｙ［［Ｇｦ 及び賞用新築を持って居るのである。併し之は鋼管家ｦｉＮＮ の

代 川品として時 代に泊するばかりで無しか、る製品は本邦 の 府保製品として調自 の 新 ｾｉ Ｇ

i耐を有するも の〉一つであると云へるのである。

之を製作するに要する設備工兵及び人足などを尋問' ると、

主なる機械設備、

① 10  IJ.J 丸 革 問 機

① 26 IJ ・I 帯 鋭 機

1  .釜

Z 窒

350四

800闘

5 v  



v 6  

① No.1 兎J Ｗ ライスｾＧＡ n 密 1，100閲

① 竹 内皮背1 ] }I h 機 l 変 500回

① 竹 節 削 除 機 2 妥 600閥

① 小型手動式 7 ・レツサ ー 1  ]蓋 i 50関

⑦ 手杯式 ｾ｀ｩ 幾鈎，ｨｴ ＱＲｰＧｊ l  翠 300岡

③ 直 火 式 乾 偲 話 量 2 基 450閑

① 金Z1類、端金煩及 F イ也 l 揃 l ，200閲

⑪ 電 動 機 10 馬 力 l 翠 750閲

令 計 6. 800関

111. し 1. 記名肺機械期を設備する据イ・j jL他の費J r i 及び工場建物など建物類は別とする。

ーたに ｾｴ 工場に要する人民は男 ｫ こじ人夫介計 ＲＰ 入力Ｚ最小人数である。叉此了Ｎ携にての従業

の工戸、は他 の木工の如〈職工何人所有の如きこr . ，I " =I; は必要でない。

ーたに之を製作するに要する使用材料の主なるものは竹村で、 それも玲んと7J: 米竹幹村に

限られ、之が原産地は京都府下である。

共他の有n助的材料は、 飾鋲 類 ( 111 し之を使用せざるものもある) 不jj地類、 J者活if刊、 ? 食料

類守ーである。

次に製作方法主 ＺＺ＾ｦｩ 市立Ｇｩ ｬ こ有 ＱＱ 干すると 、 此製品は何れの杭煩でも外ｉｦｴ ｬ｝ に現はれる所は ｉ ｉＮｊｉ， Ｏ ｾＨ得

る限り竹の衣皮部を衣は寸般にしであるが、 r. l.1味はtj') 2  ｬ ｩＢｾＱ の如く孟宗竹の京 ｬ 文ｻｦ取除い ｔ こ

肉質古fl {f I宇さ 1.分帆 2 寸長さ 5 Ｉ之の扇［ｰＮな材料に竹材の産地で ｊｾ 長め粗 Ｉｊｉ ｉ 工し ｔ こものを集め

て、所-i 明J ) 寸法u ! 予とになる獄、 金型に入れて混合し、更に之に前記各種の機械で削減し

?こ衣l主部刀薄彼を )Jll ; M貼 Hりるのである。之を第 31品| に就きて云へば。此 ( 1) 、 ( 2) 等の

U 字 il 予の ffll]t!p，( 3 ) の頭伴、 (4 ) の足枠、 ＨＵＩ 及 ＨＶＩ の間口倒環Ｈ之は有 ｬ￬ｾ 良及護保の作

用をなさしむるもの〉等は.1てii 己の如くして別々に A 介及び貼HV j をなし、之乍が充分接合

し＿二 時をは計らひて 、 頭枠 、 足 作等は共に Ｙ 設中日みとして緩岩削ｻｦ力ｊＱへ ＱＱＱＱＱＱ 判こￌＡ ｾ ｾ入して 全踏

の枠を作るイサーを作つにもの

はｼ品 Ｑ Ｚ つ様にギ ｩ ｪｊ 也ｻｦ ｾｊ そる か又

は却時 |前|の如〈佐平!j の代 b

に竹を張って、仕立げの塗

料{ t > ｊ ｪＨｾ して十 ｴ ｬ て げるのであ

る。

製作品のi ' i J i : 頴としては、

根本的には附んど型化 は 無

いのであるが、上記の如〈

M刊 j 1 ) 有るもの又は之が無

丈、縦、'Jfrのもの等であ 1) 多少 第 2 踊 ti 定合椅子の中 l水竹片軍令状況e



l瓦別され る? こめ数種類がある 、叉 第 41苗!の如き肘付きのもので、 同悶の如〈 デッキチヱヤ

ー 式のものから腹媛室川の｝ｪ ｕｦｪｾ 張つ＿こもの 、 或は叉特に座席は普通の川掛精子の拡に ス

プリング入り の座席が付いて居るものもある。併し之等は何れの場合も側枠はなるべく露

間し て竹製である事を表 示するもの が多いのである。

共に上記の如き設備及ひ' 最ノj 、限度ーの20人依の人員で l 日の製作- 能率は、第 3 岡の如きも

のなれば 1 日平均 15/]J; 11位、第 41茄|の如き もの なれば ! 日平 均 10脚乃至 12脚伎は完成品とし

て製作問主将 るのでゐる。

弓たに第 41;W; 1の線、竹製の ものに就いての牧支概算その他を略記すると、

総竹製柿了ー1H)$分収支慨算

生 産 費 ① 竹 系i i可 代 3. 50閥

① 金 具 及 釘 鋲 煩 1. 20 ?-

第 3 幽竹重合関口 E賢付J骨子

第 4 悶 ｉｉ Ｇ ｊ 掛附き 、 Ｑｾ 重合曲げ総竹製待子、

Ｑ ￟Ｎし竹漆 竹材ＱＮ Ｑ 耳 ｚ 合材でなく ｾＮ 材でめ る 。

① 接 着 剤 煩 1. 00閲

①塗料叙及ｾ七他 0. 80 ?-

① 泊11 工工程1 : 2. 76闘

① 工 j; J h経費及J l...f也 2. 00 ?-

計 II 閲36銭

工 場 原 償

( J ) 前進費 ;共 イ也 1. 00閲

① 販究費及共イ也 0. 50岡

令官十 12閲8o銭

ｴｈＺｊ［ Ｇ守 ｬＧｲ Ｇｊ控 ｾ ｊＩ ものはｽｬ ｾＩￃ Ｇ ｊＧ ＧｊＧｊーを山げて

ｊｾｩｩ ｭＭ［ にイ・ ｪ げるのであるが此l均げる事

及び之を頭件等に JI ¥l H げる矯めには

日ti 鋲を使用する等比較的に制高 t な

るを以って、部 3 聞の如 <sl 宅用; に不[i

縄叉は康平fj を張り Tこるものの如き場

介之等の不 ｽ ｪ ｬ 也に ｾｍｴ ［ の高級品ｾ使用

し? ことしても結局方生産設は 1..日のものと

大同小児である。

:;j( に上記の線、竹椅子の卸貰{ 民俗及小買値

段を塔げると

① l 脚 分 原 償 12四86銭

① 却 資 債 格 15悶- 17閲50銭

① 小 賀 値 段 25岡00銭

さて叉、此製品を線、韓的に考察して見る

と、製作の閲係に於ては、」二記の設備L' げ

では前記の座席竹の如き曲げ物の設備は不

7 v  



充分で1たって: 民需に全鵠の製作能力を減殺しつ〉ある所が少〈な い様である 、併し此献は

別問題として上記Tごりの設備があれば患に椅子lこ限らす' 類似の他の前額のものを? も少しく

人員を増す事に依って製作し得られる様である。

使用材ＮｾＺ 干 の黙では 、 ー ｬ 二 Ａￎ己製 Ｑ 日に使用する中味材料を竹材の原産地に於て粗 Ｉ ｊ ｉｉ 了Ｎしにもの

をｾ ｊ｝ ｩｴｾ 寄せ 加 工 し つある事は 、 従Ｊの此脆工業の行き方から献にー走を ＡＭｉ • ｊ ｊ Ｑ こものと三 ｵ 、事力［

1+1 ｾｅ るので此貼は謂はち ｊ 合珂Ａ的な方法と云ひ得られるのである。

販路の閥係では、現在の所は内閣向引まかりであるが、此種の製品はQ: I [ ( 的に優れ f Lつ

外岡人の趣味に泊する 3街地などを使用し?こもの であれば海外稀出をなし得る可能性の大な

それには之も亦矢張り技術的方商に於ても 、版資方[ 百にるものと考へられるのであるが、

於ても良さ指導精神を得る必要が多分にある ものの様である。

以 k は木村並に竹村ーを原中? とする建築材料及び家具類の今日ある金属代用品主制するも

の〉の 1例 を略記し?このであるが。

要するに木材 、 竹材の材料接的諸性質中 、 特に之等［は有機物であり且つ甚＿ごし〈イ ｾｾ質

であるが如き此種の製 I日として荏ピ不利な特性が千{ る? こめか、既に述べ仁枝に現有のf耐円

叉見るべきものが有りそうで賓は吋んど Ｑｮｾｬ 、代用品で之 lこ属する製品の腕ー傾がi ) t 1.:: 少 し

とA . a 、のは遺憾である。従って此磁のものは特に明日 の護uH' 期 待 される所・がんなるも の

が1 ' J るのでは無からうか。 ( 14，3，10)

麟麟露盤盟鞠 ( 五十音順〉

都市計教大阪地方委員令

岩尾工務)g主

大阪府警察' ; l ' sl f ; 築課 ・技 師 ・本W， i守常務

市

街

郎

間

帯
島岡建築事務所主

姫路市技師

大阪府立西野回戦工高匹校! & 築科長 ・本協令常務

京都市築建謀

大阪府立今官職工象校教罰百

四天王寺建築事務所

ｾ＠
I:l 

疋
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義

藤
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四 天 王 寺 五 重 塔 に 就 い て

村 孝義

此度・ p答」に闘する特開披を刊行されるに首って、ノj 、生に「四天王寺五通俗」に就い τ

何か書〈様にとの御依頼を交け? こ。現ずf: その再建工事 l二本って居る一員として、無下 tこお

断りもなら子、お引受りし＿このがこの一文である。 ｗｊｾｾ 上って見ると、漫筆とも論文とも

つかぬ、妙なものになってしまっ? こが、 まあこの併で一通りの責は果し? こ事にして1頁きに

いものでゐる。

常者
ー=- ‘
己

四天王寺- の格; と云へば、大限ではm知らぬ- x . もない伏有名でゐる。併し乍ら、それは i容

が J '; :i 民であるとか、山紺が深いとか、叉 l i 1言ー仰の中心となって吊る事等の需では無き相で

併に「天王弓'J: さん」と呼ばれて、大阪人には殊の他馴染みのj祭い四天王寺の犠:i ごからであ

れ 又 一 商、i苔といよ、高層建築のもつ湖特の魅力にもよるものの織である。

質際、 j苔といふものは我々には誠に視しみの深いもので、例へば総の樹の1 i ' l J がくれにチ

ラチラほの見え? これ或ひは、大症を摩して高〈狩え j'i: つものや 、又はtl-: 家の黒い葺の上

にポツカリ浮ぶもの等、所初詩的美的のも¥1景ならす' とも、一茶の J苓の存ー庄が、人心に迫る

胞のものは相詰大き い様である。

今、大阪の ｩ 容に就いて考へて見る ｬ 二、東京、京都等と遣ってその数 ｊｾｩ る少なしあ ，ＺＱｦ ｕ 答

としては僅かに四天王寺の一基あるのみで、他に三重塔すら見首らない位、誠に婆ノを? こる

有様である。随って、塔と云へばすぐ四天王寺を思ひ出すわりで、然かも、その位置が東

大阪の高査二H 二位して居る事等も手イ専って、一層人目をひく事になるのである。

然し、四天王寺の五重塔は、以上の如き皮相的な事宜ーのみならす、もっと本質的に注目

すべき内容をもって居るのであって、如何にこの J苔が重要であれ古煮な存在であるかと

いふ事に就いて、ノレし〈私見を述べ、更に先般倒渓せる文化再建港の便概に及び? こいと思

i 、。

寺 院 と 塔 婆

ｩ 容は ｩ 苓婆であり、 ｪ 答婆は準視 ｪ 婆 、 蘇 ｦｾｾ 婆の時であり、その ｩ ｊｊｪ｛は印度のスツｻパ Ｈｓ ｴｵｰ ｡Ｉ

lこ設する合利塔婆でゐり 、元米、付11の合利を納め Tこ墳墓である事は今更論争る迄もない。

市して印度に於いて土銀頭型をして居? こものは、支那で石浩又は培地の居J苓となり、朝鮮

を経て我が問に渡来し? こ際には、木造層地: として、その相輪中の寝鉢に原型! を 11: める似態

になって居? こ事も周知の通 りである。つまり、我降|の i苓婆では、 その主謹Tこる木浩の部分

は 、 云はば華座であって 、 露盤より ｊ 二の相輸が 、 本ｾｾの形式を侮へて居る主要部分である
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と去へるのである。随って、塔婆本来の意義よりすれば、克も重要なるは、 その相輪であ

り、 塔婆の生命は合利であると考へられる。 こ ういつに意味に於L、て、我間王手院と HF婆と

の開{ 系を考へて見様う。

付11毅f専来後、|間 もなく 、敏達夫阜; の十四年、蘇抗馬子によって建てられにとやすふる 、大

野 ｊ ＱＭＮ二 Ａと の応は 、如 何なる規模のものであっ＿こか詳らかではな い が 、 兎も ｦＨ Ｑ 我 岡最 初 の ｈｉｉ ｊｻｾ

とHfj すべきものであって、ミ干の主韓は撚婆であっ? このでゐる 。共後 i j': ;格的に寺院が椛賛さ

れる様になってから 、飛鳥奈良のMl 敬愛慌時代を通じ、i苓: 誌は伽! ; 土建築として紋〈べから

Y る-(f. ず仁であっTこ。即ち 、飛応1聞には一五年、奈良前後期には各々二法の1fE婆を建てるのが

原則で、 その種類は三重、五章、七.電に限られて用? こ。

然るに平安時代に入り 、従来の六宗に加1へて、新? こにP布教fこる天予言: 真言のご. 宗が恥入さ

れるに及んで、ミfJ 院は好んで 山Jil
'
，にれ' 赴されTこ官、t¥;.・1容の配置は自 111 となり 、貯の形式も

多ffll 多様に Fなつに。即ち 、相輪様と栴し従来の相輪に類するものや、質培、多貸借型式に

なる一軍、 二軍の i容が現れ?こ。前者は叡 IUに建てられ、f走者は歌!lf 培、大塔として何れも

高野山に建立 されに。 これ等は合引j応婆と云ょ、よりも 、容しろ 1111J底 ( Cai t ya) lこj蕊し、- -.f:iTi

の供養塔なり 、 御殿なり、守 ＺＱ ｾｴＩ Ｚ，ｊコ舵限等の意味をもって居る 。この他、五ｽＺｊｪＩ 符でも少さな

ものが建ち( 常生寺〉後期 になると八角九] i ) ' ( l : といっ? こもの〈法跡予〉も' y 1，，，j ( Lt去である

し、吏に鎌倉宝町以後は数々の多賀i省: が建ヌされ 、 叉十三.Th: J
省: ( 談1.11  ili'l'hlt) や、八内問 JF

11f ( 安柴寺) 等が現れて来fこ。

かくて、奈良以前の如弘整然? こる flJ 日l，iE配置をも? こなくなると共に、:1)，f接本来の7 J : 義も

次第にタとはれて、塔婆は伽斑建築として必然的の存在ではな〈なって氷? このである。この

事は、合利 J答婆としての信仰 よりも 、帥1象崇奔の感念の方が盛んになっ? こ事を意味するも

ので、塔 としても 多賀i答類の増加や、三重塔でもその初重迄擦を通さす、 二層円て. ，. 1トーめる

Ｈｩ， ｾｦＧ 象安置に好都合なる需Ｉ方法が 多 〈朋ひられ、中には五重誌でさえ、こ の様な形式を

採るものが出来て来? こ事を以てするも明らかな底でゐらう。更に、鎌倉期に輸入されに雨，¥1

宗建築を見れば、最早ーや、; 塔婆lま原則として伽斑建築に不必要のものになって居るので、

かの相閣寺に! 酌ik 六年建立をみにと いよ、大塔婆は、質に特別 i存外に J認するものと云ってよ

い。桃山期以降は前代迄の縫承でゐるが、主として三重、五車、多賀塔の類か建江され、

それ以上の多層培は見られなかっ? こ様である。

要 するに、 首初〈特に飛鳥期寺院に於いては、合利は元も納11聖なものとして丁重に府内

に納められに〉は合利搭婆として削る 重要硯 され? こ応も、時代が降るにつれて、次第にそ

の本来の意義 主信仰 を失ひ、多分に制底の意味にmひられ、叉伽1i !I. 建築としての必然性も

なくなって、寺院との開係は1.tI 'i る稀薄なものになってしまっ? このである。随って、今日見

る庖の J答婆は、奈良以前 J ) 六宗か、或ひは天，苓、民吉の二宗に j泌する寺WJt のものが主で、

仙 の宗 Ｍｩ ず で は 、 髄かに日立ｾ宗寺院司Ｚに多少見受付る作Ｎのもので 、 全聞として 、 誠に審んに
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る有様である事は、よ〈この II¥J )) 事怖を物r語って居るものと云ってよから う。

四天王寺伽藍配置に於ける塔婆

奈良時代迄、塔婆は伽 ifiM建築主して紋〈べからさ' る ，({ { 巨であっ fこ事 l立、師に前首] で述べ

Tこj長であるが、 この Ｑｭ 、 応接とて ＱＱ ご Ｑ ＵＲ との附係 ｬ ま ￬ｊ として同 ＭｍｊｾＩ 主にあっ＿こといふわりではな

いので、ここでは、時婆の位置を中心に、少しくその内容に就いて検討をカ11へてみにい。

扱、飛鳥奈良時代に於げる手) ' 院が、整然? こる伽! 誌配置を有して居? こ事は、今夏申す迄も

なく、その鑓濯としては、一般に次の如〈考へられて居る。即ち、大陸直誌とみられる四

天五寺式は尤も古〈、ｾＨｾ、で法隆寺式となり、更 ｬ こ難 ｦｗ 苛 ｺ 式を粧て、奈良後期全焼を似め

に廃 刀;京大寺式とも郁すべき陪式伽1主配世 に至つ fこのである。その1 - [1 、四天王寺式とは、

南より南北方 -:--l立紘ト. に、南大門、中門、培、 金堂、fJU主主並び、その J払金堂を? ｲ ｬ ｾ＠ Iこし

て中I"J と講堂とを;歩廊で来西より連結し? こものを云ひ 、法隆千l ' 式とは、前者同様、港、金

堂を悶んで歩廊が中 l' う、講堂 tこ連つては居るものの、その培、金堂がJR西紘一ヒlこ並立し、 '

杢躍として非釘郁の配置になるものを云ひ、附者何れも応婆は唯一基であっ? こ。然るに、

手燕慢 {0山削川;1川州I1削Ii'二-1キt

ｬ前［苅 ｈれ」ボ ｋ川 ｦ凶 ｅ に ｊ並泣 一 ι して ｪ出 首 ｦ仁このである。克に これが京 大寸 ｲ 式に王るや 、土佐は講堂と共に ｾｽｊ￬ｬ ［ 外 に

駆逐され、米国に二) ，tJ およして建つ様になってしまふのである。

そこで、如上の鐙 ［選公考 へてみるに、初め、四 ヲミ正 ｾ ｾ ｉｩＺ 式に於いて、中 ｉｈｊｾ 入つに正副に

日佐 一 法 ＩＩＮ￭Ｚ＾ ｓ 婆が辿ち、 金堂 、 ｦｩＡｾ 堂守Ｚがそれのイ ｆ 後に Ｑｦｴ 位して肘＿こといふ事 ｬ 之、取りも芭さ

す｜塔婆中心の伽 Ｇ ＺＺｾＮー 配置を示して ｩｬＮ ると ｲｬＱ すべきで、法隆寺式の如〈、 ｩ 苔婆と金堂が中門

内 ｊｫ 西に ｾￌ￉ なする場合 、 ｬ 立「応接 、 金堂の二者中心の伽政配置なり」 と云ょ、 事が 出来扱う。

吏に柴f ; ili 苛J 式、京) " 寺式になると、土佐婆は一割となり、 i祝MlEの中心は一宇の金堂に濯って

くるので、後行の虫日〈、講堂も塔も姐廊外に世かれる事になると 、一層このJ惑が深いわけ

である。

要するに、初め - ).ま D ものが{ 去に二基になっ? こといふ事よりしても、叉その位置よりし

ても、伽 ｩ ｦｬＡＲ 配置の鑓溢なるものは、土佐搭カ信仰的重要さが次 ｕｾ に失はれてゆく傾向を示し

て居るものと考へられよう。

かかる日k態を閥復する l時、四天三l .o: ケ〉になるものは、応接本 >f( の窓義を尤もよく 1尊重し、

埼; 婆 l ド心伽L誌として、信仰の中心を崎; 婆に集中して居る瓢に於いて 、削る重要な意味をも

って居れ然かも、四 天王ミ ＳＲ 式を ￭Ｔｾ へる ＮｯＺ Ｇ￯Ｚ 院として、四 天王寺 唯 一三 千となって居る今日、

その塔婆の償他 (1愈々高まるものと云ってよい。

四天王寺五重詰の蟹遷

四天王寺五重椛が我岡現作培; 婆中に於いて 、l刷る重要なる位世を占めて居る事は上 lこ述

べ ｦ こ ｪ 辺りであって、推 ￎ ＡＮ￮ｾ判例匙以来 、 今日に至る約千三口五十年の ｩ 三きに渡れ度々の災
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厄を? 被り乍らも、筒、よくそのニ昔を何事へて居る事は、誠に貴い限りで、我々の喜びに結えな

い庭でφる。然らばその経過は如何なるものでゐつにらう か。 以下、その- tt1i 災を中心とし

て簡単に鑓遜 'J) 跡を辿って見様う。

この塔はー名六道利救等とも有与され、四天王寺草創の rJ3緒にも見られる通り 、護閣の貰

; 塔として 、聖徳太子御自ら、併合利六粒と髪髪六毛とを擦中に納められ? こと体へられて居

る。( 本頑縁起) この事 lま貴き合利塔婆としての存在ぞ明示するもので 、太子浩塔の御精

利ltこる「是悌舎利之器也、不置合利、則不得詩塔J ( 太子降暦) の御趣旨よりするも、誠

に蛍然の事と葬祭せき' るを得ない。かくて、塔J基本" * の意義をもって立涯に建立をみに五

重熔は 、しばらくして、 孝徳天皇の大化四年、四衆 を前じて付Il ｦｾ 段四躯を ｊ ｊ Ｘ ［ 内に安世し、又

霊鷲山のf象を作らしめられ? こ( 書記) とあるから 、初重内部は大分賑やかに庶厳され? こ様

である。( 奈良前期立振な; 犠内の荘厳が行はれ? こ事は、他の法隆寺、難師寺等の例に見る

も明 らかである〉共後、奈良後期を経て平安前期に 至る |問、 裕別のa限災もなくて消んに様

であるが、途に仁明天皇の承和三年に至って第一回の災厄に出遭っ? こらしい。その年の十

一月」答期 日干; 露の需 に破壊せる旨の記載が績後紀に見えて居る のがそれで 、創建以来約二1百

五十年後の事である。併しこの時の復笛は比較的早・かつ fこものか 、その翌年十二月、悦櫨

木章一合、銅章一合、釦鑓一合等が勅納され fこ事が同じく記されてある。: : ; 7 ( に第二回目の

.RH災と忠はれるものは、吏に約百二十年を経?こ村上天皇の御代で 、うだ徳四年三月 十七 日 ・

山焼亡すと簡単に侮へられて居る( 紀目的? ごりで 、詳細はわからないりれども 、いづれ再建

されに事はft在かであらう。共後、地震、兵火等の鴛、京大門、廻腕、金堂等倒壊或ひは焼

失しにと いふ記録があるから、塔も相官損傷を受げ に ものと思はれる。特に後村上天皇の

正平十六年( 天徳りよ約四百年後〉の大地震の際は、金堂が倒廃して居るし 、塔とても多

分の損害があっ? こ事と想像される。虚で、それから約二百年程経つTこ天正四年五月 三日 、

信長の兵火に よっ て伽躍はすっかり次雄に蹄してし まって居るから 、勿論i答も焼け? こに建

ひない。これが第三回目の催災と云へ拡ーぅ。この時は秀吉が再建に着手し 、記官会曲折はあ

っ? こらしいが、約二十年後の慶長五年三月、秀頼の殻l蜘によって大末/ J 知安寺の埼; を移し、

その工が成つに事が知られる。( マJで誌、揖陽群誌、回大ミ52・1E 文雀: ) 然るにづ数年金程ii てパポIJ

元年、又もや大| 仮役に際し 、家康の放火によって焼失しにと ぞか誌は体へて居る。( 大日本史

料によれば慶長十九年十一月六日焼亡とあり) いづれにせよ、これが第四回目の催災であ

って、早速再興に着手され、元和四年新始め、同九年秋に至って竣成をみにのでゐつに。

この塔は所謂芸7K迭と栴するものであっ? こらしいが( 後述〉約百/ けー年後の享和元年十二

月五日未明、落雷によって焼失、程なく文化十年同様11' b 式によって再建されにのが、最近

迄その英姿を誇って居? こ文化培であって、これが第五回目の再興と考へられる。そして約

百二十年を経?こ昭和九年九月廿一目 、復々第六回 目の災厄に遭って倒壊し、今回昭和1再建

の止むなきに立至つにといふ次第でゐ る。
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か し 創 建 以 来、兵火. ! JXひは' 出- 火による五度の火災を総て、今! 日!暴風雨による倒壊迄、

四よく砂';J¥H:bJ t して阿佐に治下されて }r' i る事は、
貨に六回の多数Ｚに上る災 ｩｾ を被 ｢ 乍ら 、

天王守にとって 、如 向に上告［婆日ＱＱＱＺ要なものであるかといふ事を ｾｦｬ ｔｴに物 ､ｬｦ って出ると云つ

てよからう。

文化再建五重塔

ｊＭＮ 述ＡＩｾ口ｾ怖 ｈ 災ｾ粧て居るが、 ＱＱ 止近 ｩ 主我々 の ｉｬｬ￼￬￼ ‘に玲えよって ｊ ｬ， ＮＱ このは 、 文化再建にな

守

、ー

る江戸末期 の ｩ ｊ ｓ Ｚ 婆で 、 時代も新しい今 ｉ ｮￎ の ｉ ｦ ｊＮｾにもｩＡｬ佐刷係の深いものでめるから 、

その建立の粧 伸、並び に半袖そのものに就し、て述べてみる事にしよ う。
こに色Ｈｦｪｾ吏 めて 、

先 づ、J:t 手11) 乙年十二月、 話ヅえによる焼失を物iJlf る1CnJ ii の_ .J 廷がゐるカ' ら 、その文何を折
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この事: は、かのの 如 し 五 日 " 二前二時の出火にて境内の大学を烏有に蹄しに事がわかる。

それによると 、

災にかかれるものとして、雲水;港、金堂、講堂、廻廊、六時堂、食堂、太子堂、給堂、棚

所、鐘能、虎門、猫門、守屋岡、閥加井、砲対ニ7K、経書; 堂、御供所、石i，ir!lj 問、 三味堂、太

利1宋、十五祉、二王門、南大門、文庫等が傘げられ、叉災をまぬがれしものとして 、五智

笥山人〈 太田南畝) の「葦乃若葉」とい ふ日記中にも委しく見えて居る。

光院、高流院、特輪蔵、西門、引接堂、短盤堂、石の鳥居、元三大1:il i堂、東門等が記され

か〈 の如 し 多数の諸堂字が焼失し? このであるから 、その復興は並大抵のものではな 〈

大阪の人、淡路屋太郎兵街 の議 ｪ ｝ によって、漸〈十年 の歳月を経て 、文化十年に至ｾ Ｉ寸豊

富に復す事が出来fこのであるが、

である。

そこには

その復留の模様を列記すれば、ヨたの

これとで全部新造されにといふわけではなし

大分無理があっ? こ様である。今、主要堂宇に就いて、

知〈である。

再 建

iii 認燈院移住

キ! 主寺南門移設

f院7可

十，ｾ寺本［ｩ，ｦ事磁

再 建

五重塔、金堂、中門、廻廊

講堂

西重門

1有大門

六 時2主

食堂

その - -.tii に角かかる ｾｊｾ 態にて 、 廻廊内の主要堂宇すら全叩再処され子、 ｦｦｬ 廊にしても、

そして、た部分の堂字は文化九年頃再建柱を月] ひである等、相首困維な模様 }J ;窺はれる 。

移建を了し? こらしいが( 中門、金堂守; 文化九年; 名の棟キしあり) : ! 容は更に骨が折れTこと見え

十年に至って漸〈完成しに様である。初居鬼板の一つに「文化十歳発酉桃月古目 、車[ 11工人

坂口又兵衛」なる銘があり、又相輸の寛珠にも願文、施主、世話人、鋳物師、細工人等の

銘を刻し、最後に「維時文化ｪｪＧｾ集葵酉稔二月彼 岸普法 臼」とあるのでも明らかであらう。

この再建に並々ならぬ苦心の伴つ? こ事の一例として、首時大阪の信者連を設いて彼

その金t : ' 寄進して貰つ? こ摺り物がある。石烏居と; 塔の出来かかっ

向又、

岸の〈ばり物を節約し、

7こ闘が下の方に番かれ、 その上にｾＨの如〈記されである。

これを見ると、 Eド1'1の上にゐげ

るといよ、景物付にて寄進を勧請し

口

て居る有様 }J; 偲ばれ、誠に l師自い

と思」、。

J-. 

娘、か〈て再建成つに文化J ; 昔; は
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うか。共にこれを筒僚警にして見

様う。

大

悦

に

悲

存

候

今

年

も

ひ

か

ん

御

志

相

か

は

ら

す

大

阪

中

一

と

う

に

御

寄

準

御

願

申

上

皮

御

蔵

努

参

上

仕

候

酉

正

月
以

上

巨

付

ひ

か

ん

の

せ

っ

御

持

参

稼

下

候

御

労

様

二

王

門

ω
め

げ

候

切

手

品

相

成

候

』上b

四

天

王

寺

諮

一

1 4  V  



山 2 悩，; )乙，f .1J 地 主:s: Ｗｲ ｩ ［ ｾ＠

1 5 v  



ｉ 現在 費 物館内に五重塔 の技型が置 いである。これが 、 所 ｩＧ ｾｾ ｊ 雲 水詰 Ｑ ＱＩで 、 文化塔と同様

乎法になって居るが、日佐、各部の比例が彼よりす= っと優秀で、安定感も強い。作宥は金剛

f#j . 右衛門主体へ られて居 1) ，5 u日

再建の折 のもの と児て ｮ ｜ｬ泣ひ Ｑ Ａｬｾ さ

相でゐる。向、 金剛家臓の元不11八

年銘ある御if 箱と記せるものに、

五 重 塔 二 丈 五 尺 四 方、立三川

屋根瓦ゴ i;rfi] 廻1 ) ｾ包装 ｩ 夜 、 制彩色丸

位、大-' "1- 肘木ili 9  ｾ 大輸長押 、目県

長抑 、地榎長押 、四方石像、?左手;

石タト廻り、高石れ1キ土、後正:j さご

N.. 三寸 jH向 さー丈六パ五寸、WI'

よ り露盤迄九丈二尺、惣介十四丈

七 j ミ。

賞"; 3 困 問 模 型 細 部

とあり、文化 措より遥かに安定度の強いものであっ＿こ事は ｼ切 らかで 、 文化以前腕に 、 ｾ Ｚ

喧

第 5 図 文 化 塔 全 対

v  1 6  

7K詰! i l ) の作作し? こ事が確認される。

2. 文化J; 品; の計笠岡とも 思はれるもの

が、金 lill lJ 家に蔵されてあ れ こ れ lこは

悼大工職金剛院日是氏岡之、と 署名さ

れであるから 、時代は明瞭である 。闘

は担当されに約二十分一位の大きさ に

て、左右その外視を異にして居る。即

ち、左手 lま 三 千 先 料 供Il ¥lに 11日三|京 を

備へ、蛇) 血支輸をもって居るが、;{_j乎

は所 ｊｩｔ 、 Ｚどｾ Ｗｫ 浩りで 、 足極は ｩ 花頭とな

り、三千 五 1-1のみ平II ;j:]t 三 ."1ーと なって居

るが 、ll!rは二重で悟を川ひ である。勾

出jは組勾欄にて、最下層のみ 、石!l' ¥i 1二

に擬 IE珠 勾欄を回 らしである。かく 二

慌に訂 ; lEしてみにものの 、タと日長り以前

の ＧＱｾＷｫ ｊＱＡりが保 川され＿こと思 はれ 、 そ

のiH哀はこの聞と異り極右? 川ひ子、23

!  7)( の彫刻をつけ線、裏板にしに事、元和

の時と同様である。



3. そこで、文化搭の規模であるが 、

金剛家磁石 ｚ 保二年の日銀帳の ｉ ｉ ｾ に

一、五重塔 三間五尺四而、日さ二

十 四間 三 尺 、 ー五 ｾＷ ｫ 述 、 極彩色 、 組物彫

刻、四方像、石舞議作四方石段。

右入川銀九百九II 七百四十三匁程

とあるので 1l J 1なる如 し その一法二

十四パ五寸、Kl忠商百五十九 )¥. 、長7K浩

りで 、 このｾ 川 今日に換算して約六七

十高閲位と ja はれる。 この寸j くは費出li L43 

によっても殆ど大差な い ものと認めら

れるから 、前の元和感に比して 、その

高さを増し 、不安定な形になっTこ事は

争へない鹿で、思ふに 、 その大韓の乎ト ｾ｟Ｂｋ ＮＮＮｷ

法を元豹lJ 容に模し 、各部の比例等は文

化J ; 前 十重聞によっTこものであらう。

f旬、細かく之を見れば、

と ｈ 千ぶ所以は 、 ｩｪｱＺ 装 、 ノ ｪ 、 問 、 等ｻｦｾ五Ｚ水

の! 彫刻を以てruめ、地収 lこも樹彩色を

絡し 、持法りの如き肘木におる部分を

同じく: 五f7K彫刻で充し? こ事等によるら

しく 、尾極には数々の動物彫刻lがf I J ひ

られて居 fこ。例へば、龍 、狭 、一角以-

ＺｦＨｾ噌Ｚの如きである。叉内部に入れば 、

ｾｊｬＵ僑 Ａ｜ｩ ト ー四隅に凶天王像を 、 四方正面

にi1ilLr: rl iI象をむき 、憾の}hJは四方収監で

包み 、 その衣｛酎に ｦｾｾ 迦ｻ象を五日し、 ｔ こ。 そ

して 、四天位を始め 、長押 ノj 、明、栴

天 Ｉ Ｑ ニ ｊ ｾｴ 也 、 極彩色 ｻｦｊｪ 伝し 、 内 Ｑｉｉｉｦ のノ ｪ 、 壁

には飛天 、 ｾ ｉ ｾＧＮ ぷの彫刻 ｬ 迄も附 加 しであ

つTこ。

Ｚ［ｪＨに 、 ｾｦｉ輸はん谷家に残る四天王子 ｦ

五虫ＩＨｊｻｾ十分 ー よ ｬ ｩＧ［ｩ ｬ によりしものの虫 ｮ

し 懲! 尚三丈八パと記され 、 その露盤

4島守今 一掃除

d ‘" .  働ｾＺＮＮＮ，ＮＮＮＮ・ｾＭ

Ｎ ｾ＠ 4 国 文 化 塔 ;;1 遊 園

1 7  v  



第 6 困 雲 水 彫 刻 版及び尾極彫刻

のみは餓製にて、他 は凡

てi if ｴ ｬ ， ｾ 製であっ ＿ こ。

4. 故後に このよ荏の特徴

を記して比れは

イ 、 五 ｾ Ｗｋ ｩＱりなる ＤＰ

口、石f¥.... f  1-.1こ主主ち、隙

-/J;隙礎 の1てlこ据えられて

居仁王r.: や、令利をナ丁重に

安位して あ っ＿こ事Ｈ金 ｴｬＧ ｾ

の京j主と: c 日正をもっ fこ7K

日If ;J( の Iいに、更にノj 、別誌

があり 、 その rl' に六位の

色合平ｉｪｾ納 め 、 全躍と し

て金制収の ｾ［ ［ ，Ｇｽ ｦｮ こよって

回まれ、機礎中央・の合利

穴に安置されてあっ? こ事

が今回の災後判明しに)

笥Ｚょく売を ｮ の 工 皆を ＱￆＺＮＮＮｾ くに
111 7 悶 餓 製 露 盤 の 浅 妖

第 8 悶 キ目輸の浅欽と探資球、風鈴:

をもって J l 1こ事。これ

を数字で示して見れば 、: ; j ，くの如〈で、JJS; の安広度〈タト比一卜. の〉を女11 るに f更である。

今 A

 

塔
一三

長

」白川

一遁

程

二

廿

佐

官

一

暦

二

初

ず

作

-

純一
土告白ー キ日輸長= 士持身お 一口

初} 倍- ;ill長

とする と、

足るもので 、合利略:婆

として の1:'f- U訟を 今日に

体へて日る知。

ハ、初府一主主の長さ

lこ上ヒし 、 その正:j さカり三

で江戸後 Ｑ 明の Ｋ ｬｅ し、ＺＱ Ｑ 予 ｲｌｾ

|  法 腕 五 重塔( 飛鳥) I  輿州中悩面苛z五宝塔( 室問町f

AI  5. 0 I  5. 6 

B I  3. 5 I  3.9 

四 天 王 寺 文 化 培

6. 4  

4. 8  

この表のが1< 、 一 般 l二時代が降る程この数字は哨大の傾向 に あ れ そ の 形 態 が 次 第 に安

定感の乏 しい ものになって くる事がわかる。

v  1 8  



ニ、五軍培としては! 刷る大なる事。

我 1&1に現イrするJ i .]T[ 椛の数は凡そ i r)阿捻りであらうが、 その 111] 1止大なるものは、尚 一[-八

丈飴と糾する見 ｃ ｾ Ｇ干のＮＱＰであり 、 火力［興需品ＭＧＱ Ｚ｝ＷＺ ｩｦｕｻｾ で 、 山 ＩｕＭＺｾ ｉｊＺ の ｊ 芥Ｈま第三位に ＱＱ ＱＮし て ｉｒ る

本も普通には 、 その正:j十ご: : t 前後、平 l酎でそのイ刀府一法什 j とえよれ出のものが多いので 、四天

:eE':'j :の. 1 : & は飴科大きい加に属するわげでゐる。この事は、 J芥婆11
1Ｇ ｉｾＧ＠ VJ 日iff!Z配位をもっτ]fと )1，:

に 、 塔婆の ＱｾｾＱＱＨＨ の大なる Ｇ ｊｦＮ {t>物tiff って日ると云・へょう。

昭和擢災による倒壊の原因

昭和 }L年九月-II -- n 午前八時、 南方より 、暴風間に '"江、 j;' ，']JUlil"J) ! l i ¥川宅金交けて 、 11-
1
門 が 倒

れ、nnもなく十数分な らすして 、 F々法もそのご府 1I ill より jj i; れ、作局の.HH，H斤j市: って金ai; そ

よりに倒威し

Tこのであっ Tこ

その倒壊の詳

しし、! I k況はシピ

人が ＱＡＡｾ ぃ局 、

( あの場介主IJ

J高正叫川米る

ものでないか

ら) わからな

いが、そ のU午

後佐藤佐氏が

擦の現!j えをff

測 さ れ、下 部

より先づ北へ
ｾｩ＠ 9 ιi 五' 11: 士宮 i王1I 出 材 の 山

向って二本に折れ、児に市に向って三本 、又北へ向って二本に折れて日寸こ事費より 、二 府

円 と三 ｪ 音 ＱＹ の境 、 及び ｖｙｊＧ 什 ＱＱ の ｴｴ ｊＭ｟ の訟で ー 大き｜ｦ波泌され＿こ事力 ［ｍｩ められ＿こ。 ｾｬＺ 後いろい

ろ自分注の乎でｻ枝記長ｼイ ー を委￭Ｚｈ Ｑ に検べ ｔ こ結果 、 大凡そのｻ此壊 ｄ［Ｈ ｉ 羽を推測する ＱＱ が ＯｉＧ， ｾ ｱ こので

ヨたに その大綱をワ己して児扱う。

一 、経iff _ト. の原閃

イ、材料の籾恐

ロ、 手-1111の節 約

一、設 計ー卜.の j決陥

イ、安定皮の乏しい外槻

ロ 、 内 初昇 ＱＱ 年による総泣 ｫ の羽ｾｽｩ
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杉( 三本の中上の一本は愉〉

搾

殆ど伶

殆ど松

彫 刻 物 倫、棒、機、桂、松等騒々

の如〈で、かく強度の異なる材料を勝手に混rnし? こ結果の思い事は 、今夏云』、迄もあるま

い。 ヨたに乎問の節約とい i 、事は、併に云」、「仕事の悪い」結果を指すのであって、彫刻笥;

津 山つりで 、 その方に多〈費用がかかっ fこnでもあらうが、Jll 二lj 干の仕事の方は削るお組米

なものになって居fごので 、 この貼は破壊材を見れば、ー 11計t にでも了解されるでゐらう。

又 、第二項の設計上の (1決陥に就いては、最初に安定度が問題になってくるが、この事は

既に前官j ' iで述べ? こから省略する。l I !t 前記のー蚊字以外に 、各府間七日やその高さの遮減率が安

定感に閥係をもって居る事 lま勿論であって 、 その方面にも多分に泣憾の黙が認められるの

である。次の内部打・降による構造｟Ａ Ｍ Ｍの弱貼とは 、 塔の内怖を一般 ｊ 干降に供し 、 ｾＺｘーをして

その五層に迄昇らせて居? こ事による影響ぞ云ふのであって 、 塔婆本外4の意義よりするも 、

四天王寺塔の IJ I緒 よりみるも 、かかる事は王IJ底許し難い虞のものであら う。克 もIlil! 1聖なる

べき塔婆を一種の望楼叫して居fこ: . ; r よりして 、付|市iを受げにと 兄 られでも致し方がないの

であるが、こうしに事が、同時に附@_ ! ての財船主? 引起して府? こといふ黙は、今更詑H月する

迄もあるまい。唯 、こ の昇降用に供し ｦ こといよ 、 のは 、ｾ Ｑｩ ［初 からの計主ではなかっ＿こらしい
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が 、 兎も角 、 昇Ｎ降可能な程度 ｩ こ 、 内部杢 ｉｭｾ 有して居＿こ事は 、 他の塔婆に比し 、 ｉｬ ｦｪ らかに

その強間性に於し 、 て般ける虚があっ＿こと云ふ事が出来日 ｩ う。又 ｾＺ 状誌Ａ［りと栴して 、 諸 ｅｓ に

雲水やら、龍、象の如き彫刻をつりに結果は、反って 、 それ等の取付部分に弱執を生じ、

悔を用ひ今、枯木のみによって軒

の荷重を文へしめに事等と共に 、

甚＿ごしく構造 ｊｾＮ の弱黙を強めて居

Tこのである。更に櫨乎や仕口を検

すれば、 さういっ? こ佃PJi" で、ひど

く材料を傷めて居仁詩、 その部分

でHI. J i . J ; 折れ?こり 、材が裂り? こりし

て直接般i哀の原| 示! となって居るの

である。

以上、個々の軌に就いては一々

例読を省いて 、僅かにその大要を

述べ fこに過ぎないりれども 、つま

りは 、かかる大建築にあっては 、

その設計の周到ij: n ! 街なる事と共に 第 11 闇 雲 水 料 供

資金のi間滞とい」、結も .1.明る大切でゐる事を J 日貨に物語って居るものと去ってよからう D

結 尾

以 上述べ＾ｉｾつに彪によって 、 四天王寺五ｊｊｩＺｊ［芥力行灯 ｩ る重 要な意味を もち 、 我ｼ羽 ｊ る婆の研究

上 、 ｾｖ とくべからさ Ｇ る存在であるといよ、事が 、 時々明瞭になっ ＱＺ 事と思はれるが 、 更に今回

の倒壊によれ今迄知られなかっ? こ数々の新事賓が殻児され 、続々その1ri 他を再:j める事に

なっ? こ。それ等に就いては 、既に四天王寺 li ，¥i l践と して詐京/ 11なる報告がなされて居るが、が}

今後の研究に作つ虎のものも多々ある事は云」、迄もない。かかる情勢の下に於し、て 、目下

着々その工を進めつ〉ある。昭和丙. 題五重塔のもつ意義は、愈ノヤ大なるものがゐるのであ

って 、 我々は寓維を排してこれが完成に努め 、 その光輝ゐる眼史ｾ 、 府又合利埼［婆 ｴ して

の牟肢を 、未来永遠に向って不滅のものにらしめ? こし 、と、衷心より品li ってL 1 : まぬ弐却であ

る 。 ( 昭 和l十四年同月ー11 日稿了)
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ij「建築材料代用品及び新材料」座 談 曾

雨 71・ 泰 37: 氏 〈愛国化事工君主材、式令社〕 y也 打I '，';'，'  ｦ き氏Ｈ本合陳列躯幹 ｉ ｊ ｾ 合幹事〉

架 根 久 市 氏 ( 顎 ア ノレ7 イ 1- : l 淀株式) 東 宗 良 ( 株 式 台 市 ! 竹 中 工 務 底)

ィJI *  *  ).( 011氏 本合陳列場幹事合枠J j .r.

海 江 間 信 栄 氏 ( 日 本 保 温飯工業株式令祉〕 木町 山ｊＡ ｾ ｪ Ｎ 雄氏Ｈ本令材料委只合幹事〕

川 勝 隆 一 氏 ( 口昭ライトエー及株式合枇〉 ヰネ 清氏〈本合陳列場幹され合幹事〉

河 之 口 清 三 氏 ( 合 4夜
ｾｉￎＧ＠ 商〉 中 西 六 郎 氏 ( 本 合 陳 列場幹事合幹事長〉

佐 内 清 一 氏 ( 誌 へ キF イ l 工業株式) 松 久 保 敬 三 氏 ( ヌj >: 令材料委l l i 守委 員長〉

橋 本 太 郎 氏 ( 主阪繁栄セメン ! 株式令)
諮 問 泰 次 郎 氏 〈 本 合 材 料 委 員 合 幹事〉

松 田 定 秋 氏 〈 松 同 商 合〕
矢 同 鍛 蹴 氏 本 合 材 料 委 員 合 委 員

相 三 街 氏 ( 東 京 工 業 大 接 助 教 授 〉 新- 1' 1 f i J i : 夫( 本合 編i ¥i l l : 常務〉

鈴木 金太郎 氏 く清水組大阪支ｽｾＩ
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新名ー一一一寸挨拶申上げます o Jlbの皮建築協令 あげて、セメ Y トが中を遜るやうにしましで、或

の主催で代用品の展覧舎をやることになりまして 一定の底力をかげでプレユしす: ものです。強度は

皆様の御 ｈｾ ，品 を御顕ひしれ線でめりますが 、 この 普通 の アエペスト ・セ メント板の非常にプレ兄を

機舎に「代用品及び新材料j に関する座談合を聞 かり 1: ものに比べますと 、未だその程度迄いって

きまして、 それを往築協舎の夜行して居ります 居りませぬが、 目方自ヶ同じ目カに迄致しますれば

「建築/ : j d: . 令J の誌上 lこ載せまして、新しい材料 時間じ強度になるのでゐります。このものは茨函

を建築の方面に紹介すると同時に 、材料を買ムカ ｬ 畠理が色々 ｮｾ 米ますので、片面を色々のものに主主

の仰l からも材料を扱って居る方の入詮:に色々注文 すことが出来ますの t 、大形のも のが出来ます。

会 fHして裁くと云ふことに致し? こ L 、と忠、ひまして 1取締や亀裂も依りありませぬゃうです。紙が入つ

お・集り願ひましれ月初 t 、お忙しいかfに拘りませす， て居ります舟に裕りがかなりめりまして、色 4 待

御出席下さいまして、非常に有鋭うごさ1 、ましに 長が Wl 来てゐるゃうでありますolrr つげ L t ! j 旅ま

順序主致し主して 、 最初今晩 ｪｾｰ tP，] 市ドさいまし すし、切 ること L 出来るのでごさ' います o それで

1: 皆様染者のブJ の側から、それぞれお広で扱って これの大形のもの {e造りますれば、何かお役に立

居られ る代用 品に就いて、一般御説明念願ひまし つぢゃないかと思ってゐま す。屋総 に使 い ます波

て、その上で使ム方の lJl1Iから質問なり、或はかう 恢にするには雨がもらない機に防水を致きなりれ

云ム所は、かうしてＱＧＳＺひ ＱＺｾ 、 と云ふやうな要求な ばなりませんo 今この防水力? 去を研究中です。こ

どを tPJ して、これらの新しい材料主主に代用品の行 れが成功すると代用品主して大いに性能を表して

〈べき方向などに就きまして、お何ひ出来れば主F 方々で利用されると思ひます。私はこれがー脊待

ｦ ごと思って居ります。さう云ム風でときＮｾ、ますの か! の周迭を持って来るん百ゃないか主思って研究

で、最初オ0・主主り願ひましれ方々のカから話して数 合証主めてゐるのですが、 そのうちに防水の方法も

〈順序に致します。 うまく行〈と思ひます、叉、都市防火の際の防火

了皮列んで裁いて居ります順序でやって数 L、1: の材料にこれ合使って主主いれらど「かと忠、ひまし

ブ3が使別と忽ひますので 、橋本さんから一つ、お て、それで待に木造往築に使へますやうに 、 わさ'

庖の方の主として代用 ifL に就きまして一一 質は時 と絡な〉阪を訟にし; : のでめりますが、杢目i " つり

間が ありませぬので、大枝 7分位の FU支で- I : JJ 上げ 1:  1 ，のを? 巡って凡1: のでみります。これは今紫人

ι れるやうに、非常に勝手なお阪ひでめりますが がやって舟りますF ら、問題になりませぬ、が、 ili

御説明を願ひまし1: も非常に結協と忠ひます。質 討をつげて色を' つげれば、依り木訟法築に健裁も

立は 7 分位で御: 説党明 aケ? 願へぬや号な材 糸料ヰ粉カがE行i浮翠山ゐる 主恕慈y基、〈ない防火材料カが; 「出1 ' ，耳旅= るんぢやないカか，。値段lは

と忠ひますカが: 、 7 分でも皆さんにオおD

約 I 1時待問Z孜k明に Z貧t さjれ1 ると云 J 、事になりますので ので tゐb りますり jれ1 ど Lい、 さう云つ7仁: 防防- 火材料にな

i誠成に我カが;1，依誌な捗衣; 第でゐりますカが; 、 5 分のJ所ヲ折tで鈴ををア るんぢやないカか、吃と 、 私の所で火災の場合の火のｾ

鳴らしますから、後 2 分で匂IJ _t げて戴くやうに 、 りカの試験i " i ! ( してをりま す。叉、東京の大星第に

どうぞお Ｇｾｒ ひ欽します。それでは橋本さん 、 どう もお穎ひして、火災の試験をやって裁いて居りま

ぞ田・…・。 す。永にこれは永完成の品でゐりまして、 皆様に

得 本一一私 l立大阪窯業セメントの続本でゐりま 色々お設をおイ司ひ致しまして、 これを役 に立つも

す。貨は始終皆僚の ji p厄介になって居ります o j!i のにし ＱＺ ｾ 、 と思って 、資 は ｉｉｾＩ 討しれ次第で ご さＧ い

頃アエペストが足りませぬの- r 、石料板を手に入 まして、私が第 l に立ちまして、かう云ふ未完成

れる事が非常' に不自由でありまして、資はなの所 のものを申上げるのは、甚だ恐縮でめりますが、

でも 、 それ に附して 2、3 の研究を進めてゐるの さう云つにものをやって居ります。これ含御' i 主下

ですが、その中に、石紛設の代用品になるんぢや さL、。さうしてfどんどんお款を願ひますれば、大

ないか t いふものを造つ7このがめります o 書控室H 忠ひます。

それは新聞紙を? セメン 卜の聞に入れるのであり 新名一一有 縫 う ご れ 、まし i: 。それでは日昭ヲ

まして、古新聞紙合その依入れますと 、セ メン ト イトの川勝さん。

の月号と同ft れますが、新聞紙にパン チングして穴を 川勝一一拡が川勝でとき'し、 ますの私のブ3で22つ

2 3  v  



て居りますものは、合成樹脂積j督板、 それから 木 す顔料もごさーし 、ますが、これは商産品で間に 合ム

パイプなどをやりつ〉あるのでゐります o 最近日 これでか] に不自 由lまして居りま せぬし 、パルプの

本では物資が足らねからと去って、合成校脂の製 製作に就いては、幾分制限を加へて居られますげ

品は最近代用品工業として、非常に喧し〈言って れども 、 これを建 築工業の木材代用品として使は

Rきられるやうでゐり ますが、こ の品物は外国では すと云ム、かう 云・ム商工省の御支援に依りましで

もうe X ; に深山研究されて、英図やアメ リカの嫌に この度1吉舎祉は商工省から う千回の見本作製補助

ゐ、去ム資源の多い闘でさへ、相営に造ってゐる 金全教 ｌ 今此ＮＡＦに ｌｬ Ｇ • して居りま す見 本綴込 、 こ

やうな衣第でめります。 れ会う千個作りまして、御要求の方lご無料で舵布

訟の方で了皮 l 昨年工場を充質致しまして、まま することになりまし? こo 幸ひこの様舎に申上げて

に合成樹脂板と致しましでは、日 本ーの大きな板 御入用の方がごさ' いましれら、御申込額ひ まし1:

4rE宣る ことに なりましに。現在では 1:米に 2責任で

ごさ' いましてーーかう云ム品物でご 5 いますが、

この性質に就いては、阪に御- ( ' f : 知と忠ひます。硬

さはジュラルミ Y 位の硬さで 、比重 lまジユラノレミ

Y の牟分位のものです。般に而.) へ、熱に耐へる。

地中に埋浸して、腐敗しなし、。かう云ム風な性質

ぞ持って居ります。今申上げれやうな大きさの l

米 に 2 米の製品を集めて、了皮 0.2 ミり位から 、

150 ミリ位迄のものが出来、 l 枚 の* の鼠コむが200

: m: 位のものも出来 ます。大きなものは、 ギャ ーの

代用に最近現はれて居ります。その歯車は首ニがし

ませぬので、月li 矧サイレントギャ ーと云って、さ

う云ム機械的方面に使ばれ ます。種類{ まそこにサ

ンプノレも出しましれげれども、も っ と稲類も 海山

出来ます。色も色々出来ます。

この用途に避し主しでは、最近建築のカでも火

分使づて戴〈やうになりまし 1: 。大穏申します t

値段がーす高〈付きますし 、吉田はい 畿自(1; 的カ菌に

使 lまれるやうに聞いて居り ますし 、4寺に最近も紛

布の需要が非常に 喧し〈なりまして、 テーウ'ノレ ・

クロースに、どこ ともあ・困りになってゐる乙しい

鍛造省では、 それに非常に感せ' られましれ給' 呆、

今度箇有餓道全部のテープル ・クロ ースを合成樹

脂で張ること になって、況に東海道もまでは、始め

て居ります。それからこれの原料関係に就いて、

一 寸申上 げれ ｾ， t 忠ひますが、 合成樹脂は図策代

用品 t 云ふやうなことで、商工舎でも原料の飽紛

に就いて は、非常に御酒E慮E買って居ります。宰に

ら、好都合でごさ' います。その見本を配布主主; しま

して 、 さうしてこ九に穴を関げ ＱＺ り 、 或は ｪｾ Ｑｪつれ

り、色h お・ i定ひ下さいまして、 そのI比例j を2 ヶ月

以内に聞かして裁 き1:1 、。かう云ふことに R有工合

から{ 傑f牛カマ付し 、て居りますが、 どうぞ御関係の方

面に就きまして、若し この凡本の御要求のブJ がご

さ" ( ，、ましれら 、 力タログ、見本その他を差上げま

すが、何かと参考になるやうなことを示して御報

告して項〈ことにしてごさ、 、ます。

ｦ 母 、 合成樹脂によりまして 、 管を最近 ｈｾ さうと

して居りますが 、 これは ｾ｣￐ 、棒とかに ｌ 出来ま

して、私のカの設備は小さいのは、 5 ミリから 、

1250 ミリ までの管台製作する設備を持って舟 りま

すが、型rt 立原料問題なんかで、少し管のカ[ 立本艇

を入れてs l J ませぬげれども 、了皮 それで作りま

しれ管[ 土、 ネヂ L 切れますし、叉部分品企作りま

すと、ソケットなんかによって、水道管と して、

充分使へるやうですが、然し値段が高〈つきます

ので、 それ L = t に輸送管に使lまれてゐるやうでゐ

りますが 、 これは、肢に耐へよす関係上、硫E陵、

関酸、ぁ、云ふやうなs1i ¥邸主買の輸主主管に 、合成紛

脂ｻＡＧ使ふわげでごさＢｾ、主す ｯ 色も色今出来止すし

しますので、 まめその別用に就きましでは、色々

お教へ顕ひまして 、 作ってみ ＱＺ いと忠ひます。世ｾ

管のことですが、非常に製作上長いものを作るこ

いま、困難な ことでごさ' いますので、現存ーでは質

は l 米でごさ" ( ， 、ます。これはどうか 2 米苦しくは

3 米の管を作 らなげればならぬ。か うL、ム風 に考

設備も大分製銭業が盛になりましれので、製滋の へて相Zt この犠牲も: j ] 月; ひまして、必要上' J ! f ! ま夜明

高1) 産物でゐるクレゾール、石炭E費、かう云ふもの 補助申請をやって居ります o それでこれはどうし

を使って、今 後 l 年先になっ7こも 、非常' に津山の て い 1.米主2 米の管' { f 作って、 さうしてそれに

石炭般が出来るやうに忠ひますので 、現在のj升で 謝する製作の Ｇ ＨＧｦｾｲ 誌を一七万揃へて呉れと申して居

は、先つ' 図産品 1; 本でときe い まして、 l 部輸入を りますので、相常に豆、要性があるもんTごと 、世fは

許可して呉れ て居りま すが、 それで原料になりま かう云ふやうに考へて舟りま すo
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木材が最近高級な チ ー ク ・オ ー クとかめ、云ふ 云ふ自 信念持って居りま すが、何を申しましでも

木材の木目もつりで、木材が制限されて居ります 合成衛目前ま多 4使へば使ふだ付 、 値段の問題にな

ので 、さう 云つれもの〉 、 代 丹｝に ｦｾｾｴ まれて居りま って毒事りますから先づ 1!9¥内外でおさめ 1: ，、と 考

す。家具屋 さんにも ｬ 乏用 ｈ Ｇ ｾＪ 、 ｆ ンスの古 ￭ｊ 板に ￺￫ へて汚りま す 。長さ ｴｩ 機械さへ殺 ￼ｾｩ￬ しま すれ ば 、

ひ1: いとか、或は打抜きしまして、一寸膨らすこ ＱＰ 尺でも Ｑ Ｕ ，ｒ｟でもや ｾｌ るやうになってごさ Ｂ 、 ま す

とが出来ますので 、 さ う云ふ方法にやりま すネー が、最初 は試験時代とし去して、先 づ 2 米 程度全

ム ・プレ ート が非常によく出来て居り ます。こ /.1， 丸蛍として、生産し1: ，、と忠ひます。これ位の所

は和ｗ｣ ｬ ｬｬ 燃の紛のｾ札に使はれますし、或は官 邸主 にしまして 、 後 ｴｩｩｾｐ 質問をして裁くことに致しま

合祉の電柱M板 に使はれますし、自動車の中の旋 す。

客の遜守事項などを' 脅さまして一一 こ れは妥湾総 新名一一 有難う ｩ ｾ ｐ 座屈ましに。夫では攻に Ｕ 弘前

督 府ですが、 さう云ム風な所力、ら 相談がゐりま す アルマイト令祉の葉桜さんにお顕ひします。

なのカでは加工はやりませぬが 、 或再砧が浮 ｴｬ ｬ • 桜 粟 緩 一 一手 前、理研アルマイ トのもので御座居

様で 、 文字を現してやって居りますが 、 大祭 ＨｉￆＡｾ 主 主すo l i l ¥: 築材料としてアル マイト 、或 ひ は アルミ

が /ll * ませぬし 、 その字が何時誌も保存されると ユユ ーム製; 忠 l立従来それ促使用さ れてA らなかっ

云って、一寸宜からうか知らぬとかう思ってj苦り ? : のでゐりま すが 、尖の理由は銅とか、主主総、裁

ます。 ひは餓とか云つれ尽な 、他 の 金 属に比較して、制

新名一_ 'u鋭うごさ" 、まし 1: 。ぞれでは衣に合 合に値段が高いと云ム事と 、 アルミ= ユ ーム が剖

板管の河之 口 さん にお気ひ致します。 合力がなし 、、使} l } に耐えな L、o (1 II 共 用 途に依つ

河之口一一河之口浩三でときχ 、ます。大鎚術者 てはあ る1:' らうと忠ひま すが、 そう云つれ風で従

な考でごぎい ますが、 今工場ーとか、合祉のカで色 床応 lまれなかっ' 1 : もの?ごら う、 かう去ム風に思つ

々と管裂の生産をさせますに 、永 Tご3. 4 ヶ月 も要 て居ります。幸ひ手前共の合祉が 5 年程前に出来

しますと云ふやうな関係上、資は、色々の御高説 まして 、 アルマイ ト の製品全市場に資ｾ /Hし、最

をこの擦でおー| 渇かせ裁かうと云ふつl . ， 1)で、霊長り 初皆様の御承知の泌 ｾＮＺｎｦ 常 ｾ［ｲｩ とか 、オ Ｓ ・ Ｒ をと 切 、或は

ましにので、甚だどうも横着な心で相i喪主ぬ こと 洗面総と云つ ＱＺ 様なｩＮｴＭｾＺ下類に ｪ 渇するものが現在で

でごさ' いますが、簡単な こと Tごり 泳べさして裁き も、 デバートな A かのJよI(f:iに i幸山{ l JJ て居りますが

れいと忠ひます。大日: ! ! . . . : : ェヤと申し ます色 、今 1I 中にはアルマイ トと云ふものは、 そう去っ 1: 風の

迄 lま殆ど 7}( につげれば裂り 、一寸似つりぱ、 こわ 食器類丈の方荷にしか全然使はれて居な L、主云ふ

れてしまふと云ふやうな先入 主がな力、なか ｾ ｪｦ￉ れま 尽に考へておられるブJ も中 には;有る様でゐります

せぬので 、色々 淡 い経除ではごさ、 、ますが 、 さう ので、比の際化席上で一寸{ 卸説明申し上げ皮いと

云ふ慮か乙起きまして、今皮このペェヤの合J伊ミ管 ♂、ひます。アルマイ トと 云ふものは大惚1/書目誌の; 容

を作る に営 り ま し て い ぞ の 問 幾 分 の 頭 を1醤まし irえを官tWH曹の中に入れτ 、共 の 溶i伎の中 に アルミ

1: わりでゐりますが、幸 に して今皮 ;!1 しまし 1: 合 ］ユ ー ム念入れて、色紙ｩＢｾして電気分角ｊｪ，ｾしま

板管は先程からオ0・話もゐりましれが、月「絹合成樹 す 。 品物にも依ります ｢ ずれ共約Ａ日 守 ｭｭ ｾＲＱ 侍 ｬｬ￯ ｬ

脂の浸透と云ふことによりまし ーて、 これは先程の 位電系分解をして、夫 前に酸化アルミ二ユ ームを

お認のやうに相蛍71<にもま4にも而Jへると云ふゃう 形成する o : ! t 状} 芭の時に電解1告から 、 アルミ= ユ

なものでごさ、 、ます。償 給は非常に粗材を別用す - 1 . ・i " 取り出しますと 、 アルマイトの激化放践が

ると云ム所が私 の力の眼目で ごさχ 、ます。非常に Ｚｉｾｾｴ て居りますが 、 之を頴ｴＮ ｩｪｾ えで丸ま すと 多子 ｌ 干上

市部 、、 それが先に運搬貨が安くめがるといふこと ( ポ ー ラス 〕の状態で、 制合被膜 lま自主に弱 L 、o ｾＮｸ［＠

h それから製品の諮りさう云ふやうな 1a' 長な申 ひ｛立アルカ リ 性 に 易ｾ ，、と 云ふ弱鮎がめつに ｩ 容で有

しま すと、 絶縁i l 1 U : 去ふやうな閥係上、配兎管と りますが、 アルマイト の最後に :VJ氷上つ. . . 品i " 、

云ふやうな L のに務へるやうに阪ひますれば、滋 蒸 気 釜に入れて、 高い温度でプレツシヤ ーを央へ

分か現在の図策 にｾ ｧＮふん ｙ ゃな ｌ 、 か知らぬと考へ て30分乃至 l l ! 寺問位蒸しま すと、ポ ー ラエのもの

るわりでごさ、、ます 。大 きさは y，' p.j 位かむ 12D.jも がＱＡＱｾ孔性になっ て 、 討をに議つでも中のアルミ］ユ

主主りま すれば、ＱＮＵ 尺位の程度のもの迄 ｈｾ 来ると ーム は伎されない。 5たからアルミ= ユ ームの表 面
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ヵ: 、股l i - X ; ひはアルカリ性に室経資せしめられる潟に 電解しますと 、 こんな様なシルパ ーつまり 、銀色

アルミこユ ームが従来弱いと思 lまれて居つ1: 欽 鮎 がm*土す。包協の i時の包流に依って銀色にも茨

がその匁に非常' に波〈なる 、 主云ム長所もア } L マ 色にも ｾｐｉ 来ます。叉移 ｾｩ を溶液の ｾｉｬ で電解を＿して 、

イ トに依 ってＯｊｾ司王て旅 ＱＺ のでありよす。 子しの多い 、 ポーヲλ の状態の i尽にまた料 t 問ひます

大穂従来我々の方で、建築材料として、アル? と、着色する若手も川派ます。つまり 、染料の色素

イ トを御利用額つれのは、 F イル7ごとか、或ひは が中に浸透して、最後に熱気釜でプレツシヤ ー と

ピルの外袋のドアの取手、ノ、ンドノレとが、尖から 燃を輿へてやると中の染料が絶望当に剥れな ・、 。こ

手摺といつれ様なものが多かつ7このでめりますが う云ム方法に依って材料・ｾ染めつげる事Ｑ， H' ，旅ま

今後私共の考へ1: )怠では、 アルミ = ユ ームl主力が すし 、 ユプレ ー で色々のＺ模様をつげる司王も ｈｾ 深ま

羽L 、と云ム風な事力: 段 h 技術七の進歩に依って、 すし 、或ひは最近我キの方で、 アルマイト印刷と

アルミ= ユ ームに他の金属、つまりシリコン或は 云ふのを初めて帰りますが、之は従来の紙の印刷

コツパ 一、 或ひはマグネシユ ームとか、そうー去っ 銅板の印刷の方法に依ってやってゐる i禄ですが、

1: 風な 、金胞を混せ' 合ぜて、合金にする事に依つ 支〈鮮明な印刷も出来て ｦ 寄りますし 、 叉同時 ーに ［ｴｬｾ

て非常に政! 更を冷す。そうして抗張力炉含す。倒 の多孔 ＱＱｅ を刈用しで潟反の焼き付 ｶｈ 云ふ様な Ｔｾ

へ:i 航空機の材料に使ばれてゐるジュラルミン 、 も出来て} 舌ります。多々利用の道が7有るにらうと

め、去っ? こものしし披張カヵ、号0キロ、 或ひ l主夫以 思ひます。之1:' り一寸御紹介を申し上げます。

上 I¥:' ると云 i 、品物ですから 、 さう云つれ金j誌をつm 新名一一有量!g う御座いまし 1: 。吹に日本ヘキタ

へる事にイたって ｴ 威張力を往々 ｊｉ ［￬し力も ｈｾ 来る。誠 イトの佐伯さんにち ＭＱ 頁ひし ｾＺｴ 、と恩ひますが 、 協

は夫を級にして 、f.':H却にしまして、シりコンを入 合の材料・委員合の委員長であります 、松久保 さん

れ シ ル = ー といふ鋳物にすれば、カもおl ! さ L 出来 が御用がゐりますので 、 中座されるまで一寸その

ると いふ事になるので、今後或は他の色 h の材料 間にあー話をお; $ f { ひしれいと思ひます。

餓とか 、 銅の泌 ｦ ｪＮ 鵡物に代るアルミミ斗 ー ム ｉｾ 豆合 松久保一一大沼勝手をさして裁きますので 、 申

金と云ふものがアル ミ= ユ { ムの欽鈷を補って液 し淳、ないのですが、今迄色々奔諜致しまして、有

身代用品として使 lまれて行くんじゃないかと、こ 金なるお話が津 山有る機ですが、共れにも 拘らす，

ういム風に思って居ります。 照るこ t : : l : 残念ですカヘ巴むを得す' 中座さして戴

最近私の方の合枇l立、，l I ' . 研ア } L マイトの酸化放 言皮いと足、ひます。一寸糸の iれ、 1: 髭をお穎ひし

践を加工する事力 :我 h の震なる仕事でめつにので て覧き皮いと忠ひます。協舎のカでも材料委員合

めりますが、 1  aドl勺i;: 11' i : の池悶アルミシニ ーム E を? 設置して、各穏飼料の刻査前先に常ってゐるの

去ふ令社合併合します時増資 t し、i奴念、沿線の紳 ですが常 A 業者fill ] t しでの意見を聞き皮いと云ふ

崎川の市'1I i 崎工場と云ふのを巡りましれが、之にイた 風な希主君も佐々 有[ る t. : J t でありまし 1: 。今後もこの

ってアルミこユ ームのインゴツト J仮にする、パイ 機 ｉｾ 月五ァ御利用下さって、協合の方におー持ち下さつ

フ・にする 、主導物にする、戎ひは鍋議、緋包・錆色々 れら 、委員合では、各方前の者も居りますし 、叉

の品物a " 7・レスする、ぞう云ふ事も出t ! ちますし 、 I尽に熔じて、臨時委員も色々お穎ひする事もご 5

: x . 出来上つに物は従来西空 f七皮膜工場でつまり加. も ゐま すので、彼 五主主意見をあ ー開き下さると云ふ ｉ ｊｾ

工務で、皮肢も着げる. / ，s : が :H来ますので、一貫作 は、協舎の材料委員舎を jilp別用下さることがL、』

栄 t : 此慮に成就きれれ終で、従来のアルミ= ユ ー ではないか、かう云ふ風 に感じ1: ものですが、御

ムの弱対 t 此のアルミ二ユ ーム綬合金といふ技術 主主応、な い 協合迄一寸お話し願っておーいれなら頁

上のilli t!7に依って稀ひ、叉銃易いとか、云つ? 二周t かもうと思ひます。な共の j j でも材料の研究ぞき

な飲劾をアルマイ ト皮膜に依って補ふと云ム風な して戴L、て、i ' li t ，募金遁じて、一般技術者の使用者

事が出来ます。それから最後にアルマイト{ ま大級 の方 に労宏保つでもい h んぢゃないか、 こう云ふ

耕嘗箱、錦、釜に多 L、、 資色っぽし 、、 )ijj 謂提出誌の 風 に考へて居り ます。相' &; 積極的に、材料の内容

僚な物丈がアルマイ トと思って居る方が多いので に就ては協令として研究して行かねばな らぬと云

すが、之は大惚電解する l侍lこ、交流低気で電解し ム風 に思って舟りますから 、 どうぞ共の事丈をー

ますと 、 < b ' > 云つれ色が出来るので、直流定糸で 言申し上げて失磁致ます。
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新名一一吠では佐内さんにお願ひします。 野Ａｩ｜ ｉｊ ｴ 完 全部主 ｴＺ ［ｊ ｪ を 御指定願って居り ま す 。 何 ｾ ＱＩ ［

佐内一一砿カt へキタイトの佐内 で御座居ま す。 い 』と倣評する感もめり ませんげれども 、共の結

私 の合祉は、御 承知の諮りに、 へキタイ トと かシ 果 は賀情が 6 年 fl lJ セメン トの装飾品となりまして

ヤネットと 云ふものを製造して居りま すが、之は 苦情が来ぬと云ム司王が先づE題化カルシウムを使用

随分色キ同じ秘なものカヘ 漆山今でも出来て居り しなかっ ＱＺ 結果で有ると云ム事力ｾ ｾｬ Ｇ ｬ 来る わげで あ

ます。が砿 のつりでは現在では、大事塁改叉的に やつ りまして、夫で代用品 と致しまして、 どう云ム彪

て居りまして、此建 築 材 料 と 申 し ま し て い 未 完 lこ1宅に使ばれるかと云ふと 、 テツ タエ代用、 コル

JQ ，の建築材料でめりまして、之からもうひとつ加 クの代用、かう云ム風に使用されま す。墜のカの

工しませんと建築材料にな らぬと忠ひます。 テツタエ材料と して、主 に使用して居りま す。値

ヘキタイトとはす，っと以前ドイツ のへラ タリー 段は比較して計算しますと 、普湿のものを使はれ

トと 云ふものかも倣つれものであり まして、私 の るよりも、へキタイトの 4分或は 5分の ものを? お

方の、舎祉は 6 年間管業をやってE号ります。今で 使ひになってい経済的であることは計算上解ま

は随分色々かう云ふものが出来土すが、私方のへ す。耐久力はまだ製造しかげで日本 t:U 年 経 過 し

キタイトと去ふのは、主として捧の材料に使用し て居る諜で、n : 際の経験がないから充分交設は IH

て貰って居りまして、 シヤネッ トとはコルクの代 衆ませんげれども . 先つr F' イツのへラク リス、 7

用品として、防熱材に 、三ドーに 御使用願って居る持 グ宇セメ Y ト主音って居ります、ほんとうのセメ

でめります。へキ F イトぼ、JIl-み 4 分1: 5分とに ントと同じ様に耐久力がある 、大級永〈持ちます

分げて居ります。シヤ本 ツト は 1p、l 以上、こう 云 それから 、防火 の鮎に就て御承知の蓮りに 、昨

ム風に別げて居ります。シヤネッ トは防警告に遡し 年も梅図書事前外 l 軒 i:' 1(，f の御指導の F に試験され

ます様に製造レて居ります。 ましれが、I l ! . eに其内で もー脊優秀であると云ム好

へキ F イトは、総て松の援物色云ふ事になって 許ーを戴いて居り ます。がf の方か らも l 回合祉の内

居りまして、 l 尺の長さ に切り ましれものを 1:分 でも 2 回きして戴いて居 ります。色々試験倉 吉し

21単位に骨1J って、 そうしてそれをセメン ト並に共 て見 ましれが、先づ 8 百度以上の警告には耐へると

の他色 h 凝結材で医縮乾燥しれものでめりまして 云ふ事 i:' JHのつちから検査官の方が申して居られ ま

こう云ム穏煩は盟主は津山有ります、げれ共私j j の す。夫で滋朱を吸1放し、塗料を塗つでも何等地図

へキタイトなるも のは色 h の凝結材と云ふものに を見1: 桜な斑紋が lHぬ、耐久力が右・ると云ふ事で

就て非常に研究しまして、普遜の比磁のものは、 どんどん需要が増へて居り ます。

大梅線化カル シウムで凝結して居りますが、私方 今度防空建築規定が' J t 施される事に就て、非常

のものは待許の側係もありまして、 6年前から胞 に弘共緊張して居 ります t ; 、行く行〈は防空詮築

化カルシウムは、絶鐙に使用して居 らん際で右 り に是非使用して主主主皮いと思って居ります。 1 :米

ます。夫れは何慮で凡分げるか主云ふと 、表 面に 突w : みの物になりますと 、 5 百キ ロ位の燥現は磁

E題化カルシウムを使用せぬ品物は、 セメン ト色 を 裂しでも何等影響力 t なし、。爆裂せぬと云ム事を開

英俊残して居る 、盟化カルシウムを使用致し ます て居ります 、 夫は爆磁を＿ｾ在しでも不安として何等

と、 表面がセメント色が焼げに械になって居って 爆ををせぬと云ム司王をI羽いて居りまし1: 。之は内地

にがりを使用 して居る認で すから 、共結果どう云 では質験して居りませんから別に立訟出来ません

ム風な影響がめるかと云ふと 、E題化カルシウムに が、 武下、エレート 下迭に一寸のものを敷きます

にがり を使用しますと セメンモ ;r.. " ルで以 て上自? と焼夷強の1m ｾは 、 なんら苦Ｑ￬ｦ ｩ がな い外 壁で すが

塗 りまして、 l ヶ年位 すると、 白書長と幾分か線分ー 5 分以上のもの約 6 分位に切り ますと、 l 寸 1 :分

の銭に上に地図の如 き斑紋を呈する! 1 J : が海山める 位になり ます し 千皮以上の耐火力が 出来るわり

此誌は弘っちは非常に研究しまして、今夜、方の品で でありまして、英の上にモル 9 んを塗 り主すと、

は先づ如何なる汲是正の多 い慮に使用致しましでも 1200皮迄は耐へる。之はまE際試験し1: 事ですりれ

塗装に斑紋を来すと云ふ事は、絶穏にな いと 云ふ ど い そ う 云 ふ 風 に 私 は盆々図策に添ム材料とし

ことに研究の結果 なって居 る揮でゐ ります。 て 、 大 いに 研究し ＱＺｾ 、と思って居り ま す。

現在大阪でも大劇を始めとして、松哨劇場、北 それか らシヤネット は コルク代用として日本7J(
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産、7合議E巨S 庫に版交して居ります。此試験は昨 を腐らかして居ると いふことは現に惜むべきこと

年 9 舟大阪衛生試験所で致しまして、共詮明に依 Tごと思ってゐるんであります。全園 lこ於ては 5.6

りまして l 又型銭にもゐ りますが 、コルクは0. 055 千蔦闘の損失{ : > 奥へてゐる主私共は推察するので

になって居ります。私方の方の試験は 0. 057 と云 めります。この球潟引の雨樋は鍛材の資源を愛謎

ふ試験にな って居りまして、澄明を裁いて居りま する意味に於でかういつれ風に製作してゐるんで

す。夫で僅なスペ 一見で出来るわりで、結局コル めります。私共の雨樋 l叫自主主lこノ、ング引伝用ゐま

クを一時お使ひになれば、私方の品物を一寸お使 せぬ、殊に総とは栓i : ' 抜くとぱらぱら に抜げます

ひになっ? こも允つ' 零下40度訪内地、冷燕倉庫でも 総との中にピツヲーを? 栓に沿ムてピッチで符着さし

試験して裁いてどうもない主いふ設明金主主いて居 て居りますので、それで如何なる場合にも漏りま

ります。そう云ふ風にコルク代用として、冷議倉 せぬ、 それでアンコとかヨ ーパイとかL、ふ窓糸熔

庫に使つて、鼠が来な L 、、設が' * な L 、、 戎ひは紡 接によって球潟ｾかげでめるので紹主主堅牢でめる

少と云ふことが紹慢になし、、品物は比較的穏〈て と存じます。この球部製雨樋は値段に於て非常に

施工が筒翠で、耐久力もある 、かう云ム事でおi史 高いだらうといふ御認識でゐつれやうに忠ふので

ひE買って居ります。そう云ふものでゐりまして、 めりますが、現在に於ても一般法榔引の鐙に於て

勉裂の防止と去ふことに非常に各設計屋さんのお 製作を手L 共きしまし沢民主が、非常に高くつきます

方に質問主? 受げますが、勉裂防止の黙は王ょっちの品 その先に iUすこ とが困難でめつれのでゐりえすが

は紹穏J ¥主絡が少いのでゐります。何故かと云ムと 敬潟引専門の技師なり叉職人の考察によりまして

E題化カルシユウムを使はぬわげですから殆ど石膏: なる丈安く市場iに出し? こ L 、といふ見地から種々な

ぞ以てか? こめて居りますので、放織率が非常に少 る君主の装置を喜怒へでさうして之を7一般的に使用し

くご F ゐまして、英接目に 'fまl 寸 5 分位の銅状主 てｽＮＧｻひ ＱＺｬ 、、こ の腐蝕する餓材ｩＺＧｾ謎して主主ひ ＱＺ

云ムのを蛍て、上からモルタんを塗りますし抱 いと L、ふ意味からこのi l l 1 . . 鉛製の雨樋と殆ど鑓らな

裂は紹穏に来んと云つでも過言でない k 云 J 、事に い程度に出し 1: "、t la!¥ってゐるのであります o こ

なって居ります。之は大阪市内のお得意先で試験 の背い分が l 回がげでゐりまして、これは多少黒

して大阪でもｾＡｦＺに試験の結果 、 今は Ｖ 年 ＱＺ つでも い時もめりますが、見に 角 l 回がげと いふものは

勉裂は来ぬか ι 先づ安全だと思って居ります o 永 ! : ? _ 鉛製の雨樋と殆ど同格で出し1:" 、と思って居 h

t:' 色々研究しなげればなりませんげれどしそう ます。それから色津は種々と出来ま すので、殊に

去ふもので、比頃材料のな い時に金々図策に添て 洋館などには5 : i . 鉛製の緬をお使ひ になると折角の

今後御使用願ひ度い t 考へて居ります。後は御賀 大金をおかげになっ' ! : 建築が何か織されて居るか

問で お容を主主します。 の如く見受げられるやうに忠ふのでめります ｯｾ

新名 一一有難うごさe い ましに。それでは松岡商 築美の意味からいっていこの放浪E引雨樋ぞお使

舎の松田さんにお顕ひ主主: します。 ひ下さいます様に切に希望する衣第でめりまして

松田一一只今御紹介を下さいましに松岡と申し 甚だ多言でめりましれが、失越します。

ます。貴重な時間ｾ甚ーだ失波ですが 、 ｴＱく・・・・・。

私共は建築に使用する雨樋を考案し立して、かう

いふ絃潟引の樋を製作してJ i 5 - i J 士す。現在まで建

築に使用なさって居ります雨樋は主に銅製若( !ま

! : ? 鉛鍍裁板製でありますが、日正に銅製雨樋は禁制

品となって使用が出来ないといふ現状になって居

り主す。従ってilli4世f!t slt 餓板製の雨樋をお{ 定ひにな

るといふ傾向になって氷るのでめります o それも

統制されてゐるといふやうな状態ですし、叉今日

のilli _鉛製の品物 lま非常に粗雑なものが況はれてゐ

新名一一有難うごさ' いまし1: 、 それでは日本保

温板の海江田さんにお顕ひ主主します。

海江田一一只今御紹介i ' 受げましに海江岡でご

さ可、 えす。な共の方の製品は光温板、筑紫板、カ

ノレク板の Ｓ 樋及カノレクｾか乙女字主主り樫くし主し

れバノレサ代用品の 4種鎮で 、先づお誌の順序とし

まして、 それに使ひます材料のことから一寸御説

明し1: l 、のでありますが、材料は御承知の漏測の

至る慮にあります。高梁の表皮を7剥きまし? こ多孔

性の髄質昔日を芹IJ 用しれものであります。従って非

るやうに見受げるのでめ b ます。この: I T . ? _ 岱裂の雨 常 に躍し、と し、ふことしそれから多孔性でありま

樋は大阪市に於ても l 年間に 200rA回以上の餓材 す角に保滋、光濯、防音その他 に非常 に効率があ
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るのであり ます。一寸葱でお断りして置き TこL、の 1ト重さ といふ結論になって居ります、 このサンプル

は材料が満州産であります然、薪とか何とかの殆 は合坊に展覧致しますつもりで、最後に 申上げれ

ど材料になって居つ? 二ものでめりますし、皆様大 いのはバルサの代用品です 、建築代用品としてお

銭安い もの、やうにお考へであるのでめりますが 話をす る範図外Tごと忠ふのでありま すが、如何に

重量念乍ら 、 この材料を採集しますのに非常な努力 我々のj j の品物が較し 、か、 それから 保温効果がめ

を要し、又怒し、処に運賃 その他に iなす! のものを武 るかといふことと 、別用債依のιー詮査として申上

lまされます側係上、 目下の廃可なり原似高になっ げて置き ますが、パルサ lま御{ ' ? じの南洋産のパル

て居りますが、 それをお断りして製品につ いて御 サで、内地でパルサを使ってゐる箇所は大穏に於

説明智申上げます。光湿板は軽いといふ待長を可 て防音装置及袋、脚、 その他脚柱の流線型に鎚形

なり生かしましれコルクの代用品であるといふよ します匁に使って居ります、 それら に謝しえして

りも寧ろ代行品であると確信して居り ます。去年 私共は何とかして国家的、園策的の仕事舎やり?こ

の 6 月でし? 功、東京の工業大皐の試験念願ひまし いといふことから苦心しましれ結果、髄質部を挺

1: 結果によりますと、先程も一寸ぉ認があり まし 四角にとって集めて l つのプロックを作るといふ

れが、こ れはコルク板と申しましてい外閣から カ法全編 出し まして、 l つの経理野木材とで L 申し

輸入して居るコルク板の停導率は 0. 051 ぞ以て優 ますか、さうし、」、製品を作って居ります。バルサ

秀といはれて居りますが、私の方の合板光混板は 代用品 lま約 2&1 " ばかり前から 、研究して居りまし

それにおして 0. 039可なりの優秀さを示 して居り ?こが、幸 k いひますか不幸と いひ ますか、今事:縫

ます。早い、へば従来の光混板の 2 日、j に封して、 に首って海軍省のフJ から之{ t > 重要滅されまして、

私のj j のは l 吋で足るのではないかといふ風に考 今回非常な御後援を件て、 目下着々研究を準めて

へられるのであります。重量の駄がどういふ風な 居るものでめります、現在使はれますパルサの代

差が H1 ますかとい ふと 、コ ルクのものは 2 吋の板 用品としては、飛行機の0 0部分に使用されてゐ

l 枚で約 l 貫目を有して居ります 、 それが大憶に ます。これにつ いて専門的の結果を申上げ1: いの

於き まして 500 目、約半分位の軽さを出して居り ですが、 それは機符に渉りますので略しますが、

ます。光湿板について大穏侍長と致します虎は ｈｾ 設備の方も段々吹瓦を1mへて居る線でありまして

て居ります。筑紫飯、 これは一般的に御使用を顕 充分御利用めらん事を御ねがひい? こします。

ひ? 二いものでごさ、、ますが、従来のテツタエに代 新名一一有難? こう御座い まし1: 。耐火木材の祈

るべきものではな L、かと思ひ ます。只このテツク 究者であります東京工大の相助教授がお見えにな

スと比較致しますしテックスのカは御承知の製 って居ります。叉材料の質際の製造に営って居ら

紙工程主同じでありまして、仲綴が基忙しい主い れます愛極化摩工業の雨宮さんがお見えになって

ムこ e { t > 承って居りますが、松共のはシ兄テムの 賠ります。御ニj j からそのカ商につ いての御話を

関係ばかりでないその鉄駄を補ふといふ意味か 承り 1: ｾ、 ｴ 思ひ ます。

ら之を一 々餓の枠の中に入れて約 500皮位の熱{ t > 雨宮一一私 は愛国化製工業の雨宮でごさＮ ｾ 、ます

奥へて牛炭化さして居ります、半炭化させると L、 今司令者の申されましれ主主り幸に工業大皐の助教

ふことは結局樹監ｻｴ＾ｾ返すと し、 ふ ことになり、繊維 掛目さんが耐火木材の研究につL 、てお話下さるそ

のカを抜〈といふことになります胸係から 、仲縮 ・うですから 、訟は大程合祉の方針と云ふ事につい

が殆どなくなって91とるといふ結論になるのであり て申上げて見1: い E思ひ ます。

ます。それからも l つの待長は、 自由奔放な模様 忍の、合社では耐火木材 、耐火紙布類、耐火塗料

が製品自惚についてゐる、J 3IJ に克めて上塗をして といっ1: やうなものを製法致して居 るのでごさ、、

項〈必要がな い といふことの l つの侍長ぞもって ます力、 それで令祉のカは、然らばどんな設備が

居りますo 筑紫仮の瓶念的待長lま先程申しまし? こ める力、。どんなやうな計主ーをしてゐ るが。販賢カ

光湿板以上に効果的にします錦に 、図産の m・イル 法はどうかと云ふ総なことをよL程的に簡単に大要

を全然使 lます' に作って居ります銭 lこ、大鑓に於て を? 申上げて見1: し、と忠、ひ ます。

0. 025の成絞が出て居ります o 而 して松〈大鐙に 設備と致しましでは、昨年 9 月工場産設lこか、

於でコルク 11'1: 目に聖書して、約 300目;程、 3 割の りまして、去 る2 J j 半ばに建設 を給 りまして、製
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迭を開始して居ります。工場は大盟主r - 盟主約5000j;p ゐるわげでめります。それで償絡は大耀坪百闘の

建物 14棟 2000坪ごさ、、 ます。叉使用機械と致しま 建物の建築としますしこの木材の全部会耐火廃

しでは、没入管 5本ありまして、 l  番小さいのは 理しれものを? お使いになり ます し 百 聞 に 童話して

直径 2 会社、長さ 5米、 その次に直径 2米、長 さ10 12閥、約 l 制強か、ります。然し今度の法令によ

米 2本、直館 2 米、長さ 20米 2 本、合計う本、生 りますし外日産の木材をやると云ふことになりま

産能力は月に約 4 i九石のt & 浬が出来るのであり ま すと 、叉その鎚図が狭ばめ られますから 、約百閲

して、東京工務は完成してやって居りますが、大 に就 L 、て 2 図 10銭位の後皮で、 2 分強位になりま

惚持様御案内の遁 h 内務省令で防火建築規則が す。この程度ではさう困難ではなからうかと忍つ

褒布されて、 その中で例へば、 6 米未満のものは て居ります。倫、耐火木材の待長とか、製法と云

中心から 4 米、境界から 2米以下にあると云ふや ふことに就いては、キ目先生からお話 F さるだ らう

うな所に使はれまする木材の露出郊外壁は耐火木 と思ひますので、この遁を以‘て私のお話会終りま

材でやる。或は代用品のモルタ ルで や ると 云ふや す。

うになって居るやうであります。従って全閣重要 新名一一 それでは綴L、て、キ目先生にお願ひ致し

都市に賀飽きれてゐるゃうでごさ、、まして、今松 ? こいと足、ひ ます。

の所の東京工場Tごげの能力から致しましてい闘 相一一私が相でごさ'L 、ます。私は建築材料研究

給等のことを色々考慮しまして、先月 29 日以来嚢 所の方に居り まして、かう云つ1: 建築闘係の材料

要都市営訪問しまして、色々府際隠のカにお‘ 世話 に非常に 興味 を持って居りますし 、叉戦分であり

になって居つれわげでありますが、先づ我 h の工 ます錫 l二、遠慮もしないでかう云つれ所に罷 H Hこ

壊として、大阪と稲岡に置く ことに なり まして、 次第でゐり ます。耐火木材の説明金する wI に一寸

目下大阪工容は計註中です。 符様にお願ひし f こし、ことがあります。私の所では

阪貿方法を大健常上げますし園策的のもので 矢張日 ;本建築協合と同じゃうに、戒は新しい材料

ありますから 、我々もなるべく安〈、儲げないや 全集めてみんなに参考にしゃうぢゃなし、かと云ふ

うにしなげればならね。さうして一般に普及しな 計亙がゐり まして、背様の所にお願をしてゐるか

げればならぬので、従って翠償 L 出来る Tごり安く も知りませぬりれども 、かう云つれ新しい材料が

しであります。私の方のこの耐火木材は御案内か 出来まし? こならば、 J計百円見本として、標本室に泣

どうか知りませぬが、東京の工業大撃の内同教授 ｾ＠ 1: L 、と 恩ひますから 、若し御都合が出来ましれ

と相助教授が永年の閥、研究舎されまして、それ ならば 、大 祭の方にお ｉ ｾ ｩ きり願ひ Ｗ こ いと 思ひます。

が工業大撃のバテシトになって居ります。そのパ 主として千七態的側係の j H.' 、私 はやって居ります

テン トを私の方が契約しまして賀泌することにな から 、私のカでもあー主主り下きれば、遁蛍なる昔日門

りまして、 その賀施契約の中にも 5 分以上の西日常' の所に聞置して置き? 二 1，、と思ひ ます。先つ' それを

は事質上 1.1:¥)1) . やうな契約になって居ります。従つ 前置と致しま lンて、耐火木材は内問教授指導のド

でその鎚固に於て、 なるべく安〈普及する。叉原

債と申し、薬品等のコス トが高くなるやうでは、

工業大皐で営る以上研究して資ふ。かう云ム{ 傑約

になって居り まして、 それから凱給の方でごさ' い

ますが、今申し まし 7こやうな工場が出来上りまし

に、松共やつれのでめりますが、耐火木材と云ム

名前が問題ですが、名前I のい' ; : . ｾＮＮ悪いはかＡとして

非常に耐火木材と言ひますし全然金属等と同じ

ゃう に、 全然こげも何もしな いやうに誤解され勝

ですりれども 、火に営つれ場合黒くなります。唯

ても 、我 h の考とし主しでは、各所f版取並に ilJ の 照{t ' ｈＱ さない不燃焼の木材である。焔は ｕｾ しませ

機闘の方にお頼ひしまして、材木業者の組合によ ぬo p佐、 黒〈なります。さう云ふ考を l つもって

りまして、 その土地の需要1立を定めて、 それを注 裁きませぬと 、非常に談解{ t ' ! 4 二十る疫がゐるので

文願いまして、私のカで鮮へて主主る。主主つれもの あります。然し耐火木材を L って家主? 建てます場

は各材木業者に分りて庖頭 に置く。かう云ふこ t 合に於ては、類焼はしな L、。焦げはするげれども

が、普及上一審よいぢゃなからうか。こちらの待 隣の家は燃えな L、。それが確かに冷迄の質験によ

約等営置いれ場合には、動もすると猫占と云ふや って、燃えな い ことは曜かでめります。さう云つ

うな鉢筈もあり まして、 さう云ふこ とを考慮して に耐火木材の製法と云ふれ大鐙耐火木材の内部
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に耐火i放をi受i闘しに L のでゐり土す o さう云ふも ＨｪＺ 、 ｧｾＱ 士関〈なりはしな いか 。 色々の 問 題があ り

の、山入力法 L色 h めりま すが、大惚タレオソ ー 土すげれども 、 それは切って御覧になれば大骨量見

ト油入と同じプリンシプルでやって居り ますo slir 1百がつき 土すが、持遁の木l司より し少し官1，、と云

火木材が何故燃えないカ・と云ふことを、 よ〈質問 つれ科皮であり土して、細 工 L 向由でゐります。

されよすですが、 それは忍共[ まかう云って !>Ict この それカ ‘ ら叉 問題と な り ま すのは、これを ＿ 使つれｾ［

でゐり土す。耐火木材と普遁木! ; . j と燃焼致させ土 合に !011三経ち 、20"j 五経つ1: 1 ; 去に燃えてし土つ1: 場

して、 そのをま火の i賀両ir のガエを集めて分割「し1: の 介に申 i均; ないのでめ 1) 土して、 その耐久力の賓験

でゐります 3 ガ7- J1 りでなく/ I ' ，*1: j kJ . 点気或lま疫 をし 1: のであり土す。 そかは我々が研究しまして

りまし_ " 炭、 さう云ふ L のを試験して凡 ょして、 先つr5  &p 6  Ｆ ｪ ｾ￭ｩ 塁て万Ｚりま すか らして 、 ＲＰ ＦＱｾ 問主云

ｉｾ ｩｬ 火Ｍ Ｎｪ ｣ｴ ＭＮｦのんからは 、 後行します所のガ旦の塁 、 ふこと は言へぬのでありますが、人工的に雨に11法

それが非常に少いのでゐりまして、 その '1' に含土 し、戒は熱に絞め 、戎 l工大腸に服して、 さ うし て

JLて帰り 主す燃えるヵ" 7 - と云ふもの L ::J !' - 常に少 い 人工的の賀験の結果に於きましでは、或は25?ド、

の で あ り け o ｾ＠ ｾｕＩＧ＠ ，' ， 批 判 川 悦 燃 や す 30"1ミしまして L 大丈夫ザゃなし、円推定して居り

直前のガエと云ふ L のl士、非常に耐火木Mのより ます o { P l か御質問がありますれば、伊! なりとお然

苦苦行するガスのi i 'i より L 多く、 さ うしで燃え易い へし土すが、こ の没で失波致します 。

ヵＧＷＭ、例へ ｬｚ 一 酸化炭来 、メ タン 、 Ｗｾ 菜 、 さう云 新名 一一白並 ｦｴ うごｾＧ，、まし ＱＺ 。 作成のお話を伺

つにものが 割合多いのであり 土す。叉 ｴ ｬ ｬ • てＭＪＧ土レ ひ土して、新し い材料に就いて、我々大甘皇1斑念を?

ｾＺｲｊｩＧ の Ｗｫ 蒸主主を凡土すし耐 ｩＮｨＭＮ［ｾＡＢｩ か ｬｌＱＱＱ る Ｗｫ ｊＮ 事 件1: ゃうでごさ1 、土して、これか ら材料を使って

気11非常に多いが、作誕の木材か (j n'. 土す水蒸気 設計合される )j の似l及びそれを使用して施工合さ

は少 L、。残り土し 1: カー ポンl:trnil 火ヮ!d>i に多 L、。 れる 1i の側の ' }ii)' ら色々の御質問1をして戴いて、

それか ら持活のー十三材は非常に少いと云もやうに ζ それにお答を頗へ? ーら幸ひTごと忠ひます 。矢張 こ

って居り土して、非常に ラアな賢秒、でめり土すが れば席のjl!i{ 序によりょして・ 田・・ それでは池田さ 1，

この結果から推定致し土して、耐火水| 刊が燃えな 池田一一色々とを堅つ7こ商白い 1./fi 舌伝承り土し t

レの l立、燃え 易いガ λ が I

l

!¥なし、からでめる 。 ガ7- * 正付きまし 1:rJi を 2，3 :1J 訊ね主主しょす o 最近金! 喝

.の努ノ主量カ :少く 、 父燃え易いガ λ のH' ，るf t ¥: が悩め 材料が不足しょして、 k 姥凶って陪り土すが、 只

て少い然でめる o かう云ム断定合して問迷ないと 今承り土し1: 1，の' > '1' で、合成樹脂、アルミ= ユ

与へて照り よす。叉今賀験を主主し土 して、かう云、 ーム 合金、 アルマイ ト、合阪管これらをもって、

ふことカ: 言へるやうにも考へて居り土す。 l1i l火 木 電気の西日線に使ひますコンヂツトチユーヴかう云

Mのほうは、非常にガ λ の後生党が少し、。そ の綱 つれ代用品が ｾｉ Ｇ， Ｊないものでせうか。その衣 ｩ こ 破

力、 ｌ 、こと ｉＺｕ 主力、 ι 研究致しいノて 、 結 ｊ 命づりるもｾ II事びきの他、 これは一寸形が浅いゃうですが、 L

りでゐりよすりれども 、 ラフな賀験に於ては、 さ っと深( M' ，*ない L のカ・。絃聴をr : J 1  ( じ め 、 云

う考へて居ります0 45しl湾問があり よしれらしう ι! 武i二浅くなるのかo その鮎を 一 寸承り? ユ 、ι 端

少し性質に就L 、て iわし主すが、而.I j ( 木材 lま一般の のつぢは 色が ー す迷ふゃうですが、めそこからｾり

木ねーと後らないのであります。色も大 ｴ￬ｾ に於て同 込むことはな いか。耐火木材に就いては、塗料を

じで 、 それをどう云ふ風に l高5) IJ するか、一寸困 る 施して従Ａ＾ｉとのペンキ塗り 、 ｬＧ ｾＱ まラッカ ーと 云ふや

のであります。それで 、 どうしれらい、か、色を うなものが、普誕の木材と同様につきょすかo ど

つり ＱＺ ，Ｉｽが普遁の水 ｍ とｾＮＮＺ， Ｉｪｉｊ がついてい、ぢゃな うか、 それカ ・ら叉釘、金物頬、 それ等に影響はな

いか H 、ふ ;況でめり ますけれども、 IJ 本述築と致; いものでせう 1) ' 0 業営り気の十J' き土しに鮎はこれ

し土して、 民政宗村の依の色を WI しれ '}j が い〉 ぢ ? ごりでみります。 コンヂツ トチユーヴの問題は立11

ゃないかと云ふ設が ｾｩ カでゐりまして 、 現 粍 で ｬ 工 作j なものでせう。

色 をつげす，に j舌り土す 。さ うしますと 、又見分げ 川 勝一一コ Y ヂツ トチユ ーゥ1 こ就いては、合成

万とか色々問題が H'. て! > i ぐることになりますげれど 樹脂は御承知の遁り 、電系の絶縁物で 、非常に憶

し、 それはや'liL解決する問題fごと考A へて肘り土す 系的にはい、のでめり土す。 JiJ iが先干' ，[ 1，一寸申 1・

それから耐火木 材の ｪｾＺ 台、 ｬ 二、ＧｊＡｅ 際の鋭 、 鈎の別組 げましにやうに 、 なかなか長い L のを作' > 11' ，すこ
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とが非常に困難な場合がめります。これはどうし 中にかげる必要はな L 、。外にかげればい、。それ

ていこの際相? 霊長いものを? 完成しす :t 、、かう云 は簡単にゆきます。所が醸造用のバイプ等では中

ふやうに考へて居りま す。今めり ますのは、 l 米 にかげることが必要なわげで、 その場合にはバイ

位のものでめりまして、 も少し長くない銭に不都 7 ・のグイャが大い場合は、 中にか、りますが、か

合Tごと忠って居 b ます。 う云つれ細いもの iごなりますし定是正を遁じて電

池田一 一板の長いものを? 格へて、 これを谷いて 解ぞする 、移酸の液が電気の匁に暖まる。きうす

務へることは出ｾとぬですか。テープのやうなもの ると電気の侍導 率が下って来て 、 電系をｾ 山 食う

全巻いて、 合せて何かう まい具 合に繊ぐ と長くな 割合に電解が rl:l bk なL 、。又どうも電気力: 中に遁り

りま すが。 基盤いので酸化被膜がなかなかのり畿L、。それで待

川勝一ーさう云ふものに溺板を宅きいて戴い1: ら に中にアルマイト合施す必要のめるものは、湯沸

出来ぬことはな L 、かと思い ますが、やつれことは 水筒ゐ、云つれものは中 側が必要ですから 、 きう

こ・ 2・いませぬげれども 、相営部いものでご .n、ま 云つれものにアルマイトを施す場合には、 中にカ

すと 、 自由に幽り ます。 ーホ・; . . - { t > 入れて電解をすればか L るげれども 、 こ

池田一一 長さはどれ位のものです 。 んな細L 、ものは、叉 コンヂツトチユ ーヴのやうに

川勝一一 2 米です。 非常に細し、ものは、移酸の液が温まるから 、 クー

池田一一 鴻 し、 ものでも・・・ リングする o 7!ciJ: '1

'  

{ t >諮って*1: 、移般の液が冷

川1 l J 1 - さ うです。 やされて、叉電解糟{ t > 勉って来る 。さ うして絶え

池田一ー もう l つ透明なものがめりますか。 す・ク { ラーして循環してゐ るわげ、 その尽に中の

川勝一一合成樹脂には色 h の種類がありまして カーポ Y がどうして L 捲れる 、 さうするとパイプ

訟の方で作ってゐるのは、石炭酸樹脂、 7 エノ ー に飼れる 。そ こでエパ ークする 。かう云つれ不便

ルベ y ヂ Y で出来? こもので、政狛縫の色をして房 がめりますので、現柱の所持田いものは、短いもの

ります。所が合成樹脂も色々あって、アタル滋樹 はい〉が、長 い も の に な る し 普 遁 12米の長い バ

! 指とか色々め りますが、 さう云ふものでめり土す イアになると 、 アルマイト被膜はか、らない L の

と 、 無 色 透明なものがｦ｜ ｾ｢ｫ ます。最近の合成樹脂 と思って裁き? こL 、。

です。所が板を製造する設備をもってゐる工場が これは松共の研究の行届かな い駄ですから勝以

ごさ Ｑ 、 ませぬ。ゐれは今お話がごｾｳＧ ｴ 、まし＿こから 往キ研究しなげればならぬと忠って居ります。太

申上げま すが、非常に最近のもので、待に飛行機 . いノ J イ7 ・にはか、るといふことになってゐます。

のガラス等はあれでないと L、かぬことになって居 池田 一一 コ y ヂツ トチユーヴの外面丈は腐蝕さ

ります。それからどうしでも 、汽車 とかめ〉云ふ れないといふ; 湾ですか。

もの 、 運搬用の車輔 ｍ 去ふもの、ｾ、ガ予見は全 粟根一一コンクリ ート の匁に腐蝕されな L 、かど

古1I アメ リカ漫りでも合成樹脂を? 使っ てゐるやうで うかと L 、ふことです 、 それは絶望せ腐蝕されないと

す。 日本では示TごL 、、のは出来ませね。 いふことも申上げ ませぬと いふのは、 アルマイト

池田一一 コンヂツ トチユ ーウe は、 めれは非常に は耐酸性で、般には i1i¥t 、割合に 、 この際はっきり

滞い管を使って鮮へ1: 織のi : . . " _ 鉛鍍金のコンヂツト 申上げ1: いのはアルカリには制合弱L、です、 その

と同じ値段でト1' ，* ないものでありませうか。 結は従旅お使ひになって居って恐 ら〈御認識であ

栗根一一忍のj ] でぢL:( f バイ 7 ・{ t >諮って ゐるのは らうと思ひますが、正直の鬼銭円尽くなし 、、 我 h

7!C懸式のヨ l抜き機械でゐります。かう云つれシヤ のつ行でやり ましに建築材料として い ア ル マ イ ト

- 7 ¥ ペンシんのやうな L ので、 これはアルマ イ の F イルをコンクリート 、 七メントに貼付ります

トですが 、 引 抜 い ＿こものでパイプそのもの が ｦｬｬｾ と と、 中にアルカリ性がありますか ら、腐蝕 され る

ねのです o げれども 、従来我々のj j でアルマイト その錫にアルマイ トとコンクリートの聞にバテ{ t >

パイ 7 ・{ t > 御使用になってゐる先の話から申します 入れて直接セメン トに付かねやうにせぬと腐蝕 さ

と、大阪市也、地下餓或はパ耳 、或は自主迭のやう れると思ひ ます。

なバイ 7 ・と云ふやうなものが多 し、。電車、 自動車 池田 一一樋の半径は鎚へることが出来ますか。

の手持j のやうなババ ペ め、云つれものは核践を 松田一一この形は見本的に作つに L のでめ りま
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して、深さ大さ等は随意に作られま す。 .カ・らいへばさう轡るしのではどち りませね と恩ひま

池田一一端の7i の色 の鎚ってゐ るの I:t") すe

松田一一こ れは第 l 聞がげの L ので、遂 衣 塗 料 池田 一一合侠管のコ ンヂツ トナ.:.t. - IJ" はど うで

合かりでは叉焼付げ土すので、第 ーl 同がりのl時は す。

非常 に? 恥 仰 E す、併し腐蝕と L、ふ駄 に於てはこ 河之口 一 一これは失敗し 1: しのですが u

. i ' Ll ; ゐれ L やI ら遜色はなレのでめりょして、 こi 1  池田一一- f!ti. 段 11. 織のパイプとどうです。

が少しばかり況はれて} 片つ t: か l' J といって腐ると 河之口 一一安〈なり土す 、 平常の吟ｾＮ合ｻま Ｒ 制 以

レ1、，i括ではめり よけ れので、 その対jf P安心公開ひ 卜安くなるこ応って居士す、 J( -lice/tif になればも

l". l 、と忠、ひ土す ε っと安くなる凡込でm. りよ す。 伺 U新聞に腐告し

池田一一偽ばかりるI i 寺にそれ1 "，[ 丁寧に取扱ο 七 て居りま すが、 ι れは約 470ポ Y ド・の7]( 摩をも民

せんので、出げにとしますね 、 その崎に主主裂が :1
1

， ますので水道7J l 頁にも 使ばれるといふこと になっ

米でそこか心雨水が入って錨コるといふ乙とはみ て居ります 、倫粧し、 L のですから飛行機の歯車に

りませんか、 よく洗面みなど絃I却が絞りてとれれ L  使ばれますし、担げれば官余計飛べるのでさう い

彪から早〈腐込む乙とがめり ます力、。 ム1m係で航 宅令祉の7i で附心、をもって居られま す

松田 一一 絶ＡｊＮｦ， ｨ 却が剥げな い 似合 ｬ 土保［澄 ｈ Ｇ ，ｴＱｾる 迩船附係 ｌ 屯 ιｈＢｾｩ Ｕ｜く す ると ｌ 、ふので 、 今そ の Ｗｩ

のでめりますが、御 μ; じの泡 1) これは殆ど硝子桜 前で海軍省 ｾｈＱ 系で ｌ テストされて居ります 、い ろ

の被膜が丈夫にか、って居り土すもので、 これが いろ' i J I %t 附係でゐりま すから餓り詳し〈申さ i"il!t

ｬ 記れましＱＺＧＮよ［Ｚ合 Ｑ ＱＮ幾分はそこカ ・ ら腐 る 主 い ム似 ｬ ｾ リ H耳をさして攻きまし仁 、こ れは定糸冊目{ 系に拘束ー

はめりますが、併乍ら 般市引に現ばれて居る絃 つうんと使ってmき1: L、t 思って居りま す。何故

部 ;t;.;:( ま取扱が頻繁でめりまして、書道統、洗面器の かと L 、ふと来材を挺 >1'に使ひまして只 l 同丈比 較

何! きで L 時々取扱ふのでゐり土すが、樋の如きは 的 lf5級なしのをかげれば相官紡imなものが :-¥1米 卜

一旦かげ土しれならばさう故意に 1111 ＼とか何か ｴ ｊｩＧｾ IJ 土す、凡本を持って参りませんでし 1: が、い ろ

子でしぷっつけるかしなげればI災れることもな い い ろ製造して居ります 、叉見本全持ち土して上り

のでめ り 土 す し 、 比。淡 Ａ ｉ Ｇ ｾ 宅 ￭ｩ 了 ι の恥部は 以 前 ｉ のほ ｬｾＺＺ 土すでとさ“ い土 す。

と泌ひまして、非常に技術の-) j も進み 、久染料の 池田一一水道の排水管のやうなものは。

附f系 L 進んで) . ! l - りょして、 とれ1: 蕗タこ腐るにして 河之口一一 良直なものは哉と同じゃう にヂヨ イ

も過去 10i刊，i[ の絃郊 と今1 I の政務とは絵模品質も ン トも築です、捻子で行きま す、只凶っ てゐるの

巡って* て居りますから 、 その鮎 (1割合に永〈使 lま少し ヵー ゲのものは六ケ数いので、 直結は安 く

用してmげると忠ってゐ るんでゐります。 つ〈が カー ヴのものは馬鹿に高〈な ります。そ れ

池田 一一 級の磁力とｦＮＡ［ｊｦＭＴ ｪ の磁力とが合って ｊ［ｾＮｴ L  1，長い ものに少しのカ ーゲをつげま すのは 簡単に

11小 、ぢゃないか、 どうですかo 行きま すが、色、に 45
0

のカ ーヴを7つり る とし、 ムや

松田一一全〈さうでめり土す。 うなのが困難です。管を牟分に切 って 120皮 位に

池田一一 精 子 11. 俄より L 脆 L、やうな糸がし土す 泣め ると延びもしょ すから 績 のや うなもの に して

松田一一銭のj T J 味 lこよりまして絃郊をかげるの し自由 に作 れる 臼信は もってゐます、 只さ れ、 」、

でめりまして、織の厚味より L 滞 山総潟がか、る 場合安くしなげればならねもの に狩して、多〈の

f' J.Ji t磁それ向惚は弱くなる; 符' ですが、銀のJ ! ) : I泳と 合成樹脂を使ふと いふ こ とになり土 すから 、 値段

段鼠sの淳氏を考慮しょしてなる丈rlUくかげれ L の が l二ると 忠ひょす、 まめ ほんの腐らな い耐久力を

何日ll¥L、のでめり土して、 こ、 1こもって米て居るの つり るt ｌ 、 ふ位の ｗｾ にす れば比較 的 安値 ｬ こ 行げ

11 . 一苦手部〈力、、って沼りよす 、 これ位の絃部 l士以 るi母です。

いのであ b 土すが、 J 亡' ぶから申しょ す し かい、 池田一一耐 火 木材の塗料の 問題 11。

つ1: 色 i翠をかげ るF刊去苦手の強力性が少くなる i裁で 雨 宮 ーーペンキ 、 ワヱスなどでめりま すが、 ペ

め ります、一般に使日しですl きt: L、と忠ムのはさ ンキは東京の内務省のO t 築多台、東京の淀橋 で試

ういつに分をお !i!J) めし 1: L、深でめ ります、併 乍 c 磁を しましナ が ペ ンキ を塗っ てや り土しれが塗る

これと ても普湿の泌珂続、薬綴のや うに 取扱 の貼 こと は倫義文ゐ りませ肉、つま りペ ンキ の?聞が燃
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える丈で l耐火の他行には全然; : o 包! し土せ肉 、 )(flii 中 西一 一 代則品地に新製品といム L のが用途の

耐 火木材にソ = λ {e"i .会る とい，ι やうな こと は滅多 新 ら し い ものが Jl l て* るので め りますり れ ど し

にないと足、ひ 土すが、仮りにエンヨれなどに{ 吏ふ 扱 使用しゃ うとい J 、時 にな かなか材 料 のf訟が聞に

tJ . ; : 舎がゐ るカ，L ;I.I : れ土 せ山、 さ ういっ -; : iM合治る ｻｾｴｈ Ｎｬと レ ふ こと がめりますが 、 その お 矢張 り耐

力 Ｚ ＭＭ ｲＢ Ｑ た文な いとい ふことを ｾｲｬ 日 ｌ 、 て五時り土すカ Ｚ、 品 化 さ れ る卜.にjたて供給金平〈多量に/ 1 ' ，* るとい

資 際 や つ れ 効 果 t H空験 ししてゐ土ぜんカ ーら Mで す J ‘ ことに今後ーつお・願 ひ し 1: ｾ、 と忠ひ土すが 、 Ｑｊￎ

カ Ｚ、 先づ 心 弱ｾ '.: ｾ、 、 それから工作 Ｑ Ｍ ーの鈎 、 ｾｊ Ｏｊ Ｇ う 11j使 ひ 1: い とJ官、って L 少 し し /;'1.. 1に合はねとい J 、

いつに しのはどうかとい J 、ことでめり 土す、釘 t1 やうなごとが佐々 あ りますが、 その) J 商にも工夫

打つでもを占びな い 、 鈎 をかげ るには多少大よさん をナお創らし に なつれらどうか と忠ひ 主す。

に聞いて凡ると ＮＡ ｾ誕の木 Ｑ ＧＭＱ ＰＱＱＱ 同より ー すｉｦｩｉ ｕ 技力Ｚ ξ れをｾ 11 1、住築界で一 得 需要が多くって不足し

多 いｦｉｲＮ ＨＯＩ品＿ｾはめ る さうです 、 故近納めて ｬｩｮ ーっ てゐ るのは御 承知の: i l l i り屋桜 花材で、 その駄 に 於

7: ｌ のに段林省のｾＺＮｲｭ試験 ｪｴｾＺ の ｦｦｴ 会 をこしらへ上 主土して ti t若本さんの七メン トの i J j 可で それを ー・

し1: 、 ，1( 毅 製l l 1所に L 相'}::，・納めまし 1: カ: 、 n
l

，ク1-:: 1 加 ￭ｾ ｈ Ｉ として了氏 Ｓ 土して 、 その Ｉ￯Ａ 可 の利用を府め

つ 1: ，，1; 公開し 、て凡土すと 、 人; エがかlに許十占ーをいっ てn1 げ t1孜 h として非常にJ t l J かると忠ひます

J _ といふこと L 聞き 土せんし 、 どう1， -h t士山川 、U L 一つへキ P イ トさん に、 これも相官場UH して

れども H:: j，が六ケ数し L、、 かう L、つ I: ことは全然 %i げる工夫念 、 これは我々 L しなげればならねで

ゐり土せね、 先つ考文な いと JC、って肘り 士す o すが、供 給 者 と し て、何 分の御配成金耳目へれば非

池 田一 一山j.f 火的に は結総ですが、 I') . j 腐りと L 、;、 Il s" 1:  t凶 日 付 t紋 [ まれ るんぢゃな し、かとか う思ひ土

ことは必二湿の木材と 総 り ょ せ 1，カ白。 す、 これはお願ひでごさ' い 土す。

雨宮 一一ク レ ａ ソート ＱＱ ｽｪｾ 側企ｙｉＧＮ人 ｬ ノ Ｗ 二 ｌ の、 佐 内一一夜、の j i の. [ tJ .. ｾ Ｚで 水道内ホ ー λ なとい 、

や うな，ＺｦＮに行主 主ぜハヵ ヘ Ｍ ｾｲ［ＺＩ￬｛ ｴ の木付に比べて 塁 手 ろい ろI i 1 t 犯して居 り土すが、今 t: J : 完全に防水屋被

少防ぐイ7をもって居り ょすo :) : ! 上! っ て 腐 り土寸、 この御; 説明( ，11時間 の 都合で

池田一 一 こ れ に援 繍 さ し て 艮 合 : / J : 郎 、L のはん 申 ｬ げなかっ ＱＺ のですが 、 今 祈 ｦｉ ｊ のお ｾ￮､ｊ で筒 切

り土せんか、電気とカ・ |二とカ ・コンクリ ート ア ル由 に，ｾ l'げ土 すと 、夜、 -)j (/) t1 1  Ｑ Ｇ ， ｮｬｴ Ｇ ｊＮｊｾのものをつま

リ伐 の 七メ ン 卜とかo り 1Kt i tご11 の ドーロ に 打 付υ て、 その総 H にア

雨 宮一一一それ は 酸性で L アル カリ 性でも 3 うL 、 λ アアノレトパテといふのを塗って、 而し てそ の 1-.

つれ f七皐的 地 f七に接簡して - rll ]主文ゐり土せ肉 、 に ｌ う ｬ つ ノロといム ｬｾｪｪ Ｗｫ 抑 ＱＱＰ 塗って滋 闘の虎に

叉多少防哉の力があり土す、ですから腐り L .多少 メヂ含 めげて 2 Rfi まきに縦に三角のメヂをつりで

!日J げると忠って活り土す 、 1' 1絡 に 到 しでは土打力 やって]，，; . 1) 主すが、 い ろい ろ試験をしで見 ましに

合知 ，' ，Ｑ μ 、げれども ｾ ，｛［ ｾ に 掬 する努 力 ［ 入って ｽｉ ｪ ｾ Ｎ り ; 1  il ど い 漏 ら な い のでこれならよからうと L寸、

土すので 上f) • らうと』郎 、 土すが 、 上 ｴ ご 資 ｆ 燃やっ ｴＺ ので J、分山・[ 事を して研り Lす、夜、の j j でー 骨子に 資

ι とはめり ま せｾ ｛ ｾし土して 、 塀と云 ｊ 、 ことに 就 い ては 、 内海 ｔＮ 場

新名一一 白町 ｴ うご ｾ Ｇ ｬ 、 土 ｬ ノ＿Ｚ 、 それでは巾伺さ の舟l ihll の塀をやって寅験して舟 りますが、竹 筋 の

ん。 コンクリート の柱 にj.J ii : をはって居り ますが、 3 尺

中西 一一耐火木材 の ｦ 山 ｴｾ で 、 な聞き漏 らし土し 切 っ て弘の J it:l: 2  R  4 分の L のをはめて、 雨前か

J . のか 、 解り t せ ん が同jl 代 木材の) 1:人 材 tH 十挺悦 1，塗 ること は 4 分づ、会って照りま す。それで l

潤集結j と L i  rt ! るんで IJ . "七う ;) ' 0 寸 Ｒ 分の ｍ みになって ｊｾ［ Ｎ り 土 すが 、 燥 ＺＯ， ｾ ｉ こなり 土

雨 宮 一 一 どの級紙でし { j 'vl 土すが、 "た l"i .t よ1I.'j I[¥1 し て い 制 担 ど う L ならねと云 J 、ことが保itl1W，*

カヲ . ." り土す、 先づ松、杉{ t ' 標準に して広ーり土 す て 経1'( は 1+ 坪 の工場で質験を欽して居り土すが

それから tri ですが 、: t /tll 剖品lが 力、り土 す、例 へ それを取りイ、j げて腐らないことに な るから 、 仕 上

tf 依紛など 4 分、 6 分以 t1 4 1時間 か 6 1貯rl1!で i t 入 げ を 鍛iiE コンクリ ー卜 の )2闘 の殺 到ぞ 補 っ て や っ

:1'， Ｇ Ｑｾ 七 すが 、 情 ｴＱ Ｘ Ｑｨ Ｇｦ ｬ ｬＧｯｬ佼力、、 る 、 モれからＺｦＮ ｾｬ 郊 で居り土すから 、普 遜 の 殺

はより 以J - . 1!，r- I.11がか¥り土す 、入ることは式目立の 非 常 に 安 い 持です。

結 ｗＺ 人ｾ J すが、 !1iii l'fll .? 11¥1の11:] 題です L 新 名一- ) . ; i 械に使ひ ます場 合 に l;i j 7 ! c しなげれば
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ならぬといふのは、貨はJ / c の中に つげて置いれ供 には、先つ' 建築悩工屋さんが材料を作って先に川1

3え骨量 1; t 乾燥しれ供試伐の3010' 位強度が トいロップす 工合して置きまして、 さうしてアルマイトするわ

る、そのｾ長い雨の 場合を考慮して防 水といふ の りで すが、 ー苦手 従�Ａｾ質問を受げること｛士 、 アルマ

でめりまして、俄か雨の場合に7 ] ( の漏れるこ1 : 1ま イトはそ芥援が出来るか、或はアルマイト{ 主ハンダ

絶惚なし¥エレートのお話i ' 伊東さんイi司か施工者 ｦ Ｇ ｊ げカ ｱｬ ｾ 司えるかと云 ｊ 、やうなことをＧよく聞かれま

たしてお話を願ひ止しれ C，u  すが、熔援はアルミ］ユーム の時に Ｈｩｬ ｬ ｾ 来る。そ

伊東一一 それでは 2、3 質問をお許し願ひます れから熔接しておーいてアルマイトをしなりればな

繁栄さんにお願ひなりお希墓なりを? 申述べて見 '1: ｃ ね。ド Ｇ ｬｩ ＢＱ ｊ［ アルマイ ト をｾＧￍ方くっ、げ合すのに係

いんで すがこ の奔見致しまし '1: スレ ート l i t合皮 rl' : } 五するのは出来な L、。ぞれはどう云ふわりかと云

西さん と同じ やうなことを私共も感じて照る訴で ふと 、 先長官云つ7・やうに 、 中はアルミか百量化被除。

すが、現夜御承知の湿り石紛が不自由であり ます ですから、舵化被膜そのものは警告にも! 耐えるので

その銭に石紛スレートといふものが需要が多いに ありますが、 どう1， tj ，のユ斗ームが然に弱し 、。さ

拘らす' なかなか供給出来ないのでめります、 叉も う云ふわ? ですから 、 アルマイ トの被膜のか、っ

亜鉛引銀J板 といふやうなものも我々使ってゐるも -1: ものを目立素パーナにかげると. アルミの方が止

のが不充分なま害関商方面の:，，z が関東方面に入り、 いでしょム。訪り燃融黙の低い中がまいってしま

スの不 自由も相官な L ので要するに屋根材料とい ふので、燃 接することが /P，P!' -iない 。フラック スカ:

ふものは不自由i ' 1 i '(i 切に感す' る認です 、 この際石 外には み ｈｾ すのは 、 ｩ ＱＱＧ援の技術に 関係し主 すり［ｪ ｬ

統スレ ートに 代る べ き屋棋材料或は工場排、工t>>i

り塀と いふ い1) 1主キ目首長L 、L りがとき引いえしで、

やす; ! . さんの希喜H fμj 力、安い1， 1/ ) でい、 L りはない

かと いふやうな注文台よく受げるので、 点、; (、 t、

j j 函にお・考 5ヶ願ひ土して、少しも早〈かうい J 、L

りを供給されるやうに希還すると同時に、 l苅ZEUJ

見地からなるべく白つ1:'( 、ものでないやうなしり

が出来れば倫E 結構と考へる次第でゐります、是

非一つ早くさういふやうな製品が出るや号にお願

ひし 1: ( 、と忠ひます。

それから アルマイト さんに一 寸お毒事ねし主寸カ:

近頃日 ;本屋内mi とL 、ふやうなものに今土で銅仮合

使って居りましれが、さう L、ふも のは全然祭市11 I  ｾｾｉ＠

で使へない、こ れにアルマイトカ; 今までの鏑ー絞の

嫌に工作出来ないものであらうかと忠ひ主すが、

如何なものでごさＮｾ、ませ号、 ＩＧ， この腕がどう して

もアルマイトに はめるものでせうか、 その他 11 如1

Mでせう。

葉根一一一アルマイ 1・l:tr-I' えでアルマイ トにな っ

. てゐる潔ではなくて、 アルミの炎函Tに刈H 、N竜化被

股がか、ってゐる縛で rl' はこユー J 、その土、です

から 、こ のアルミをアルマイ トして後力、にそれを'

曲げれり 7" レツ z しでかういム f背骨干のものにする

といふことはＯｬ ｌｾｾ ｲｾ＠ Ｑｾ 、 、 先にアルミの時に形をこ

れを後へてお・いでかう云J 、風な恰好にしてお・いて

後からアルマイトしなげればならぬ . さう云ふわ

りで 、金属材料として賄方面の。板、ぬなどに使ム

ど し 往 々 に して併後カ ; 係りよくな L 、と、フラッ

クZ が :Uて氷て、 での潟にi 侵されることしめる。

それ; ; 、心，、 y 〆i寸( 寸{ 主アルマ f ト11/ll 来ませ山 l ，

アルミユ斗ーム白紙なら 、ハ ング付{ 寸が :H来品。

最近ノ、ンダ f，j'(t J 71::! ""l < るやうになっ? 二といふこと

な、 3 J ) ですか、 ラヂオでみ迭してゐるのを? 聞 レ

てゐ ると ｉｉｾ 来ることは出来るが、 或従皮そ れに屈

Hむを72Zてるとか云ムやうな場合には折れると云ふ

ことを 、正直に後か ι 申して腐りまし 1: 。矢張ア

J ι ミジJ ノ、: / ｪｬ￯Ｇ Ｎｴ ｈｬ 主 ｴｦ ，Ｎ＿Ｑｾ :r，;L ' l ' アルマイトのハン

グ! 寸 1'1 1， :I!，z;fミ f川 、ど にうと足、って居 1，よす心

伊東一一 耐火木村さんにむ Ｍｩｬ ｦ｜ｾＮｊＮし士す 。 我々が

filif:k木材な使用し土す時に 、 乙れは材料の注文色、

すれば' ぃ、んでとき' いませう 1) ｾ 。 或は材料を持っ

てu って、ぞれに沌入ぜして戴くわけでごさ' い土

せうか。このｾ監は ･ ・ Ｐ ・

雨宮一一 それはどちらでしい¥わげで 、精 気付

入で ｌ 官し いカ Ｇ。我々のカで科料の寸法 ｾＺｬ ｲＮ ｬｩ へて

それ lこ? 七人そし T :tJ-;'dt しする; ' f' N} j  .' ，_ ' する山でこ

ｾＮＮｾ、えす 、

伊東一 一一 そ， ＱＱ カ ・ ＮＯ材料 ｬ 土 ｾＡｦ ｬ 寸 でゐうが 、 化粧

村でゐ l ，うが、 どう去 J 、しりでし・・

雨 宮一一化粧% と云ひ土寸と 。

伊 東 一 一例へlZ ドアーとか或は天井Tごとかさう

去ふＮ￯ｆＮ ￭ｬｬ￯ に ＱＱ 渋 ｃ れる 、 イ七［，［￸Ｚになるいつ 、 ｾｊ ｩＧ二材と去

J 、と 、 小屋組 のやう に隠れ1: 所にイieふ L のでごさ'

L 、ます。さう云J 、いつはどう云ムし ω で L 、仮 1)
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に天介釈なんか、 どう 云 J 、風に切 り l二げられ るん d己、ひ j すが、 3 ういJ 、L のに針 寸る) ; 1) におJ) ' ( Iな

ですかｾ 11 本屋の天 j 同 J 一一 11 本医の天汗飯、 め い んですか乙

、云ム仮に耐火付を{ 郎、 t: ｾ、 。さう する と大きな 雨宮 一一 ぉＮＭｾ［Ｕのやうな大きな ｌ のになりますと

木材に注入 されて、 それ含仮に 引き測って使用す 多少時間ヵ : 力、、り ますから 、 その他 L考慮しなけ

れば L、、わげですし 、 ればならねと忠って舟り士す のどトの底孜 々の礎t

雨宮一 一 それは} I:人 )j 法としては、天 j ド料、 とか i  1:交をすれ 、てがりますのは 5 分角 、 7  l)-j (1、 寸角

雨戸 似のやうな L のなれば、fif へ/ : 古レしのにと より大きいのはな いゃうでこーさ' い 七すυ 今 .13 ur  

その形のf J W' 入 いI l * 土す し、j広木でも: 1

1

，来 士す 1: 大角材ですと 、深古11 土で入れる必要もな い と忠

カ: 、Ollr原木は非常に察品が lf;1似ですかじ不終i努t: ' って. mり土 す、 それで多少 jJ l l滅/1' ，来土 すげれど L

と去ふことになり ます。うえはん，; f ｬ，のが ＯｐＮ ｐｦ ｾＱＺ 場

合、 それを庖概す るに 悶りす。薪になり : l せぬか

ら原木をなるべくとらないで 、 Ｉｾｲｾ ｉＧｬ ｕ 成 木村 とし

てやってゆかうと忠、って帰ります。

伊 東 一 一有難うごさ、 、土し 1: 。

葉線一一 先程! 駒 のお事1ねがめりよし f 功: 、火惚

食器にしましでもアルマイ トその L のが外搬をよ

くするとい ふ風な こと が矧l 合同的なしのですから

アルマ イ トしれ後にliff J l e1し土す 、 それでこの艶/ J :

: 1 ' ，るのですが 、研磨しなければそれ純光り ししな

いです。

鈴 木一一耐火木材で 一寸お例ひし I: l 、、大惚お

依段はどれ位のしのですか、 先 l平坪? 寄り 100関位

の物に12回位 か 、るとい ふ; 認ですが、 1_，cJ j ) { 、

1  ［ 石 Ｑ［ｾ りに 致しまして大関どれ伎の ｬＧ￨ 丹 Ｑ ですか ､

雨 宮一 一 4 分板を襟単にしょす し まl' I Il1I 位で

ご ｾ Ｇ ｬ 、 土 す 、 Ｖ 分板で ｩ [ilJ 60銭 、 j Ej 1'1 でオに つき

15四位に今の慮なって居り土す ω

鈴 木一一乙れは松杉で す力、

雨 宮一一松杉が標準で す。

鈴 木一 一1合ゐ 1: りはどうし、 ふ尽で す。

ー人 ｩｬｾ ＮＺｴょが燃へ 灘 ｌ 、しので 、 その沃TIU・2 寸 なり 3 寸

なり人って万Ｚ句 ｴ すれ ば 、 そ れで Ｗ｜ ｾＧｃ 主な い と足、っ

て} 去り土 す。

鈴 木一一一それカ・ら F ルマイト l二一 寸イ司ひ1- いで

すが、 先限アルマイ ト合 かげ ると非常に 磁皮カ : 出

るとい J 、こと ですが、最 近 2、3 ω 仕事で今土で

民総バイ 7. Ｇ･使って万＿っ ＱＺ［ｾ のパイプでやると い

げない滋にさう い ｊ 、 アルマイトケ使つ ｾＮじ い 、や

うに忠ひますが 、 ＱｩＧ ， Ｊ Ｑ てつれのは非常に ｾ［ｱ ｬ 、、

イ7 ・なんかでも勿ぬま問L 、'1' 1: しめ るかし れIt 1 士せ( ，

が 、非常によくしなうんです 、例 へ11銀行りカウ

ン 々- ;<.ク リーY などに佼つ f: Ｈ ｾ指 Ｒ 本でやって

L  猪れるし 、少し材料・カ ・浅 い しのだっ r: t; 、山つ

仁士 、: : r がi U. らな いといふやうな結果カ : :Hてゐま

すが 、 本官? のアルマイト力、Mか どうか、持 っ て *

にしりがア ルマイトで なかっ， . か、 i懲らくそんな

ことはないと忠ひ土すカ ヘ どう いJ 、ものでせう匂

菜根一 Ｍ ｪ￢ｗＮ ｬ＾ＱＡ くなりますりれどし大 ｭｾ ひ

どい街誕のめるやうな慮 にはそれ相22 の欠張り刀

州、のゐ るも のをｾ ! ，ってu きませんと 、御承知の二

ユ ーム その L のが柔かL、しのですから 、 l勾J'l- の捌

雨 宮一一こ の間十台の注文がありましてこしらへ 係ぢゃな L 、かと応、ひ土すがどれ位の L のでせう。

土しれげれども 17. 8問に なり土しれけれども ねコ 鈴木 一一〆イ十 4 分位打つれと思ひえ す、間隔

鈴 木一一これは角材で寸法がごさ' い 土すで すれ が R 2.3 ナ伎につれと忠ひ土すが L

そんな大きなしの合やることは婦でせうりれどし 議 根一- - 1 Ij ! :  l 、ふと言、Inl 、ですれ 、 l勾l干の Viflf条

例 へ ば りえ角といふやうな 大 きなも のと或113 ・jー でせう.

角、 4 寸1(1といふやうな小さ い しのとは多少; 立ひ 鈴木 一 Ｍ ｾｌ ｦＺＧｾ Ｎ ゎ［ぷ心地 ｈＺＩＧＨ の日Ｚに似つにのはと

よすか。 n位の l勾厚で す。

雨宮 一一 大骨量材石な標準にとってｽｾｾＧり士すかん 袋線 一 一p.1中 、大 いの112 P.) 位制定ってNt り土

色遣 C，ぬ認で す、大れ、 1 Ｉ Ｐ 寸Ｚｩｾと ｌ 、 ふやうなし す 、 ぞれから ｬ ＡｩＺｾｾパ λ のパイプケ使って舟ります

のは運搬取扱 l二手! 放もか、 1) 土すか l・， そのイ也は多 力、、 ゐ、いつに[ ぶのはj者れますI ! 手にお主主総カ: 満員

少考慮しなげればな ｣ ぬと忠ひ主す ω λ［ 惚建築 ｦ Ｇ ｾ ω 時に桜れてお; に討りか ¥るこ とがめる 、出つ f

t して大きなしのはな い と思ひ土すが、 h してt : t 危険ですからさう L 、ふ対は電 系局七目立し

鈴 木ー ー さ れ、っ f: 問題でなく法人する山に時 い山で 、 i土1)京のものを' 使って居り ますo :ffH f の力

関カ: 倣; 1カ・〉ると かいふやうなニと L無論ゐると りング ー などはＲｦＭ ＧＩ ｾｾそれ干 Ｑｈ 応援はひどくないと忠
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ひま すりれども 、 パイプの何かはめ込なんか絞 1， 如何にも比重力司邸 、ですが、 fト成樹脂 .t 木材とか

7ごといム蒋ぢゃないです 1)' 0 紙とかに i受透させて ) m工さすと云ふ場合には必す，

鈴 木ー一一長いも のぞ途中でっかまへて錯すると スケア ー インチに 2 ｾ頓の底力がゐる。かう云ふ標

途中でゆれる縛です、 3 尺、 4 ) 凡でつな ぎを予と司 準になってゐる。弘 l士以 l 米角バンチで云ふと 、

てゐま すo 3. f .j、 5育スケア ーインチにクレ λ がう寸柄、

薬 根 一 一 それはパイプでは無関です、 l勾f'f r'-' ¥oll それだけかげなげ ｾｌｬｦｴ 責 ｪ 奇出来な いと去 ｊ 、 ζ とに

係でせう 、 よく現場を凡 さし τ 頂 い1: ('，は っき り なって照りょす。これは非常に約 Ｑ ， 、 で す が 、 ｾｊ 腎

すると思ひ主す付れども 。 がなかにめるやうに忠ひ主ーすが、 どう云J 、風に 1i{-

鈴木一一ー も一つお何ひし1: ｾ、 のｻ土 、 先健 ￬ｕＱ 附さ へて府 1) えす 。

んかじお話がごさ' い土しれコンデツトチユーヴの 河之口 一 一 これはやきつり見本として 、作.... .  i .l: 

代用品と云ふ 風なものが 、 ｪｾＵ 財日常悶 ると 思ひ土 むのですかに 、 災前 ｔ ごけしかｾ ｉｾ 来て舟りませ向 。

すげれども 、今の所叉そこ迄見? 言力 Jl!; 衆ないです -* );1のものと泣; ひ主して、或舎祉の待計ーになっ1

ｾＩ＠ . 0  肘 1) 土寸。諦り申卜げる迄もなく合成樹脂と云ふ

河之口一一大伐に於て、研究 l主出氷て居 ります ものは 、木村に i受注してよ L 、と去ふのが今日 の立高iJ

付 れ ど し 喰 機被の制遊関係の工場の方が大分遅 になってゐるやうです。これに浸透させると云λ、

れ て 居 り ま す か 仏 製 品 の 仕 上 が る の は 3 ｾヶ Ｉ Ｑ ことは、Ji li 苦情待旅の品ぞ或工場に於て、イド 1) 上げ

後になります o ｾＮものと云ふことになり土 す ｯ 詳しいことは ー す

鈴 木 一 一一番問悠になるのは、 ジョイン 卜のl訂 今申上げられ土せぬが、注入 lま非常'に 縦しくごさ'

題で すれれども 、こ れが防車ーにゆけると云ふこと い土寸 ，' li 法 に 就L、てもよ長打王/、の方 11号苦渋の域に

になっ1: らカーヴカ: 非常に 7布く〆1 くと去ふこと で iきして軒 1) .1 せぬ。皆く 御 法泌さして裁き' 1 : い と

すが 、 L 棒 T 棒と去J 、ものが: 1 ｾ ヰ ｡ 寸かじ 忠ひ土す。木材に i千! 州知的を浸透さ廿ることに就

河之口一一ーカーヴ l主念、tJ ヵー ヴにな，) 土すと 、 いては、以郡大撃 の木|ヰ工業. J i li'でや司て属'1) え寸

ゲ ーヂによって、外1R'1になるものをきっ弘 l汁除、 i.r- 成門司 ((1日干究しますと 、: 受注W. 取る。さうして絡

なげればな ιω 。普湿の Jt} i干に[ 士山げてF l tl ( ，ぬこ 対に腐蝕し土せ ￐Ｑ ， 、 勿部 ｩ￬Ｇ｜Ｇ［ｾＮｴ 慢の従沌｜ＯＩ bω でめ 1)

とはないげれども 、 尖［政務 ｾｩＧＡ l， Ij: ヒげなければな よす o 然しそれを工技! もすると云 L ことになると

りませ肉ので 、 工貸し火ｾｾ高くつくわけです 。 大慾火炎筒Ｚヵ Ｚ要 るわけで寸カ Ｚ、 Ｑ ・ ｦｬ ＱＮ木材防腐型車 ｉｉｾＧ

鈴木一一ー テ_ '，7・の途中を tlt lげると去ふ こ とは、 出入する やうにやりょすと入 1) よすc

経聖書出来ないわりで.すね。 池田一一 台成樹脂[ 主粉末でおーや h になって居 1，

河之口一ーー何度、 何 度 t 云ふやうに 、大鑓法つ 土すか。

てしまはなりれば駄目です。御承知のやうに閲< }II I法一一ー板、紙、布にし止す。粉末でやり主 1

なりえ すから 、 とて L 使用 f荷風で幽け' ると云ふや しのは成形品と去って裂物でやじれる c 直線形の

うなことは出来主せぬ。とても強いものですかん しのTご付 l主、 テーフ・でゆかうと忠司て居りま すc

そ こで曲げれば 、 ｩ 契れてしまふ。今川 ｬｽ ｲ ｾＧＱｦ ぬと去 松田一ー ヲ f ト株式 例t:: 1，ω 川勝さ八 にお凱

ふもの は、非常に 高くつ〈と云ふことしか申I : I f ね し' 1 Ｚ ｾ、 ο ライ ト ω 竹Ｇ院はこれ｜ ＺＡＺ ｦｾ ｬ［ ｲ［ｾ＠ L. Ｎ ＺＺ ｾ家主 ＿に

られませぬ 。 自然技術が@ み士し ーて、さう去」、 )j <1' 誌も|日l じれ勾買力 ;保てる L のでせろか 白J

百の機旬t L 容易 lこ11'1*るやうになっ t : :') 、相訴の 11I Jf，)j - l1iI i前を' iWt・! I 打 、よすればw1' l 土すが

おー値段で、作れると忠ひま すが、 そ:J1迄お待ち頼 '1' ｾ与問じものでごさＧ い ましＭ 、 ｣ｲｊ ｩ￯ｬ ｝ｦ ｾＺヤスリで ｦｪ

ひ Ｗ こ い と思ひます 。 ｊＮＮＺ Ｍｲ土すと 、 庁 ト ゴ ｪ［ と 同 じゃうな 光 ｩ 事力 ｾ ｮ｜ て 、 外 Ｇ ｉ ｾｭ

川 勝 一 一合成樹脂の ことに 就いて、な もlう. 6i ド と怨りょせ V，' o Ｒｾ 時間水道の ｬ ［ＧＨ に＿寄付て浸 ｩ ぎ皮｛主

前から合成桜脂許' . 1 ) やって府りますが、 耐際カ U. 0. 1
0

" です。

純粋の合成樹脂{ 剖虫懸のド に作，) 止 すので 、 イ. ' 松回一一ー伎は昨l 1 .- 寸試験' t ' ゃっ t 見土し :' :Tlj 

チ免で各 Ｘ Ｐ ｾ 聞か ら ＱＰ 繍か、る 。そ れか ｬＺ ， !貨張力 11 が、合せに L 的、やう によ昔、ど凡受( f 土し 1:.11: 、 二

地二位申上げましれやうに 、 λ ケヤ ー イ ｹ チ に ｾＡし れはめくれると去ふやうな是正11め 1) 土せぬto 、，

て 11頓から 2 噸牟か〉る 。今 奔丸し t: のは これは 川勝 一一め. . : tl;; せ以む試験を? ーするのは ζ 心附
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にナイ 7 7 c 入れて、 すぱっと匂j つれのを? 僚-) ( 鋭で 椋介金と ヲ;- . ; 、ものを専問〈する主云 J 、意: ょに於て、

凡て':(Jc の Ji)j 、 布 の 慮、 そのものによって分れてf f ， かなりテンシヨンもめる結果む{ 吏ひになっ1: 品も

れば 、 彼着ヵＺ位、ｾ Ｇ ｜ カ・う ＺｾＮｩ 、Ａ孔に非常に倍以 ｬｦｩ にな のり生す 。 これはなは庖持丸＿ーのではめりませ ｾｬ

って居りまして 、戸'Jj-h紙が〈っ、いれり 、 こっち りれども 、手前共の専務が先年参りましに ドイ. : ;

に布が普いにり 、色々 して照ります。 これは接着 の原艇を紳戸で凡? んで すが、大限現形f アノレマイ

/; : ょいと 去ふことになる。海3軍港りの持活の試験 卜と去J 、もの 11、 I! 本の理化準研究所で夜明し i :

しこれでやって京一りますが、 さう云ふものです ものですから 、 本家本元なんです。所が ド、 イツ退

から憐れるとか、最後の芯迄行って持者してゐな り的方が本家より l，f をふことが進んでゐるゃうで

い。さう云ムやうな紙の部分が中に入って陥れる す。最近我々 のj ] でも建築謎船力商にも御使用廠

と云ふやうなのは工 j事の方の失策品でごさ' いまし つにj討が、 かなり多いですが、寧ろフラ y; ; <. 、 1-"

て、 さう云ふことはない筈です。 イツの多〈 、 ぞれ以上にこれを使用 することが進

松田ーーー もう一つ質問さして裁き 1: ｾ、ですが 、 んでゐる。ドイツの軍艦 l主我々の重役さんが見1:

滋にめりますま青色い色でしきつにのは、 もう少し )oJj によりますと、デッキから上の旅袋品は殆ど 、

白〈出来 3 ですう力、。色 l立・・… ・ 牟 分 以 上限合金のアル マ イ トケ使って居つれと云

川 勝 一 一夜 色 いのは、 あれば燃焼で /l l pK まし 1: ふ こ とを、現に凡て跨って、勿論ウェイ トを経〈

ので 、 まつ白く作つｾＭその色合白いも ω に します すると 云ふこともありませうが、最近程合金の技

と、 そこにチ ? J =- ユーム ω はた' 色の向さにはなり 術力: 蜜濯し 1: 結果かうなっ 1: と去」、こどが: l J 絞る

ますが、 その白い色で一寸練れれやうな白い色で と忠ふ/ J : 、我々 ω' ) j で震は研究して居りますが 、

本営の白い色になりませぬ。こちらの向 い 山はア さう云ふ駄も一つ含めて見ＡＺｾ、と思って居り主す

ルミ粉b: 入、って府 1) ます 。それ t 色 l主鎚 C ないで 窓枠と｝Ｚｾふｾな ｌ り ｌ 研究し 1: t 、土思4 て麿 J) ;I: 

す。 す行

松田 一一これが l鼠色 r すかu 新名 ーーー有生It 弓ごさ' いえしれ。次はめめりか摩

川勝 一Ｍ Ｂￌｬｾ色合Ｚ原色です 、 山' ト林さ /ι 、住宅の設計についてお，- J . A ひします。

誕 根一 一一寸お源きし! : '. 、ですが、我々が普通 小 林一一夜、の:ちは住宅丈しかやってゐないので

の建築に殺し 、ては詳しくないですりれど L 、大 波 大きな建築に総が溢いので 、従って質問も小さく

建築材料と云つれやうなものを猪常してゐる関係 迂 迄なこと ':z お・聞きして恐縮します。先つ' 愛図{ ヒ

ヒ、 どとにわーき主しでもよ く最近建築材料主して 塁手の耐火木材ですが、普温我々が木抑制変ひます

ー寄悶るのは然粋 ｦ ごとか、すツシコ ｔ ごと［ｾ・スチ 一 時に乾燥し- ，: ｌωｾ 使 ｉ［ＡＺ ぬ ｫ 後で JI I i : 給して隠るし

ルカ Ｚ間 に合 ｬ ￌｬＩ ｊ 関係で 、 ｲｾｾ ること汀却さ士すが 、 山ですが、械を? 主人しょし てa出品にどけ位力、、る

大健造船にしても建築にして L 同じことだと忠ひ しのか、 父どれ位取紛するものか如何でせうか?

ますが、船 或 は 車 柄、重惚の主主さを穂八す' ると云 雨宮一一 大徳注入には自然。 ｾｕ 誌の状態 、 自然 ｩｾ

ふことが大きな利舎と思ひますt J : 、アル ミエ ユ ー れの 10メ内外の7) C 分のものに沌人以し主すが、法

ム( 士御存知の怒り松山、 o ;: i  1力、! ' ，先例私カ: 一寸 御 入後 ｦＺ 干の同 Ｗｩ にな ＱＩ 土す 、 そ八で約 Ｒ 遡 陥ｾ [ 当然 lトZ

説明を申 1-- げ土しにやうにミリコン 、 コツパ 一合 憶し土す 、 {.;t， り也、にやりますとま¥1って割台 :W，よ寸

金にすることによって、同く なりますが、窓枠な Ｚｉｾ来｜ ＭＭつ ＱＺ もりは大館 Ｒ 制 ω ノ Ｇ ｟ｋ Ｍ ｩ ｊ 、それで大沼 ｉ ｪ｜［

ft かこれを・御使用になると云ふことになれば、根 分に於てl _ ， ＭＭ 寸建築用何としての ｉ ｏｾＧ 内外といふ

いと去 J 、ことスチ ー ル院の阿さはないかし知れま し叫に結問重量; が20%， Jft しま寸 υ

せぬＱ［［ 、 かなりｾｾ Ｎｾ、テ ンシヨンの怒料が ＺＱＧ， 取ると 小 林一一今主での方? とで伎はH T、 別にひど {

思 っ て 府 J) ます o これを建築 )iI百に使った経験: 土 ｊｖＮｻ 彬 ｩ しｾＭといムやうなことはめ ＱＩ 土せんかコ

めりませぬが 、 最近民間の向令 ｩｲｾ｟ 、 ｬｬｩ 船ド ＧＩ Ｑ 等で船 雨宮一一 泌 い 2 分以 ¥. - ωL のl : t . 7! ( をか_¥， I) 土す

の窓枠に使つ- : ' : ｢ ゆが、かなりあります 。ぞ れｾＨＧ ￨ 多少収縮しますから 、 火惚 Ｖ 分担ｾｾヶ使ふといふ

一 身テ y シヨ Y の 試 験 [e しれ結巣、勿; 命アルミニ ことになって舟り立す 、 3 分 31県ですがキの税皮

ユ ーム臼惚に f千金全力、 (fj 1ーもの、 1::.抜海軍の力力、 のし ＼Ｑ ＩＱ 土主主文めりませ ｾｊｯ

ｴｾ ，＠ L 名前 1;.1主、、・力、 1) ます付れど い相官; アルミの 館小 林一一允悦伊* さんからお，li 舌i? ::¥1， よしに h:、
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今のｾ防空姥築規ｦＡＡｊで ｬｸ ＡＴ Ｇ ［Ｇｭ の必要部分丈 ｉ［Ｉｪ 六木 申し＿Ｚ湿りこの袖をァやるやうｾ［Ｎ舗がＱｉ ＱＱｾￆ て舟り ｩ

ｴＭｾＮ＠ ＺＡＧＱｾ ふ秘に定め，Ｇ， il てゐるのですが、 ヘlこょっ せん、ぞれで燃料に ￭ｪｾ て非常［こ ｴＮｴＮ［ たがあり七し＿ー

では室 内 ｾｲｆ 土でし ｩ ｾｪＮｉＮ ～，木材を ・使ひ ＱＺ い 、 内法物 ので 、 ，とを.T ＡＩ，ｩ 門的にＱＧ Ｑｾ る ことを今やり つ、め り土

或は天弁板とか、J-L ゆる物 ff 耐火木材にし? こL、と すので 、 なる丈安〈出し I :L 、といふのがな共のモ

希 遣する かもしれ主ぜん、 その場合うだ; l -HJx など腕 ツ トー でありまして、 l 回がけ l 問につし、て 90銭

円め るものが 液を注入しでも ｾｩ 自が保 ｴＺ れますか。 位で .lJI. し?ユ 、と思って恥り土す 、 それからこの分

雨 宮一 一治ど識別lがつかぬ位に仕上ります 、注 になりま すと 火薬品そかげで又燐〈潔でめりま す

入液の乾燥が必L 、と浜町に粉を吹くことがあり 、 から 30銭11-. Iニりま す、 大政それ位のことで、縦 樋

叉念、いで乾ぬさせますと粉を多少q欠きます。これ の 11 i 音半位でめります o ｦｾｽ 様式によって御相鉄に

は拭げばとれ主すが、鉄鮎と申せばそんな脱皮で 頂' > i: ，、と忍ってmります。

ございます、 乾倣に充分、注意し i: らそんなことは 小 林一一 それから塊研アル マイ トさんで すが、

ない答です。 銅がないので差笛り風呂釜に悶るんで すが、 アル

小林一一有難うとさ' いまし? : 。それかい 、ろい マイトで風呂を ff お作りになっ i: ことはあり主せ

λ の金属の市I}[浪に依って住宅で1 ，; 伺首打駿を受げ んか。

てゐ土 すが、 そのうち一帯悶ってゐるのは屋根の 菜根 一一風品の然口ですね、ゐる風呂訟を ｾｊｊｾ 門

随 、在来に簡単にと りかヘのきかない谷ぬでゐりま にお作りになってゐる慮にお・5舌がありましれが、

すが、ホーロー びきのものが出来て誠に結構です 結局めれば線物でない土無珪Tごと足、ひます 、別に

ヵ; 、松疑問に思って居りますのは、軒樋の緩手力: アルマイトする必要 !i if; ' > まぜん、石炭で;座る鬼

非常にデリケー卜に ｬｬｾＪ て房り ま す 。交際 工事自＿ ですから、 illi 殻はい、ですが、 アルマイトする必

ｬ［ 主 す 時に 、 戦人が沌窓してやらないとｻ嘉ｾつＨＩ 要はめりません 、 さうすると従来のやくですが、

ゃしな いかと kえれ土す、何かもっと簡l ' ii. な方法( 土 石炭を入れてすぐ l容げると l 、ふことはめりません

ありませねか 、 その工夫吹 ｊ 正ｾＺｾみ止す ｯ ノ、ン〆 と忠ひますけれどし大骨 ｾ￟ｉ ｉＩに湯が廻って居り

げなしてから稔If f. ieかげると いふやうなこ とは出 ますから 、 そ八なことはないと忠ひますげれども

来ませんでせう力。 耐久力がないか匁l らんといふ懸念がめつにものか

松田一一 ハン〆をかりにら非 ｾｴｴ ｦ，ｩ［、部はっきませ 一度ゐー話があつれきりで別に他にはさう L 、つi: 経

ん 、 これは 最初に建築の様式 Ｐｾｩ 面に決はして頂 験がめりません。

き、従来使用なさってゐる遁りのものを一旦作上 新 名 一一それでは次!1都品工業感; 校の水野山 さ

げてから 、 反 ι に収郊をかげる八でありまして、 1， ・・0

この潔手な八かし剣今に堅牢に つくってめりま す 木野山- 7先主11*狩ほかい、ろいろのお弔舌を頂

械 に縦 樋 なんかは全 i'mm桜しまして放切をかりま き土して、大縫右主主に感じて舟りますが、 いろい

す、 接続 n金百I;{制在ですから Eま竿に行〈と忠ひ土 ろ ￬ｾ ｉ ｉｊＧ ｴｻ問も ｬｨ まし ｩＺ が 、 布 、 も ｬ 、 Ｒ お作 ｷ ・しま

す。ぞ れから ill る滋にへシ犯の組を作らねばなら す 。橋本さんの 方に Ｑ ｾ ｊ ひ ｩＺ ，、ですが 、 乳 ｬ 、のやう

れ場介もありえす、そ Jl ・L 七全部総乎{ 主将接で 、 に石車/ i ' ，が不自由になり士して、万綿の代 りに新聞

さうして府、7却をかけるとし、 t、ので 、多少紙t J 職人 紙 ff 御利用 になる 、点、ういふこ土( 土非常に面白い

ｩｾＱ＠ :ぬ i' もって来て昆繰り j 二でノ、ンダ付どやるとい 結構な新らし いrJP I : 7 ( と存じよすが、セメ ン トと

よ、やうな工作 ｆ 主ーす六ケ ｾｸｴ 、と ｬ 、 」、丈でめりまし 新聞紙と一緒に今せまし i: 除、新制剥止め、いつ i:

て、- 'IL作七げてしま っ i: ら今度か付る時には非 ものは セ メントのアルカり牲に針して果してどう

常に素人さんで L ;1'. 来るかと思って舟ります。 1. かと ｌ 、 ふやうなｾ念念ーす感じて照りますが 、 製

2  ｕ 司平Ｏ 、 のカかＨｽか Ｈ Ｇ Ｑ てお阿にかげれば御 ｾￎｊｾ 解がつ 品を見ますとキ目常竪〈なってゐるやうに忠ひます

くと忠ひ主す n カ; 、化事的に専門の橋本さん 、 ど 川 、ふやう にお

小林一ーホ ーローがけは大惚 l 間賞，) どれ位で 考へでせうか。

11'. .* ま す刀、。 慣本一一ー主可能1;(;(1まパルプーで す力、 i， アルカ リlこ揚

松田 一一この I! 向かけで今の庖はE見合祉に燭 託 "  ， それですから; 結局税切: し i: (， ぃ、 線で、誠;ー

し土してや h か111: んですが、然の設耐が最前 b ｾにの強度 になれ ばアルカ リ は作用しな い慮が 弱〈
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ならんかと いへ lf 無論 i均i 7]( がめればL、〉と思ひ;:1:

す 、 アル カリに 易赤 、 古｜［分はＱＡ日制ｾｾの中 に め る と足 、

ひま す、し、'> ｾｊｾ になれば相常 ｅｅｌ 、 部分も浅って氷

よすげ れ ど も、 ぞl "Lでもう( H長りアル カリ [ まよくご

ざL 、ませ んか f，、 さ うい ふ窓よか! ' ，ｾ、ひ ますと 、

先刻か Cl ぬし て居り 主すやうに 、車tt殺し1: 百1¥分に

相営濡れ るやうな 庖 l主防水 し7・) j カ:， 、、と思ひ主

寸。

木野山一一石料のやうな具今に行きょせんねっ

概本一 一 どれ位の耐久力があるかさう長〈怒っ

て居 り主せんの で、 古L 、ヂ - 1) ーはもっで庶 1) 主

ぜ ん。

木野山一ー も l つは今度は i:l R百ライ ト山見本企

拝 見 しましにが 、 オえさｾＧＡＡ Ｎ その他の模様もので ご ざ し、

よすげれど い 非常にい、模様が出てゐるや うに

見受げ られま すが、木材の主主に木裂をう主く潟さ

n1: やうなものは待殊の! * がめるやう に思ひます

し、 これは意底的 に化粧叙として使ふと いふやう

な場合 に非常に有効でめるし商白い土忠ひますが

殊 に高級木材輸入物などの不自由な時代になり止

す し 殊 lこL 、、と足、ひますカ: 、かう し、 ふつに瑳その

他 の談機( 主自由自存ーに設計に際じて出来るもので

ごさ1 、ませうか、 その駄 E ういふものでせろ u

川 勝一一 寅｛ま待殊の預料 、 印刷技術ｾ刻烈して

居 る もので 、 その ロー ル製に非常' に金力旬、、るし

キ日常一般向のしな い ものを' こしんへでもそれ5との

機隙償却が見 られな l " これはどう L 、ふ検捻でし

画家伝呼んで来て J首かせます。或は忍の方で貧弱

思ひま す、 ベ ー クライ ト! 主総務腐り土せ八し、充

分銅の代用にならうと足、ひま すの

小林 一 一 ー 脳つ ＱＺ ものが ｮ ｾ 司王ま す か。

川勝一一谷樋位 t:' つれら曲 ります。

鈴 木一一どの程度 に的ります。

川 勝一一i青:Wf 3. 4p.) 位に 山 ります、 0. 31ごつに

らす:¥' に き りきり土 り ます、併・し欲し 1: t，ぴ んと戻

ります . 谷樋なら谷五? 作って雨ブ7を7釘で止めて項

Ｈｩばよろし い‘ 相Ｇ言盟主量が ｮｾ る ＱＺＧ C うと忠ひま す

ので、一定の裂の樋み7二や うなものは作って見ゃ

うと思って照りま す付れども 、 そこ 主で参って 居

りませぬ。

池田一一線 手に図るです 。

川勝一一谷 t:' つれら重ねて項い に ι と思って居

1) 主す。

木野 山一一 政弱含かげ ? : L のは線科笠くな り土

すね。

松 田一一 竪〈なります、 どんな.t Rにで L かげま

す げ れ ど い 二 り i平皮の L ので充分だゃな L 、かと

思ってゐるんです力、

新名一一 それでは大林住宅 Ｇ ｾｬ￧ω 矢同さんに住宅

投訂或は一般ｾ築について。

矢 随 一 一いろいろ管機から結構なお話ｾ承 Ｑ Ｉ え

して大経有鰍うとさχ 、土し i Ｚｾ ＮＮＮ＠ .2、3 質問をしま

す。それは先つＧ目 ｪ ， ｬＧ［ べ木材につ ｌ 、 て ｜ ，ＧＺＺＧＺＧ， ｾｮ 、 ま す が

最 近 5 )l l : F i から防空建築規則が愈 々質:施されると

いふことで 、大阪に於て質施され るとい ふことを・

聞いて居りますカヘそれに聖書して この耐火木材わ

な絡を描いても或{ ま南蛍紛なんか描いて衝立を{ 下 供給といふやうなことが間に合ひ主すでせうか、

りまして、資つにことがゐりますが、 さういふこ 先程承りますと、目 F工場制卸計設中と いふやう

t が出来るんで す、骨許し大量的には一般的 に向つ なことを ｾＷ ｦＢＮ り土しにが 、 何日寺 ｌ 広から製品が市場に

1: 柄会やりません じ 木理などを使[ ます， に更紗検 :Hますか、 それをどれ位の R富士で汗ー女しれ によ人

様などを出しれ こ ともあり土すが、 これは矢張り lパ 、か。

市場性のゐる模様を作ることを眼闘にして居り止 雨宮一一我々の工場 ;i :.:J[ーも成仏大阪、附 13

すから何も彼も給でやると L 寸、認に行きょせん J 工爆をf 同時にやる考へで、ーl : 務省にもさういふむ

木野 山 一 ー かうしれ見本を Ｎ Ｚｾされ＿こやうな ｌ の ｾￃ＠ {f .'L'. し;にし? こが、何しろ時節柄奴材の供給が容

は矢張り一般 のものよ りもI唱し、 、かう L、ふ こ とに 易に 11 ' ，* ませぬので、大阪J I i M向を後砲し に しまし

なっ て居りま すか。 ーにが、銭材の配給営内務省でも非常 に心慨をして

川勝一ー さうで す、 さ い 、ふ待$IJ のものは御長 頂きまして、それが角に配給すべ〈お骨折を下さ

熔E買って居りま す。先程一寸お話がとぎいましれ って居りますが、 それを佼1: すす盛営なる材料で小

ぬですが、谷樋に今思ひっき主し? : が、鋼板代用 さい設耐で注入管 l 本で ¥" b注入して退-'<n宜やし

に4 ークケ使 って項いにらどうか と忍ひ主す 、谷 て ｾｲ か「カ・う ｌ ‘ム土 ｩ 針で 、 早げれは， ? ヶ月 、退 t

r:' つ1: も 0. 5から 0. 31立' つ校五? 出り' て項い・て 、;. ( L主主半年の間に は落成する意気込で大量豊工拐の敷

ドなど釘で 打{寸り で項 い1: ら鋼板代用 に使へ る と 地も 殆ど次: ってゐるやうな状態で す、 それ までを?
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どう する かかと いふことですが、 ぞれまではそ張 併乍らこれも専門的 に まに質際 にやって居りまfせ

り東京からこち らに品物をもって来て、東京で波 んから 、今までゐ〉いふやうなイユヤ とい ふもの

入しれのをもって行〈と L、ふ ことになりますと 、 に望書しては普蓮一般はして照りませんが、高級ィ

淫貨もおみますから 、大阪に今出張所を置いて照 二十と いふ L のに撹つに経験から 、制 nll し主 す と

り ま すが 、 その ｮ ＧＱ ＵＱｾ 所 に 相官 ＿ のｾ物 に 多〈用ゐに い ふと 、 もう一歩研ｾ＿進めＱＺら 、 或Ｈまかう い 」、

れる L の<t ' .A トツク して泣き 1:¥、と、今 ぽつぽつ 時期にはお扱い阪へ るやうなものがWl来 るんぢや

人って居りま す。大量的 に必要な場介はやrl 1f 石 と ないか知乙んと思ひ土す 、向最近ベ二ヤの歯車力 ;

い ふ様な大Ｚｩ￼Ｚ ｖＩｽｅ 交がめつ ｦＺ Ａｴ ｾＺＱ 守には ｬ ケ ｊｊ 位の ある雌でff. られてゐるやうで すが、 これなんか非

{ 徐裕をI買いて 直持汁. 文? 煩って j友J;irhrl
'

で材木を 常に面白い仕事ぢゃなし、かと，思ひます。併しそれ

従ってそれに沌入してお ￬ｾ きりし ＱＺ｜ 、と思って居り も製品を見ますと 、ほんの初歩ーのものでめりまし

ます。 て、 まに完全なものだとはし 、へ ませぬ、 これはな

矢田一一 それから松岡さん にお尋ねしま すが、 の方も 工広、ヵ: 完備しまし 1: ら逐手こさい、ふ方面へ

従来五銭 引の上にペ Y キを塗って 、 4. 5均三目に塗 の仕事 L進め 1:¥、と思って居ります 、やってやれ

り容へるといふことをやって居りまし1: カヘこれ ないふとはない 。要 するに波板のやうなものは依

(:J:. 凡そ何年位の耐久力がめり ます11' 0 段と いふ問題 になって少し無視が* ( 士せぬかと忠

松田一一今までの樋の 5.6倍以ヒは充分保っと ひま す。

思って居ります 、 10併し保っか知l りませんが、 土 矢田一一川勝さんにお手ねします 、棒状製品を

Tごさういふやうな経験はないのですが、他の球τ郊 洋服慨省の曳手に i!!: ひ主し1: ヵヘ そりましれがど

ヨlに比較してさうぢゃな L 、かと思ふんですが、こ うL 、」、附係でせう 、やn豆取佼へでも曲るんで す、

れよでの殺到lの取扱に於て球嘆に‘ 地裂を起して腐 大分注文者からお叱りを受げ?-o

ω 、すとし 、ふやうなことがめりまし 1: 1f tれども 、 川勝一一 それは何でせ うね、 ベー クライトが完

今の樋等に於ては一旦力、げにらさう取扱ふもので さと に芯土でなってゐなかっ1: か、乾燥すると硬化

もありませんし 、' @，i ' ，' f ; などしいろはないから全然 しますので 、 ぞれが似化する時 に幾分その部分で

腐るまでこの色が保てる; 浮でめりょして、水で; ! [ ; 引張 り合ひをす る、例へば棒なら 棒 のjすっ) J にス

ふので元 に戻る侍長がめると思って居ります 、風 トー グで L めって熱が絶えす' b I ミるとそのカの側 カ:

とか火災等によって! l i ! Jかしに均今に王子士郎がめくれ 液化する 、 さうするとこっちに 引張られよ すから

1: じをの部分失腐 るとい ふやうな ことが欽結でめ 灼る 、和j か λ トーヴか例かめって加熱し 1: んぢや

るんですりれども 、他に被: さがない場合は随分長 めりませんか。

〈保っと信じて居ります o 矢田一ー さうですね、成税ス 卜ーウ' はめります

矢田一一河之口さんにお尋ねします、 ペエヤ板 使ひ) J が惑いんですか。

で波伐といムやうなしの I:J:./I '， * ない L のでせうか 川勝一一 それはペ ー クライ トも悲し 、んでせう 、

河之口 ーーやっでやれぬことはゐりませぬ、又 何彪の製品か責uりませんか。

今 のt午叡す? と同じゃうに 燐 f、J' 1， II¥来るのはー符で 矢田一一御祉の製品ぢゃなかっにと思ふんで す

ご 3' い よすりれども 、d民11波布1J . 3との厚み にし ます がね、も 一つ色の澄切なしのが色が曇るやうに思

し こ仁貨が布くつきますので保ち作る限度のw - み ひますが。

にしま すとし、 2 分 5小1
1
11. ..、 3 分位 に し?な= りればなら 川勝一一?欠三リ?張ι りt伐主矧制術府附カが;苛4釧1出郎出郎L 、んで す、5曇泣 る とμし、 J

山と忠忠、つて居り土す、 さうしま すと、防腐といム のlは立s泉託池が11出1'，来 るんです。

ことは簡単に何でもつきますが、加工する 接合 に 矢田 一一最初透明でめっ? こものが、腎く経ちま

非常に手数がか、る; 厚です 、何故かといム e iA巾 すと半透明 になります 、来 1: 時 (1ぃ、ですりれど

か ｃ ，押しょすと ｬ 二郎にはみ出る ｾＯｬ 係で 、 大穏 に 於 川勝一ーな のブ3ではやって居りませんが、合成

でさうし土 すと、 ｾ ｹ バンの場合 にその 裂含作つ 観腐をやってゐる経験から申しますと 、 さ ういふ

て低 い てさうして合 Ｑ Ｇ Ｇ［ｾ Ｎｦにすると いふやうな側係 風Tごつれら矢張り技術が芝、いんですね 、ド イツ没

になります 、火後手数がか、る鰐です 、 それで低f りから入つれ L のを見るとさういふことはないら

段の l二で相首の聞きがめるんぢゃな L 、か知らん、 しL 、、;]:11製のものは系泡が入つ1: りまだよださう
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いふ駄になると研究が足って居り ませぬ、 合成樹

脂で完成されてゐるのは石炭酸樹脂です、他のも

のは これからです 。

矢田一 一 積層材の符着剤に悶って居 ります、 何

力、; 産省なものはめりませんか、押彼なんかの。

川勝一一 カ ぜ インを使って項い 1: ら平野着には L 、

、と忠、ひま す、併 しそれは盟主力を力¥l へで演かなり

ればならぬ。

矢田一 一 F' アの抑制J であ b ます。

川 勝 一 一私は常に 張ってから押へること にして

こユ ーム 雪 深111使はれ名のは何といっても航空機

の材料ジュラルミン 、 エレクトラ :/C いふ やうな

もので、 Ｓι 伽干品自でも キ日常使はれ主すし 、 金 ｾｈｾ せ

( : f 我々 インプヴトが買へますi i ¥i l で すから 、最近ア

ルミ= ユ ーム の生産令祉は 5 祉あるんで すt : 、こ

れが工染組介合作って、 その工業組合で貰ひま' < 1

インゴツ ト ｾ，Ｎ，我々のやうな工場で 、 板 ロー ル組合

とか、鋳物にするやうな各プロックの工業組合が

ＺｉｾＪてゐる、 それに舵給統市 ｉｊ をやって ゐる蒋です

から 、使用禁止使用制限はないといひ乍ら 、結 局

ゐます、どうもかういふ符着剤は何J J I d . もかも潟適 材料が以前のやうに手廻らないといムのは事官Eで

に行ってゐないで、特着飾j の利 L、7・滋と刺かない す。併しどち C かとい ふと今度 この金属事業法と

. 1 1 & があると、浜中からぷくぷくふ〈れて来る、め

れば糊が刺しでてゐないのです、鍛造省の食堂i >i卸

覧下さつ? こかどうか知りませんが、めれば制令J 、

〈れてゐな いと忠ひ ます。

矢図一一一有総うごさ' いまし' 7 : 。耐火木材につい

℃一寸お伺ひし -::l 、ですが、 立木の聞か ら耐火担割!

? 注入 する方法があるといふことを? 聞きまし? ーが

さういふ方法はないものでせうか。

雨宮一一王l. の慮 のは乾燥が充分いつ c_ 1070 内

川内ノk 分 のものでないと人らないです。

矢 国 一 - . f t . 木の時から自然に上って- * . : ， ｾｬ 、 ｊ 、

やうなことは。

雨宮一一耐火剤でさい、ムのがめつにも非常に

い、と忠ひますがね、 ぞれ ( ! l 、、ことを? 聞きまし

7; 立木の間に自然 に上って来 ると いム の: れ、、お

; 設です υ

矢 田 一 一立木の械 'ie: こ入れると成長に従って lー

って来るといム八です。

雨宮一一 一つ聞いて見ませう 、有雛うご ｾＧｬ 、主

し1: 。

得本一一水分[ 主務官苦しますから可なり大きな 7 ・

レツシヤーカ: か、って居' ) ますので lーに .t るこ

とは上ります。

新 名 一 一 それでは1併の後給謀技附の巡回さんし

選回一一先法研さんですが、我 h の鶴要する丈

の製品を' : /P. して居られる八ですが、使(i うと思J 、

と材料が手廻らぬとレふこ とをよく聞きますカ :0

3前良一一 それは銅とか江主総、銭 、 鈴、織とかイ也

の金属のやうに $11に法令合以てかういふ風にアル

ミケ イ定 つては いかぬとい ふことＡまな ｌ 、、 ｾｚＧ， 住皮ま

では使用禁止使用制 限と L 、ふことを法文で統制さ

れてはゐな いーで す、 です力、 ら矢浪り悶防上アルミ
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いふのが出来て | 塑家としても幽防上のつびきな ら

ない資源ですから 、 関産アルミ z ユ ーム 務主主令祉

の宿1 f といふことには大いに政府としても慾泊し

てゐるふとですから、現住各精錬合祉の生産量は

年 3 tu; 刷、 2 ，"1..¥ 5寸二I伺と正確な盟主字[ 主凌決欲しま

せぬりれどい大骨量そんなしりと足、ひま すげれど

いう年かれ ｉｾ 先に Ｈ￬ IO，1' ，i噸か兎に角精産するこ

とＡ工事ＧｪＱＨですか ｾｉ 、近 ｌ 、［Ａ制 ｑ にＺ対日常我々の方面

に L 使[ まれると，思ひます、併し硯1-f.で (i 我々り民

解品としては大館建築村料[ 土民需品と L. て我々〕

業組合から司王くりを' 使ム探です。

護国一一耐火木材さ ん、E見在建ってゐ るものに

おして使つである材料はどうなります。

雨 宮 一 一 それは取外す八ですね 、雨戸な んか外

してしますむ

遣 問 一 一段 る い 、i、ω; まどうです。

雨宮一 Ｍ ｩ 宇料ｻ主従 ＪｾＧｃＨ ｦ 建物の柱ーなど に耐火 塗

料を主主ってお‘ やりになってゐるらしいですが、 抜

＼ｩｩｾに行き土せんから 、我々 の考へでは古 い雨戸

を今: 例外しでもって行って、内入してすぐ持って

行くといふ締に行き主廿八から 、 その代りの既成

雨戸 5ヶこしらへて i貰いて、ぞれを' もって行って前

いの と取替へて古 いのに法人してiきるとい」、やう

なことをし 1: l 、と思って今その準備を' してゐ止す

i盛岡一一ーさうすると色のつL 、1: ものですか。

雨宮一一耐火塗料{ 士* 1 " 1 : です、 ペンキと w由杓

と7r- 1t とが主主ム丈で、 これも今度の規則で或税N : .

主で使ふことになって周り主すが、 併 し絶望守的の

ものではないので、 ;焦 H< のを多少 l坊ぐ、かうい

J 、政皮のものと忠って舟ります。

新 名 一 一長い間 L 、ろL 、ろとお話伝承りまして、

有総うごさ' いまし? : 。まだ積 h お話がゐると忠ひ

ますが、! 1 寺!日r H 濯いですか〈，これで今 日( : l 間合す

ることに数します。有縦1: うごさ' いまし 1: 。



建 築 技 術 者 の 注 用

門を? 、取扱ふ建物の種類に よって明瞭に す る。住

宅の専門、 ホテルの専門、工援の専門、火事Z場の

専 門い、ふ具合に 、JlX;ひ 11.更に細分して、 小住宅

Jキ円、繊維工話番専門、 れ、ふ風 にする。現存. の事

務所に於L 、ても大tEに於いて業務取扱の分野 にー

憾の色 );lli まめるようではめるが、な のJ 1J ! . 想、とはは

るかに ; ) 、りちがってゐ る状態で「住宅の仕事がさ

っぱりないので、場ら軍需工場の殺計をやってゐ

る j とか「ホテルがすんで今度は撃校をやってゐ

るj などと L づ、話止しばしば耳にするのは業務自r，

111 n  
'，F. 分の ｾ ｩ｛ 沌 ＱＺ［ＺＧ 有機五Ｇ 物詩 るものでなくて何でめら

う。 'lfj ;; l i でも病院でも 運動場でも 往くとしてロI な

現存ーの建築研 ｩ ｌ に ｬｩＧｾ に多くの Ｑ 問題が伏ゼ ら ｉ L: ' :  t'， ｾＮるはなしといへば 、 土ことに結構な耳五ではめ

ままになってゐる。その多〈の ｲｾＧ の ｬ つの問題で るが、i貯と i 4 今では lトーし、泣く 、 すべて 11攻に被る

もなかなか一朝一夕に解決。され るものではな L 、三 ￭ｕｾ コ ｴ［Ｚ 点、総 Ｚ惚なし にｦｊＮ ｊ でもＯｊソ Ｑ でも お・茶色づ話し

この紫健室 ＱＱ カ・かる ｲｧｬ 駆り討誌に ｴｴｾ 合の定でゐる で行くので、 その皮毎に 勾Jfnj に研究してもそ/ ，な

ここに訟の考合流べて、害者先資の iipr:凡宇'J(!>I申書' ? ｌ のＡよ知 ｴｬ てゐる。我 ＭＢ＼Ｑ 主最早専門ｾではなく 、

L 、o ｾに ｊｬ ｊ 門的索廷のめる素人に過ぎな ｌ 、 ｯ ｩｾ 物の総

茨題の知 J ( 、呪| の非常時局に於げる建築伐術 ー Ｑ に 計 僚の要項 ｩＺＧＮｦ ｫ Ｏｾ されるよ うでは専門家の『在

者の運骨j に就いて r ゐる (， ＿ＡｴＮｾＧ｜ｩ陀術 ｦｦ が足ｴＧ，工い 朽何慮にあらう。

l : t . 、ふ容が苓に i張ってゐるようでめるが' 紅、に示 事務所が殺百十の{ 十世 t寸断与してそれを' 砲概する

はしじれば、足らないのでなくその辺倒が: J i P . ，、の }i 守量を 、 ゐ1: かもカメレオンが i咽を取るの i' ガラ

でゐる。技術者数の不足ばかりでなく 、技術力: i l l ; ［［＼ｪ 也しに盟ｾ捺するように眺めてみよう。例へＱＺＺＩＺ 、

歩遅々 7こる' ! J ; L 、業界諸糸に乏しいと云」、のい 今ここに fll 流の官主主自があって、 それが大尉築を

すべてこれが万、 って人的資材淫 ＱＱ Ｑ のＡ日 ｮｴ ｩｊｪｾ に ｊ パ ｩｬ 日起するとするし必然そこの管絃課員がその計

のでみる。 百13に喚興して色々の百十音量乞なし敗同或ひ 11 . 十敵同

今 、 このう% 設計主将に就l 、て，1古しτ み .' 二:， t，の惨殺計が作製されるでゐ C う。そのた飽完 7

ぱ 、 我が閣の役百十自 Ｑｉ 門の智 ｬｾｩＧｻｬ 立、投汁殺事務所 、 し7: 切 に、 この計百査を探知しれNi の事務所のキ人

官 公馨や大合社の野総謀 、 持気合枇の投百ｼ自Ｑ＾が ｉｾＮ ｩ 主 ｉ ＺｴＮ減つで兎苦 Ａｬ なる ｻ 十 Ｇｾｈ 建得戦ピ始め 、 そのＧＱＧの

のードなるものでみらう。之こで設計事務の熊駄 1 ・ ー J ¥¥ 15 ，1l!: Q吐む乎 rt J
に

l
校め '1: のがアド設計にカ ' t '

官き 、 殺計千者術の ＱＱ リ ｌｾ ・ ｛九 ｬ る ＱＺ め ｩ 二 、 ， Ｑ［ ，のｊＺｬ正案色 るふになる g、か〈して ' n i!i: iよは築の笈際に幾司; ， r.I) 

試みる。 r判 ff . ，、経駁念持つ澄絡課員の百ifi ll; :1幻 :tご参考資料

官公容や大台祉の澄絵日果 、 続災合元土の設 ［［ｴｾ ｜ｬ Ｐ となるに過ぎ子、:;jJ :務 所，t: でめる往築家 に よって

全部解散して、殺言十郎門は総て設計業事務所に統 サラサラと殺す十され、竣工 し、次 に* るものは管

絡してしまふ o 絞首十技術者を殺;11 さ絵本務所の余 1" 給課兵力 E再びその経轡運用 に悩む とい ふl順序でめ

に統 合する のでゐる。そして，'I'，P! CI: 倣i f ，の設計 業 る。 この例は弘の 限恕でめって、 使在の例ではな

事 務所 〈以 I:. I'{!. に事務所と いふ〉に 1::' 投 術 l のUJ いから 、戎 ひ 11 そんなものではむ い のかも知れな
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レが、幾分力、 h る傾向がある事は誌も否定される 正なる配給公するものである。均等に 、有能無能

まL、。 に感じ、技術的に公正に仕事を割り嘗てる。この

この主努第合、 そ引tれ1叫なも仕毛事辞 5を「言設史言計十事務所に波さ 1宇r' 黒貼占卜一一[比土事の; 遁薗正なる商舵巴給一 一吋lはま手松L の案の章要な

;瞥瞥品終普誹課ミがE昆註望理里すればよい力か‘ といふとそれも多〈の るポイン トでめる 。宅現耳

坊拶‘合 ｴ ｬ出 ｉｾ 叫封米 ｅ な ｌ 、寸 Ｑキ相 、骨慌目院言談正で、 宅管告縫課、 それも大抵lはま小人 カが ［仕 事 Ｕを ｾｉ 獲箆 ｦ得尋する＿れこめに 、 手華蔓主苧苦蔓Eを求めて日夜

敏組織であるし、技術上k 栓築監理の経験に乏し 狂奔する 、宴 席 lこなれ、 ゴルフのお相手もしな付

〈、営然事務所の手を借りねばならないのでめる ればなら八、といふような事では情な L 、。ろ〈 に

が、訟の云は んと する鈷は、こ んな事で若手年の綬 仕 事の出来ない人でも 仕事を後得する容が巧み LL

験者の技術力; 授揮され子、 trr 角の大きな建物が頗 ればそれで立証｛ｾよ先生である 。 仕事の取れない 入

る大まかにその細部には「不充分」を? 積み重ねて はL、くら腕がめっても事務所の経替は出来にく L 、

lPl来て行〈のが惜しいし、人的資本1の無駄、技術 仕事全取る事も設計技術もうまい といふ 人はf主力、

者の軽蔑こJ 1 . . 以上はないといふ事なのである o か であるし、叉その反割にどち :1も下手な人 L 少い

かる技術者の二分、無意味なる二分を一つの機関 から、そ こに 無駄がある t 私[ ま寸=." 9 : 長するものであ

一 一事務所ーー に統合し 、 上述の刻 J ( 百貨成針生 るo この弊害除去に訟の認の大きな侍徴があるの

百十する事務所! 主育貨; ; 5ばかり 、倉庫を設計するの である。

は食庫ばかりといふ事になれば、技術者の研究の この私 の提案が質乳されれば技術者個人とし τ

道も一定し、けー事は早くなるし、その充分なる lilf も安んじてその専門の方面を深〈掘りトげる J )r.が

究と経強に基づく建築計踏の優秀による別件は詑 出然、生活の上にも不安定がなくな 1) ，年老ひて

より L 先づ施主そのものに米り 、建築伎術のE保証主 省みれば一生は特臓の謄. a でめっ 1: とか、 おl じ綴

はここに始めて期待されるでめらう。

現存ーのように十むしくなっ ＱＺ といって投術者合ｾ，ｾ，

h集め、 11民になっ? こら用i資限戦する。塁手校を津山

姥てる 、技術者主主れ ! 博覧合打、こ っちへ司n 、

l  オリンピック亡、集れ主主れ ! 止めになっ '1:

ま買の過t4勿を? 二つ主やつれ事 lまなヵ・つれ等 とド ムよ

うな事もなくな らう。

この関経は言宣言十事務ばかりでない施工の方夜

修絡の方面にも及ぶ事勿論であるが、大穏同級で

あるから 、 ここには飾れなし、。

満州へ行げ! 北支t:' 1南 洋Tご! か〈して元気ー 忍が言及し れ各方前の 「現状」には戎ひ !i 事賞

杯の人塗は作H : ' 設計するのかも知らす' に大陸に波 相違の結がめつ t: かも企;1; れな L、。叉 この小論でよ

る、我々も功、近き結氷に如何なる込築物を設百十す げし、な心配をしなくともよ ｌ 、 立振 な事務所もｾｬｊｦｾ

る運命にめるかを知らな L 、。ぷっつかる皮ぴに l ゐり、叉人材の運用15みに行ばれて今更改革に&

也問或ひは l 月の勉強でそれを奥地するだげでゐ ばね官公器や大合枇の設計自｜ｾ門もある事を唱ｽｾ添

る。そして又、昨 H 主で温泉建築に携つてゐ 1: 人 へておく。

が今日は市場の窓築に従事し 、 或ひ｛ま茶室と武 ｴｾｾ

阪 二 様 の 仕 抑 制 持 ち で 良 町 時 の 耳 鳴 に 新 東 亜 建 設 さ 競 馬 場 計 護

到るのである o ・ 般 の 部

で、松の提案をもすこし詳漣するならば、かく

し て設計事務念事務所に 統合し 、 その事務所ｾｧ［
島 田 良 馨

獄多様の専門に分ち 、 そして仕事の取得 li 自由競 来盟主主設の12任者でめる我大日本市殴! の今後武

谷 ｾｩ 子はしめ子、ＮＡｬ ｉｊ に 統￭｜ｩ ｉ ｊｴ幾測を絞りて仕事の遁 袋 i制民の如何に依り競馬場に執って進むべき様水
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方針に大なるキ目異結五ｾ ＧＪ￯ すもので、仮に金支那が

全〈親日 t な り 、 叉 * ・米 ・{帰 ・ソ等が一等図よ

り車ｾ落して弱小閣に化しれりと Ｑｾ 定しでも ｲ Ｍ［ 付、

風営 b張し J の例 に依り、 司王了ご永fご大敵が吹か心

二次へ 主代り代り 生す，るものでめり 、長 m]?也散の士宮

めには、是非共武設を' 以て不手u*Hl " に常る必要カ:

馬 場

ある c ( ; 荷特派共、 jほ防1印J平 向 It 手合 X 営みな! ，) : ぜ

E走馬開催用鳥海以外に練習馬 i得、 大衆訓練用，9も

ね ば な ら ぬ 故 に 、 政 関 It 泌 烹ZEf也の警 li 市に 徐々 J( I島、大衆 山岳訓練J f J ，Ui， :;弘 主EEE院長馬 湯、大 小 随 時

ｾ￦ 要し、之れに伴ふ諸事 ￺ ｬｈの必要は無論の事で 馬場 、 水鳥 ＱＱｦｾ ゐ川市習 ｊ 宅 復の随員 ｬ 立 、 競 馬開催

用 の 約一俗学以上を有 して以牧場、格 外 地 等にて

ゐる。今日研究時代である我問主主馬ヨとして、馬

敷地1 hi t員約 20:) )町歩を有し、 III 岳 i 也帯で山休及坂

ｻまｾ器なりの建前 ｉ 全 電要 既し て、 ｴｾ 烏 ｩ 与 ｉ Ｚ ｕ 話 Ｍ ｪ ＺｩＺ ｛ 到
地等の時E野あり 、i実i五: 青〈白然公利用して車余地公

防策ーキ義守以て規械のJ理k 色、百十h 、 おきた上 h (.月 間 Iι し る し ので 、 ＱＢ ｌｾｬ ｩ に馬 主 む を・ 以で ｩ 授利三 る紙

名絡 を付 (rf て 見 J ni 、予言馬 fr と元 L よ 1' I U言、 同 分 の 内 に し お 、 共 に軍事言川被、心 身 以 誠、鐙{ t :

川 上等合 以 て間防充ＧｾｔＺの一端とし各種亙 ｬ 穏 に狗｛ ，
防 J馬易: 訓練勾 k 云つれ寸J [I1J の、我悶坊に順隠し- ｾ Ｎ＠

月|耳元にお:_;，;，: tl 他文民i ｾ［き ， 長会開ばし 、 'V"i 自末{ 苛遊休

砲兵工段等に二次ぐ銃＿去の Ｒ 再 ｟Ｎ Ｍｴ ＡｪＺとして｛占勤し 、 ， Ａ ｾ i' b以ち 主義 る大衆に宅| 到の -" ，椅泊中を7主主吹すの

馬 努 の 機 能 に 百パ 一七ソ卜の育指士必要とする " - k に以前会照

近世外国文化カ; 減f す l、

心の的 ｾｾ 様 さ Ｑ ＮＱ不健 全［Ｋ

る思想と 、j段弱 なる信

念等に依り 、総て図' ふ

に 1正す最多草野11，髭 l主にi . A
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る。止b際 競 馬協は交 誼

上容易に完成合 jt/J し得
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問先ｾなし、馬事堂以て我Ａ弱 待 合 の Ｑ 議判的料 ｩｾｬ ｪＡ主

戦闘意識などの養成に ;j;当準する必要がみc " f1 漏

文 三 聞 は 提 携 し、 叉災励金等を悦供し、 k 衆に l 土

約券恭仕 ￦ ｬ 序びかり 、 。 ｉｬ Ｉｩｘ，ｾ主 力、に問先の ｩ 戒を ｊｩ 往し

て逐衣言十殺を Ｓｌ て質況の方向に滋 まねばならｾ Ｎｬ ｯ

競馬場は第一Ｚｗ ｬ 幽飽抱擁と ｉ ｾＢｯ カ ユえ は後援者合併

でi率二次A 範闘を獄大する必要がゐる 。
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厩 会 得 宮 内 馬 見 所 構 内

言者l蕊合、 諸研究所、講堂、言寄宿舎、馬事接校、 馬見所は 111、野、渓谷を以つ、抜大なる馬場を

病院( 人馬〉食堂、商底、合宅、 .. ! t 1l ! ! . が隣接して 翠み後) ' j は主主地に披し 、格外地共に数1血荷積 100

鋭、敷地面積約 200町歩

自然絡地の緩いf頃斜部

を利用し 、l蕊舎は木造

防火建築とし、更に防

火樹を植栽して火災の

愛を除 草、 有能衆挽馬

及訓練用馬等の保有; ! i t

･ 増大して 、 ｾ馬補給

の一部を? 捻嘗す( 各国

鰻及競馬場等の所有は

時ｾ ， 

'''' i J  

i 一一ーへ心

品 主 汁

( ゃ ‘ 叫 託 I

金図 11競馬場にて約 10前頭とし 、ー競馬場; にて約 !日丁全白し 、 自然の地形舎利用して各述築物を主主投

凡 イイて壬ト し、都内 j資場等 lま牧場式自然総地公

一: 位、34 7 f リI L - - J . . . . L Uーいっ…庭内に l此 成

j  兎、誌も及其他魚、烏合同校し 、競馬

開催時には j削守系分台断慨する事l主

λ､ コ ［Ｑ［［ｾ Ｍ 」 ｪ､ 仁一
不可とするし善導に依り速攻之 ｾＱ

分解消し 、個人的利害などは皮外間

l説 会 略 協ti

ＹＰＰＰ 絵頭ｾｊ｜女容す〉馬
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迎へ、之れを闘防煉充方南に誘導する 。

議; に泌分的問商務Hil

し、凶惚及一家揃って一自の遊山糸分舎もはひ、

後日の能率増進及健康の;潟め清新味合持つ築国土'

下直門 成 、 作 停電
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説
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吟
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人
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く

義に i並HI，し、日延t曜、 京大ii 司苦手図防及列:.r ，百必需以外に総りに布は競馬場のみならす， rゴル /' .1 球 務、

は大いに再検討を ｐ なす等 、 記章島中の ｾ ｾ字及名刺苦手ラグ ビー 場等の運動場は射的場、飛行練習場に又

11問題とせ子、続話申的図防方面Tの革命にも絶問| し
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空 地 々 匿 と 貸 家 のTごかられ迄もない事である o だから識は該地

( 私 の ノ ー ト か ら 〉

伊・
1主

近時、住宅難の援が高くなって米1: ので、厚生

省ではその主主策に衆り出してゐるそうでめる。

多少古い統計ではめるが、大阪の工場に就L 、て

の大阪府の昭和 Ｙ 年度「工業調｝ｴ ｾｊ によると、

500. 000関以 kの資本を投じてゐる所百円大工海11

/ f - 均約 600名の従業員を持ってゐる惑になってゐ

るから 、 現仰のＺｾ需工業のすばらしい設展領りか

ら維察するときは、 そう いふ工務の新設やら増資

やら蛾張やらで、 さぞ従業員の増加も功、目覚まし

であるから 、附博士が嘗

て「住宅問題と都市計淀」

に於て考察されれ様な稜

維な イ也 の多くの原因がないとも・言へ ｾｯｬ J 就中「相 といふ秘な 、 多方医 ｦ かむの疑 問に到 して参考ｾに

憾な家賃」といふ鈷に l主治目すべきもの k 考へる 抵のノートから攻の箇表含提供しよう。

選手賀大阪市の調査にも低廉な家賃の貸家に於て務i 比の闘表lま闘 rlJ 図みの中に示し土俵定によって

いものでめらう。従って

従業員とその家族が工業

都市に向って日に日に集

中して来るのどか ι 、夫

等て染者 ｾ ｉｦｩ の ＢＭｗ の尉 ｊｪ 日

L 大し? こものに主主ひない

而も資材の統制による建

築工事の減少と相{ 寄って

相乗的に住宅難l主事里衆し

? 二のであらう。併し; とは

単純に考へ? こ場合の推論

1
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民内の家賃が総支するかも知れぬ o i't は低廉な家

賃で 11到底貸家管業が成立しないかも知れな L、o

ｴ ｾｴ＠ 否々土地の刺用が阻害されるのでま色償の低落ｾＪ
H-J 

し 、 夫程困惑すべき状態ｾ誘起するものでないか

も知れぬ。夫 h の議論が沸〈のであるでは果して

1 室t也々区内に貸家苦産業か成立つかどうか0

2. どうしても家賃lま縫貴せねば無理なのてあ

らう か。

5 空地制限に釣して貸家書官業! ま如何に放資さ

るべきであるか。

4.地慣や建築資が如何に家賃に爺: 容を及Iます

ものであるか。

5. 空地々匿の指定が可能てあるかどうか。
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底の状態である こ とが明瞭でめる。 算定しにものでゐって、之等の仮定は、主として

ところで、了度問題になるのは、例の空地々版 武良忠男氏若「不動産の経線的並に投資的研究J

の指定でめる。空地 h 阪の指定に依って住宅難に によってゐる。

- J 奇の拍車を加へはしないかといふ憂慮なのでめ 叉闘の用法は、例へば延坪 15坪程度のもの〉家

る。といふの 11、空地市1]1裂といふ事は土地坪1 J 用を 貨を月 Ｓ Ｐ 闘 として 、地代 坪蛍り月 ＳＰ 銭の敷 地に ｾ

阻害するものであるのは、 それ自身が闘 的でめる 築しようとする ｪｾＺ 合 、 建築資に延坪営ｾ 100闘を

v 4 8  



かげようと する なら 、 5制の空地 h 阪に於て約 6 就で最近大阪市役所の調査がｾ 表され て居るので

分の純金o得る勘定になる都合破線で 示 しす : 0 1宋鍛させて貰って之亦室長考に供する。

筒、 大阪市に於げる地代、並 びに家賃の現状に 表中 に; 調査戸 数と して2廷はし1: ものは、 その盟主
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趣 味 の
塔 を 語 る を寄進し1: 枇 思 は せ る o :J t の五重の士誌の躍が

先 尾 保 術

の郷里のTM裕二lモの胤でめる事や、常 l与の棟梁とし

若州小1賓7来河井誠l政守忠占事公の笥: 進でめって、平L

塔! : ! : 寺に 、烏庶は祉にーと云ふ概念は恐らく明 て記録されてゐる大久保喜卒治なる仁の跡をつき'

治にな ってか Cのもので、 Jt 考へで行〈と怪符の 小演に准ってj (上寺専門の工匠であ っ1: 。食見六友

念を抱かされるに 主主ひないが、 日光東照宮には烏 衛門と言ム人〈今lま故人〉声明、の主主総に営るので

居と王室の塔とが、而 も幅〈 間近< m: てられてゐ 同家 にゐつに五電の培の元罰金共の人の指導によ

る。此様な例としては談 111榊祉の培、四天王寺の b  、 民 ｾｉ のヘラＨ盤 指の形 〉で先づ白 ｃ び きを し

石の鳥居が手近かにある 、今も ;;(.f か、 なL、か (i 知l て添君主で塁入飴いれのが潟民にある五君主の塔でめ

らないが、東海道名所厨給を見 Z子と、 三島紳社、 って、東寺の塔ときいて居る。今こ〉に久 4 に織

江の島耕財天には三重の培、鎌倉鶴ケ間入慨には げて眺め 、2吉時を追憶し故人i ' i[( びいき、かの感

多賀塔が摘がれてゐる。 懐無 きを ｾｾ Ｎ斗な ｌ 、 。一生の 内に自 分等社舎に出て 、

比械な例はも っ と普遍的のも のでみつれ に泣い 寅際に傍さわらないやうな培に趣味を抱" 、れのも

ないが、 例の明治初年の宗教界への大暴風ー践例; 左様な次第でめる。

築穣乃至/ i i 中併，分離の東療治に大つわi( 主役略せられ、 明に! 慣ち 1:誌はさてお. . ｾ ｜ 今 Ｈｩ 拡が以前 ｉ かＨ ， 抱

今 lま却て稀有な例となっ1: ものと忠lまれる。現存 い て ゐ る 趣味の塔含語らせて貰い 1: L、o 1t:; "-fキ目

してゐる日光 の塔は 文化 Ｔ 年手 宇手初めＨ本 ｾ ｉ ｾ より 共 に想像し、空想して項 き皮 L 、。今はなつかし L 、

数へて 132年前〉と 記録の潟めるある容 に完成11 Mr  Yaji robe Mr  kita hachi の時代に生れ、彼等に

文政 Ｔ Ｆｪ三 となってゐる から 、前 後 ＱＵ ｾ Ｚド餅つ ＱＺ 認 ｔ ご 伍して T，'kai Bood を商ドし1: とする。勿論斡念

本殿其イ也主要のもの、完成が究永 131ドとめり、夜、 さ〈ら披でめ ると か定期航空使に依ってずはな い

の手許にめる修瞥の棟札の潟 には元政 3年とゐる Steh by St eh  Yexi に鞭打つのでめ る。雨氏が紳

から 、共修轡の時から 散へて L 約 118年後に再逮 回 8了犯の長屋の猫住でめり 、及央金答でめり 、

の手斧初めが縁げられ7こわげで、初めのもの は来 類 稀 れ な る Humovri ot でめらうとも 、建築物に

照宮本殿港管後間もなき度安 4&1ヘt向井忠清寄進 針 する趣味i ' 有しなかっ 1: 事[ 土イロ'11: る不幸でめ( ，

と本に替いてゐる 、比の塔は焼失しれわり Tご。現 う。先づ芝は増ヒ寺の殺に そびゆるものの印象企

夜のf容は本殿 l乙比較すると約 186午後の完成でめ ) ¥じの貴重な る旅行記 に記して照らぬ。以ド一向に

つて、寸法替き に よると線高 19給霊畑迄 18問 5尺 凡営 らぬ機Tごが一一或ひは有つれかも知れな L 、が

4 すと ある。 代表的 に よ< ij; げ られてめる五重 の 今制ベて万寄る Hri がな し、 o ｾｉ 主＼ Ｈま諸彦ょ 、 ｾ ￬ ｽ［ｦ とせ

塔、妙法寺の それカ : ]09.5尺、- * 寺のが 183. 7J{ 、 られん講を一一- j j 1-1本の生んTご甚・7ご民衆的な風

興ｾ寺のが ＱＶＵ 目 Ｘ 尺 、 ｍｦｦｬｬ 寺のカ ｱ 19.4尺、法隆寺 対論家 Mr Hiroshi ge の作品中 には相'誌に有る事

りが 105. 2. R. で卒均 136.7尺 に比較すると 23.3尺低 Tごらう 一一一或ひは無L 、かも知れないが、干fつれと

く、d，¥l 醐寺のそ れと妙r&寺の それ との中間に位す して い 風景衝は民衆のそれに重きする感情 を露骨

る。今頭に洩ってゐる待色は朱塗の俗め て賛潔に に，夫白 せぬであ ら う一一。

使はれで ある事と手間のか h つれ跡が見える 。同 ものとはやJ か? モれとは何か? i ? I ; 寺の塔と天主

地は朱の産地で、小西旅館など 各所に朱塗が抱さ 悶1:' 0

れてゐる 。要するに箆' 時徳川ヲミドの常初で共威勢 拡はかねがね思ふ のだが、或ひは朝立.ち早〈新

と徳力により 、各大名がJ i . にき そふ て立添なもの らし いわ らんじの足に 釧染まぬ を?踏みしめ乍ら 、

v 5 0  



v  5 1  

日

光

?

?

ム

吏

港

建

司

-

対

尺

A

w

f

A

乃

さ

(

勇む目艮に先づｾＧＺ［る

ものは、議か彼 1i

ない。一方はこれ

併合芳IJ を来安する

1おの諸にそ、 b文

つ五重の塔ではな

かっマ; か? 或ひは

すこそが れ近 t 今宵

のf首を? と定めにl町

のやがて近き i."数

へるのは天主閣で

はJなかっ1: か? で

と忠、ふ。吾等中皐

有つれに主主い ない

1: の[ 立、王室の塔

時代の遠足に倫 IJI

ケ越へて京都へH' ，

る時党づ目 につい

と寺院の屋桜で め

つ1: 。共の時の印

ヨ長打にわすれ ι れ

ない。五十三次の

かつ? : 時代に 、或

普 2 陪建でさへ少

象は40年後の今日

ひは 「城 F阿J" J の

る大m築物の- : f ，1o

木立の' I ' に d持活す

くも U1l: S止する 、三

耳Z乃至五重に峻叫t

中心に或[ 訂i.1ili き

の内 に、 めさ' まし

と組立てられ1: 塔

一閣は、心なき 行

も深き印象を? 奥へ

1: 事は疑いを容れ

きづりの旋行者に



大衆信仰の中心であり 、一

フ'JI ま生殺奥奪の僚を握る n

政者の牙城でめる。ーカが

& 升:

受払t

ｾ ｾＭｴ 入

j1逮4請

けｾ

zむl

G  

J 絡 局 元 号 植 求 』

三事 ＧＡＮ ｾｾＺＧＡｉ ・釘書 主 党晶
ｾ［ Ｎ＠ ｅｬｾ 空 Ｑ ｾ＠ .ff 宮 山 γ r

ｬＺｅ 治 ＱＵｆ ｪｫＺ 制官 ＮＮＮＮＮＮＮ ｾ
1 7 2 " A揖 回 ，. <! ; 宮町

ｾ ｬＧＺ＠ ':.':.r. ｾ ＭＭｴｉＮ品 ｔ 拍止 百二

［ｾ五｟｟ＺｚｪＨ，Ｎ，ｴＮＮＺＮＮｾＺ ＮＺｾ

ｾＡｾ＠ 'f' ｩ 守キ ・長 ｆｾ 梶

山 正 暗 黙

士号 伐採少おお

，・ 且 骨

精榊昇、無手書の世界の腕越

であるならば、イ也は物質界

有銭の世界に君臨する待倒

Mr  Yajir-

obi 以下我々一般大衆は、

の示威で有る。l ! ! l ち各々 は

己がじし尖塔と閣とに依つ

て共感する世界全茨徴し、

荘厳すると共に

r

e

f

i

t

t

i

'

 

.、，

-
a

・
ネ

A

d
噌

吋

命

ι
e

，.，

R

-

d

・

a
-
.

，，
‘

a
v

-

a

‘巴守

，.‘，

崎

京

“

"

電

4

、句、

;

A

I

崎

山

崎

今

、

1

・

或ひはきびしき比ilt の制裁

に情伏し、或ひ lま共慮に往

生安祭の依擦を望丸しれ事

1: らう。案す・れば共 11主、

J t ; l ) ' み印皮でf部会利を7米安

“
・
訓
"
・
・

・
・

"

"

'

'

a

-

e

L
'

F

.
，

‘
・
・

2

・町
a

q
t

・
‘

o

a

a

‘.、，，
h

e

e

d

-

、R

・
A

-

G

M

・
・

4

州

a

A

する然めに阿育王が l 千基

廷で1: i : 体へられるガンダ

で有るのに、一方は鯛太鼓

ぞおち nn ＼角 井 ｊ の十ｻ［ｾにも似

ラの塔の西蔵支那大陸と m

漸するに従ひ;後形しれ L の

句

"

千

z
t
・

E

i

r

-

-‘

t

I許

凡

f

，、.崎

a

-

h

~も

n

・7

、
，
、
・

b

・aa
μ

‘，司

'

"
'

A主

2

1

1

p

b

・
4

6

-A
3

2

噌

u
h
z

・2

A

m
u

-

e

-

-

-

F

I

f

E

e

 

7

M

F

-

a

・46
7

t

、

=
H
a
t
e
h
a
-え

1: 野戦用の物見撃でめっ1:

然l ，J 答と閣とJ t ，の形の成

るに及んで 、 Ｚ ｊｾ 輪廓手法の

筈t:' 。

u
m
創

円

ゐ

沼

g

d

・''ぺ

ρ

.

，
a

t

-

A

T

拘

a

H

、

.ぉ

・

，
、

.
4

司

a

e
E

・
2

4

・時旬

E

a

'

g

州
、

A

r

，
、

凶

m

f

吻

傘

"

'

-

R

J

J

"

も

"、
A

4

4

・a

、

A

急

時

可

a

L

a

，、“

a

類似せる事よ。或る天玄関

の立 ＱＱ き其の問図にあるｾ築

物自＿例 ｉｾ に替へ項きに九輪

を立てるならばさながら例;

慈恩寺の大雁培、香獄寺

中に建て〉めるならば天主

の十三暦塔の虫 ｮｾ 、 城郭の

閣とも丸えゃう。 I而かも天

z七閣と五重のま答の目的が、

塔である。

v 5 2  



治と左のキ目惑がめってい信仰の威厳を保持する

代表的産物に 鑓りはな いと忠ふ。依って私かに思

ムに 、 天 主 主閣の最初の考案 ｩ 設計 ｬ 主税れの案 ｾｈ でめ

っ? こかは被くをいて、英の ヒントは仰: 幣より得て

武港政治' i ' 機戚イ七する湾に華経化創作せられれので

はあるま L 、か。叉をんで、日本最初の滅郭の設計

者は恐らく社寺建築の大家でめっ7こらうと足、ム 。

これ以上空想、' i ' 1こくましくして、天主間建築の

由来記でも容きはじめるとこれは私の本領を外tL

るから 、以! なのかねがね思って康仁事を' 幸いて

先輩筒先牛の御指示に待つ事にする 。
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重量j もし れやうに誕ひついりてゐ 1:0 私が「病院主主3 年前のことでみる。妻が惚の調子力; 惑い誕. い

ひもよいが、阿誌につげる築をつけてもらふ病院t いって、いろいろの病院にひっきりなしに諮っ

がめると l ' t 、が・ ・" J

といっ てひやかし 1: ことがある。蛍崎、私は附

5 3  v  

てゐ 1: 。今から考へると所相倦怠期fごつれのかも

知れないが、ゐ1: かも病院主主ひに新しい興! J 0 1i でも



呆、馬鹿の直る紫を? 知らなかっ7こが、年i斬〈元夏 この志[ 主射ー11! 1:I.ーなりといへども 、政築物の仰l き

氏の云ひ分でないが不惑に主きして、主主にこの惑を? を造る我々に於ては、経 験 程 専 大 べ き な い 患 者

音量見しれ。それは「経験」でめり「年の効」でめ にも賢者にも経験程よく効〈書道はないのでめる。

る。 有島武郎氏一生の思索の結晶「惜しみな〈震は

我 h 人類がイ也の動物と !ft. って紛糾、物質共にす 奪ふ」にこの古は 、 健験なきものに車ｾ Ｎｱ しく理解

ばらしい文化を持ち得るは、経験の{ 導主主力; 、言葉 されれりと去ってもらひ皮くなしの言撲があっす:

と、言葉を文字に記しすこ文容によ っ て行 lまれるの さもありなん、 さもありなん。

であるとの事は、何人も認める所であるが、さて 一昨日 、 紡織科を同年に ｈｾ ＧＱＺ友人が ＱＴ Ｏ ＼ｦーぶりに

この経験の鱒主主そのものが、物質方面はやや完全: 尋ねてき' 1 : 。彼は大合祉に紡紘技術家として入枇

に行はれてゐるやうであるが、精榊方面に於げる し、その自己の知識の上すべりなるを感じ、第一

経験のf専 主 主 は め は れ な 状 態 で あ る 。 i l 7 よ り や り 直 す 主 主 ぷ 込 を7以て、 i雨6 ヶ年日給80銭

物質方面の経験の体主量Ｎによって多くのｾ明 、 授 の純然 ｦ こる職工生活ｾなし 、 羊毛製造の金工 ｦＡ､ｬ こ

見もされ、各種交遁機関も昔 H の仰を溌九し激 L、 わf こる作業を身をもって経験し 、 3 ヶ年前より旅

渇になっすこのであるが、病榊的カ面になると、今 l仮 200ii:i 闘の小学毛・合祉の工場長として的11' ，、てゐ

倫慮世のよりどころは論詩でゐり 、 新約基 ｧｾ きであ るが、 6 ヶ年の械工生活により 、今使用しつぶめ

ることから考へると何等ili; il1l， してゐないやうに る如何なる技術者、女工よりも立11何なる仕事に L

見える。 まげない自信を得1: 0 Ｖ ヶ年の職工生活は昇進ｾ

我々は経験の築積である文曹を絞み、或は先輩 後らしれゃうではめるが、今同級生営見わ' 1 : して

の経験による数試を聞いて成長して旅? ; のでゐる みる t 、 それ程遜色をも感じない・・・・ー」

が、 これ等の讃み、聞きしれものは如何にも その 犯は経験尊重の往きれる標本合まのめれり凡て

印象 lま淡い ものである。我# の挺の知識となり、 公式的、概論的、質験的の信珂若者? こりし過去の白

カとなり 、我 A の行動会支臨し 、現場に於げる指 分の居、さをつ〈づく質感しにのでめる 。

導方針ーを奥へるものは、 これ等の讃み聞きし1: も 今朝もこの友人かち手紙がきて「久し' - ' りでめ

のより 、 自己の経験によるもののブJ がより' 1 : しか つて云. q ' -'- --、思 l立子自己を額りすぎて云 4 ・・… 固

なのでめる。 紡織技術屋でな〈、紡織屋として云 h ・・・ J

我々の知識の修符に讃み、聞きの外最も続賀な のことがらがお されてゐ 1: 。

るは、試行錯誤法 CT rial and Error Methodc) と 放は建築技術家として v な い 建 築 家 と し て 寧

いふのがある。炭火 lま熱いといふ革命幻見に認識 ろ注築屋として、住宅を 1: て、は雨漏りなきを第

L しめるには、これにふれさせてみるに必る。経 l の信僚に 、経験容量のいぱらの主舎を切り闘いて

験なるものは、この Trial C  Error の集積でゐ 行き 1: し、 。

る。これ は如何に先人の文訟を・讃み 、 先人の話ｾ 雑誌住宅 5 )] ' 51' 1，金凡れl i 新名氏のr101. 1"- 住みて」

聞いてもその! f t 意は、 この Tri al  C  Error の方 のＡｉ子文学がゐる。経験写 Ｎ 電の大なるｾ訟を Ｑ Ｍ ＡＱＱＺ や

法によるもの穫はっきりするものでな L 、。この食 うで心強L 、。由来建築屋といムのは単なる経験家

電な紐験を? 建築界は電んせ' 子、公式的に 、官正月量的 の外何物でもなし、。

に耳15道 へと主主みつつある。

v 5 4  

「吾人背年の官ir には只理論ゐるのみ、経験、経

験といふが 、 経験は主主く有ｻｬｬＺ事Ａｾ金でみる ・・ 」
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誌 上 展 覧 曾 に つ い て

我忍! 土今3火事S1! : ::I，' ; @L ，今や暴風一致新煎亜の長期建設に遇湿しつ L あるf'J(

にｾＮ・ り 恕事目的建 ｬ 戎 ｴ こ作ふ必ｾｾ奇材の ｩ 肖質問初日 ｬｩＺ こ各積原料自給の目的 ｩ こ ｊ 溜 ｉＮ｜ＡＮｾ

する代用話工業の振興 ｾｍ ドれ時国殺のーと して 特［こ恋愛意義を加へつ ｌ ある。

而 ｌ て之を一自主代用昂ニＧＱＮＮｴて ｬｩｭ るに各方面に於て自ｾ［［こ民主語なる研究が烈けらわ

ステープ ノ ｌ ファ イバ へ 水自主 ｅ 釧 Ｇｬｪ の皮革，大 ｒ カゼイン合成世 Ｓｴｾ 旨，再生ゴム号車の

ｾｉｬ き代用品Ａ士，桝次工まね ｩ じされ，省 ｫ その成果を ｾｬｾ めつ ｌ ある。然るに台が建築

の分針。こ於て l i ，代刷物l斗i11iに新時代に週服するY ; J ; 誕工法の研究考案に釘する必

要佐の緊迫せるもの ｾｫ あるに拘らず，材料の範囲が何めて底汎 ｴ こ及ＨｪＮｊＳＮっその

工法の綴縫多岐に亘るお，そのa i ! 羽ヨ号案と之が工業iむま容易の岩きでなく，米だ代

用材料として見るべきもの L 少< ，且つi i M: 曾f J 句に普及 されざることは誠に趨憾で

ある。

こ >.1こ本合は代用品並に新. 輿製品を: : : t : 燈と する 「誌上展官舎」を! 些L ，以て之

容の研究考案; こ力強い刺殺と拍車と を1mへて之を助長奨問寸ると共; 二腐〈一段。こ

納介L てその普及綬展に諮興せんと するものである。
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E1富 岡 田 岡 繭

銭 網 の 要 ら ぬ 壁 i  

リダスター
1. 錯網フェルト走要せざる事

-
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マグネシア待有の修着カを利用し木宿へ直接 l、塗を施せば木肌に完全に符着 しH {r?経る も長に脱化

して木認とー憾となり 、 絶望当に勉裂 、剥 現在の民 ｾＱ 無〈堅牢なる獲伐を構成致 し ます。

2.防 水 力 強 大

上塗が防 水 力 ｾＡ￞ Ｎ 大でゐりますのと 、 下塗のＧｩｴＮＧ皮大なる錦 、 雨水の浪記霊する民 は 絶望当に あ り ませ八 Ｐ

3. 木 部 腐 蝕 せ ず

雨水の浸透せぬ然めと下塗材料に防腐性がある縛め木部lま長年月五? 終ても腐蝕致 しませ ハ。

4. 耐 火 耐 震

マグネシアセメント は超高級耐火材料でめります から塗厚六分位のもので L充分火災の延焼ゲ防

事得ます、うえ強制なる跨着力める絡め創れれり剥落しれりする事はめ 1) ませ 1，"  

乾性リグノイド床

1. 幣滋の援な〈色キ目i夏美

3. 撲を立て守衛生的

5. 浮上り亀裂の愛なし

7. 値段は リノ日ユーム の半額以下

主 な る 特 徴

2. 弾性に富み足締り柔 し

4. 堅牢にして永久的

6. 軽盆にで船舶、車柄にも好適

8. 市松模被等塗交自由

試 験 成 績

耐 熱

度
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度
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日

mω

度

( 標準試験鍋棒¥! ' 灼熱 して接締す。 お官民 〕

何等異状な し

接自首官日給費量色i > 呈するも 4負傷 な lノ

接繍 部僅に 縫込み損傷す

強 〈ー卒方糠に付庖〕

二 四時間後 七 日 後

抗 張 力 30. 3 48. 8 

耐医カ 203. 0  275. 9 

ニ 入日後

58. 1  

296. 8 

九0 1'1後

65. 0 

378. り
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マ グ ネ サ イ ト 原鍛石

マ グ ネ シ ア セ メ ン ト

鋪 床 材 料

塩f l リ グ ノ イ ド

リ グ ノ イ ド 用 消

内 墜 材 料

業 ｾ = = ラ ス コ

開 i筒 テ ッ ク ス

ド ロ マ イ ト

課 l外 壁 材 料

リ ソ イ ド

ロ ッ ク ス タ ツ コ

目 ｾ - ! ) グ ス タ ー

壁 貼 材 料

オリエンタルクロース

大 日 本 機 械 工 業 合 社 製

鋼板鉛着 ゴムと止

南 満 鍍 業 建 材 合 資 曾 祉

東 京 市 京 橋 限 月 J島* 十l' 司E 九 丁 目 電話京緒(56) 一 二 九 六 番

大阪出張所 大阪市西成版津守町七0 - 1l } 地官Z話腿川凶入O七脊

丸列'1出張所 稲 岡 市 吉 塚 町 一 丁 目 二五 若 干 地 電 話 束 三 五 入O苓
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建 具 金 物 代 用 品

今や金属製品は材料のOj l j . 誌により制ん 代別品に鐙って参 1) ましに。

住宅 、事務所 、病院、準佼、工場等建築 に建R 金物類の重要性は吉」、迄も あ りませ

んが共の代用品として我岡問有の竹材及化撃の日産用品合成樹脂を利用し績ん金属製

品より代用品へと開策に沿」、ベ〈研究中で寸 。既に 大生ド完成市販致し て居 ります。

一 一一 【製 品 型 鍬 進 呈 】一一一一

代 用 品 工 業 協 曾 々 員

代 用 品 建 具 金 物 一 一」 ー

ホッパ ー換 気 窓 俊 賃 元

一 般 建 具 金 物 J 、

小 野 鋪 助 商 ) 古

大 |収 市 西 医 立 賢 明m北 i昌 一 丁 目

電 話 新 Il lj 宵 ) L 十 七 蒋
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.  
-

スパア ｊｾ 壁ど

フ コ ク ラ イ ト 舗 床

スパア) 1，. 壁材は木造娃喋物に1討し舘網・フェルト 等ーを振る必裂はく本摺に i直按1ii1!.i. : して純

子t!{dJ i存、地裂を生せす予防火 ・防主主の完壁を期 す陣| 策に沿」、内外壁で・あ ります。

- 防水性 と防火力強靭なる事 ・亀 裂 を 生 ぜ す

特 徴 ・鍛 納 及 フ ェ ル ト 不 安 ・防昔性に して優雅 なる .d]i ・

・施工迅 速にして密着力強靭 ・偵 格 低 廉

リノリユーム

コ. ム タ イ ル 優 る 舗 床

フヨクライト ( ま弊枇が十台数年の例究と賢臓の高山県

イ ｉ Ｚ Ｎ［ｦ ＼Ｚの床 材料 の持つ線 、 ての 快 陥を ｾｉｬ 令去し ｊｉＮ つ我 ＱＢ｜ＨＱ

のＡ武 ｬ ゴｻ￯Ｇ，Ｚ ｾ ｬ Ｚ Ｎｩ ，ｲ ｩ Ａｉ 犬態 ｬ こ え当地 ｻ せしめ得る ｊ Ｇｉ ｬＮ 想 Ｈ Ｑ Ｂｊｾｬｮｈ くと

して完成せしものなり。民に リノリユーム 7えコム

タイル等lこ優る納J示材ーなり。

御指Z式次 第 カ タ ロ グilii 呈

ー場環麺鰯曹関

日 本 工 材 株 式 舎 枇

氷 点 '11i 日 本 橋 通 2 ノ 4 ( 日本橋ビノレ) 電話日本橋 (24) 265.980.981番
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農 林 行 、 前J 仁折、内務折、推撰|必l 策 品
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ー

|三金緬

ゎ;宅密 生J( がj

-
・

=
=
-・
・

=硬化竹筋
( コ ン ク リ ー ト 用 筋 材〉 特 許 ニ 件 、 出 願 ニ 件

--z- 竹材の天然強度{ e } 1 I に府i注し| 坊腐耐 「アルカリ 」同it 久1'1:1: らしめ1: り。 父 「 コンクリ ート J との附

ＭＨ ｦ 仮皮のｊｴ ｈ ｈ･ 幽 る Ｑ Ｚ めの 川， ｮ ， 畑町の無機質保泌 ｦ 主 肢をｾＮｦ Ｂｦ 成す。反に竹材各郊の限度全均 ｦｯ 千イと す る

ＱＺ め根幹自 ｜￭ と尖端 ￬￬｜￭ｾ､ ト交叉結束し是合 一 惚に制化せしめ ＱＺ 1) v  

本品の破［Ｉ災 ｬｾｦ ＡｬＡＯＡｘＮ 総ｻ士匹 ｬ 隠 ｬｩ 阿 の餓 Ｑｭ に ｊｉｾ ベ平均 ＶＵ ｙＮ 以ＡＭＮなるを以 て 足Ｚ {!: 二 本結末することにより餅

悶IIt士 (;¥'))11するl . . 30Y. ｾＱｦＮＮきの筋材をＺＧ 1  ｾトベ し ω

1101. し本品の駒iiliil 士鋭的J に 比 べ 併 1) 11す る い 附 近1'1: のN_ /l f. ( 推抜成井氏勾，iI.'f 300 m; / ド以上〉によりコ

ンク リート の附員を榊 1)11する 必 要 な し o Ｈ 世， ｵ 支 Ｇｍｒ ｩｬｬＺＮｉｦＧｾ Ｉ

.  
-

.  .  
-

硬 化 竹 筋 の 種 別 と 断 面

-
・

=
-
-

---

平面 >;'1 |  A  No. 1 ('，E: R I5 10  I  A  No. 2  ( 定尺 15尺〉 A  No.3 ( 之凡 15尺〕

箇l ilii 

⑨ ⑧ ⑧ 
15mml  20mrn 30mrn 

切1 皮 M tl:. i i  1i ii  6 粍 9 粍 1  2 粍

続 '- l!! Hf  段 定 )，- 一本 =1.J O. 門25 1 同 0. 55 
1  

j; ;1 0，85 

18. し jim 文敏吐 = 依リ 剃 引申 1-."'<' 7-

竹筋ラ豆 一 ＨＯ耐 久 明 ｉｾ ＮｊＮ［ Ｇ ｉ［Ｇ 日/ 刈Jj 火辿築 胤Hl I権川 Î J ｦ ｩＵ 行株 Ａ ｾ ｾ ，Ｚ ， ｊｊＩ
本 品 Ａ ｬｦ￭ 回 ｦ 七竹賀宮内ｾ， ｬｪ ￍｬ まぷに して ｭ ｈ rアルカ リJ Ｏｉ ｽｪ ｾ 耐久十 ｕ［Ｚ ，) 1  ｑＺ｛ に ｊ Ｇ Ｚ ｩ Ｔ Ｚ Ｑￎ ｾ Ｑ t 内務省 、 警鵡 際、 大

唱者 世「、 ｦ 昇給Ｇ｛Ｇ￮ Ｇｬ ｬＮｬ 局 、 ｾｩ Ｉｩ Ｇ Ｚ di 件! 坊主地顎 1'. iモ宵 の6'tH必 ，t" Ｇ ｾｊｌ る ｽＧｉ ｩ 1:  '( 今JPI i 的' 供花祭に鍛納ラ Pえの代 終

，::， (  /， ｔ Ｍｩ￭Ｈｾ うを ｉ ｴＢ ふる .' 1'. な る 丹ＱＺ￬Ｎ会 ＱＱｊ Ｇ Ｚ Ｇ［ 抗 ｬ 立の￀Ｚ ｈｨｩ ・ ｈ 低 Ｑ Ｚ 内容易 、 金 料 山 附 ｴ ｦｊ ミ ｉ ｬｦ Ｔ ， ｰＩ［Ｚ ｾＧＹ ＧＱＷＮ 償ｾ ， ｾ低

成等の待長により七メン ト モ， ｾ ?l 品、 アラスタ ー、 漆日氏 、晴、防 火 側、 1' )血ブu ツ ク芯 材等に 11f.;a

す。

= ツ チ ク ラ ス の 規 格 と 値 段

定 尺 寸 法

3.1 R  x  3.1 尺

一欄 ＱＺｾ 造 内 寄与 標 準 値 段

定 R 一 枚 二十J' 0，円 3 2  
定 lミモノ 2 4 枚 木 林 f

拠法投資 J じ

日 本 竹 筋 工 業 所
本月i I : 不1I 歌 111 市 外 北 山 橋 l川H11{

'i[ i  ，m 1  0  9  8 許

-ｾ＠ ￟Ｎｾ＠ ｊ ｾ＠ . 1'， 場 不II ;;fk 111、 '!: ni  J:、 !岐1i1.以 !-'、 祭 111、 全同|各地 ニJVh引にJ 'I' ，I，i; アリ 2  

.  
a・1111 " " " 11 " ' 1111・・川， . . 1111 1・1 11 111・・ 11111 " " 11" " 11 11 " 川川1 ' 111 " " " 11 " '1 111・・ ' " " 1 ・111" " " 11 1・. "川l・1 11 111 " ' " 11・1 11111・1 " " 1・" 1111 ' " 川.. ，H H HH h -
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・
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“ 〆、キタイ r "

j  特 性 防 火 、 防 然 、 吸 音 !  

i 外 蟹 ラス階以 |ーの効 果 E斜線、f:() .，¥ 

ｾ＠ r f t . ' "A.  ，内盤、天井 ノヴ ジス、 ベユ ヤ↑ ｉｾ 以 Ｑ Ｎ の ＱＧＱ 能 と ｊｬ った 術的
用 途 〈 皿 f  

:  m ｾＩ潟 スレ ート 緋 、 ｾｻ坊 Ｑ ‘ ｩ 洲 、 上 ｢ 以 ｼ沖同 ｩｬ 久 Ｑ Ｉ

{ 床 タイ吋 ｌ 、 ｴｴｾ Ｇ ｈｩ 、 モ， ｾ >' Ｇ ｾｉｉ Ｚ＠ 1'.: ｲ より 以 ｉＧＮ＼Ｇｾ 凡 さク ｙν ヨＺ，ＮＮ l: +.':1) ・骨f:

特 性 保i星、保冷、防熱. 防火 山ｾｾＮ t>l 料 を 踊 !史 し

( 防熱、 保 湿 . コ ，応L クw以以IIト勾の効見巣!L二 t 防 火的 てLご一坑山|ド附; 均/ j '全全七、 I(防;リ均/j "  

Ｑ 令［凍東、政氷・ コ ・ ι ク甘 ｊ 以 ＱＮ の ＱＧＱ ，能 主 ｉｾ 方 ｊ￬ ｬ 、 ｉＨ Ｏｪ ｩｩｬ 、 耐 久 Ｈｉ Ｈｊ
用 途 < :  の 'ふ を' は 殺 し て 煎

)  ｉ 建屡根・ 完全 なる ｉ 的熱 と ＱＨＯ￮ｾＺＧ ，ｾ Ｎ Ｈｉ Ｈ ｊ

，; ;  ;. *Jj.. ， ， ｲｴ ｾ Ｇ＠ ￭［｜￬ ￬￯ Ｚ ｾ ｊ ￭ Ｚ Ｇ＠ N.t!T.I: ｬｾ ［ ｀＠ ｾ＠ I主い !: (が じ k す l  F 内 外 壁 . ) .;. Jj 、床 、 11¥III :tJ)、 N.t!T.I: l品;@

. 益主‘

日本ヘキタイト工業株式舎枇 j  

'fキ t r1) j'  I(  1;;-.( di Ｊ 断 Ｇ ｾ -I t  前 三 r 11 -1t7f1ピ .l L- Ｍ Ｑ ＱＺ ｾＱ Ｎ Ｇｲ＠ :  

電話 ｾｴ［ 寝 ｣ｷ 刈 〉 五二八八番目九四番四九五 番 目九七番 E  

イ，.; Ili I ・) ( 1以 di f  I・} i ｉ ｾ ｻ＠ '1'- ｾＡ ￭ Ｇ＠ di 111) 二 ノ¥ 得 地 .  

電 話 ( 卒 里子J 四 三 四 番

1:  )4)，: Ｑ 卒Ａｪｬｪ Ｎ 工 ｊｴｾＺ J( ｾ 反 ￯ ｬｩ 11・占 10'，: ; ;'[5- ｾＧｦ＠ di IH]' :  .  ，、ヨ1. 併 地

相 Ｑ Ｑ 己 ｗ＿ｴ ｔ ＩｾＺ }己 附 di 長 州 字 長 ) 1 i存地

=-

---

z-

=
・
・

=
-=
・
・

==-

・
・
=
-
=
・
・
=
=
-
・
・

=
=
・
・
・
=
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|  防 火 塗 料 |  防 火 液

l  ブ ロ テ ッ ク ス |ブロ・テックス・リクイッド j

j M|木 質 繊 維 質 問 紙 布 壁 材 料 | 繊 維 質 加 工 品 ・ 紙 布 加 工 品 等 ;

! 設袋法 防火液エテ 1 回防火塗料エテ 2 回 | 浸 漬 塗 ・ ス プ レ ー 塗 i

刷毛・スプレー雨用 |  

;色 124要黒 J 3 刊 エ 鯛 レ テ 嬰 ! 無 色 透 明 1

i乾燥 |約 4 • 5 時間 |約 3 • 4 時間 ;

; 鈴坪 I 1 立 エ テ 約 2 坪 見 嘗 I 1 立 ニ テ 約 2 坪 見 嘗 1

1 6  

2  

御申越次第説明書送呈

大 日 本 塗 料 株 式 曾 枇

大 阪 市 此 花 |亘 阿 野 下 野 IHJ 3  8  

官話ゴニイ1，) ) 11¥492 ・835 ・7158 ・8167

工 場一一一大 阪 ・品: 出 ・上的:

支 庇 管 業ffr - 一 一東京・大阪・門司 ・ボ天 ・大辿 .  
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煙璽璽画壇翠ヨ

日 昭 化 粧 板 の 特 長

( 合 成 樹 脂 蛸 層 板 大 サ I x 2 米 決〉

- F 圃 圃; :  

--

-

-a

==

-・
・

==

-・
・

==
一

・
・

==-

・
・

==-

--

L=-

・
・

==-

--

一==

・
・

=="
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-==

・
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==-
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・
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・
・

==-

・
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・
・

==-

・
・

=

水 量1: ｾｨＺ＠ 1'-1， 所 ノ 一 部

(  11 日夜化粧阪プテ ープノレ天板、版鋭、寄付一五、 ドア一 、街 T: =- 問、周〉

1， 1.制官j ｊ ｴＭｻ 也 一 切の仕上工作金要目す Ｇ ＱＨＨ ちに災者して耐久力粍 ｫｬｾｪｦ ノ ｊ Ｈ 、 耐熱 、 目 ｪＧ ｦ ｬ的 、 耐油、耐 ア

ルコールの侍質を有して} 去り土すo

2，化粧板 11高尚優美なる色彩、fa才能な る光i事を告し、極めて上品で奥床しさを持って居ります。

然も化粧板、 11材質金惚カ; ・! l l ' 1 となって悟り土すので塗(i(!i 等と主主ひ勉裂剥脱は絶封に無く勿 lil命

万 輪ノ ｫ の狩 ｩ 拭に耐へるから汚染の ｪ ＱＮｾＺ 合泣ちに揮をま＿由 、アルコール 等多極溶鮒によりて ｾｾｦ 拭容

.Mでめり 、幾年縫ってし夫税に強化は無いのであり ますo 又 耐熱性でめりよ す匁に塗飾の如l

〈粘着性 lま絶無で如何なる高級塗料に依る主主飾も及びません。

三 3，化粧板lま現代化感知識の精髄( ! > ! 長め? こ製造法に依り篤くべき高唱の l、に作つ7こー骨量の接着物

.  でめりますので老 ｌ 最 ｉｊ 縦 、 湖 ｪ 裂せ守木陀の伐に狂歪を＿生す Ｇ る ､ 五無く糸ｻ兵の乾 ｩｾ に依り伸縮鑓

化の量Eはa : にめりません。

4，化粧板[ 主化撃的 の製品でt版物 'et よりなれ る原 料に依る ものでゐりますから 、議官虫の長 l立無く

t  製 作 rl 'には高熱と高肢を利用して永久不鑓の所詩人池波 Ji'!i七しれのでめりますか C至俺衛生

的でM等の臭気を持? こない のでめ ります。

ｾ＠ 5，化粧叙の色彩に就ては?'1; 枇獄待の研究に基く鎖物質顔料金 h惚とし 、夏に 1.
1
11工の際u; { ♂に高 熱

2  皮( 誠氏百七十皮内外) {!>j J l l へてめりますから鎚色の恐れは総到にめりません。

i  御 注 意

ｾ＠ 1. ［Ｑ ド ｬ 忠 ノ ｝享 ミ ノ、 ｉ 粍 ヲ標準 ト 致シマ兄カ・ 御拘定 ニ基キ Ｑ 寸厚 マデ製作 Ｚｉ ｾＪＷ ［ｴＮＮ ｏ

ｾ＠ 2，本品 ノJ模様ノ、片面ガ普主主デアリマスガ用途= 随ヒ雨 iiii ュテモ製作欲シ" " A o  

:  3  ベエヤ 汽張リノ、 G粍 厚ベニヤ 何ヲ標準 トバー 1m工'1-'(.3巳 1 枚= - (.j 差是関知tl Jtl'ノ ー[JT-
o

i  

i  4，抜者側ノ、 1 封皮=- ( 、i 古 関J台銭= テna資主主シテ万: ーリマス。

日昭ーィー工業株式ム祉 E  

.  筒フ' 1 r ム 莱 抹 瓦 冒mt

E  京都府乙訓m5新品rjl 足村宇品111足( 東海道線示1I 1足騨前 )

電話神足( コウタリ )23番 話 番 振 替 京 都7465番

1 8  



E E璽盟理翠ヨ

( 新 資 源 の 関 委) ( 高 認 の 新 利 用 )

11  装 防 保 11

<> <:) 11 飾 11 <:) <:) ｾ＠
- 筑 光 11 用 11  及 軽 力

立 ユ 11 ｾ昔温 ｼ ｼ ｊｅｦ 戸 建量 終 ル
11 "'  11  t従 メ 足 ，、 .  )"(- 11;  

的 紫 了 温 11 ウ 11 秀 機 加 会 的

を 11 ス 板 板 11 川 方 〒 遺 料 ク

化 改 11  - - ，， ｾ＠ .. ｾ＠ 11  "" -ifii 工 木 -ilf

手 板 ぐ 板 11 の 11  に 品 材 さ 事

似 <> ｩ ｾｾ＠ <:) 11 ｾＭ 11  11柱。 を。

詳 説 11 優 11 堅 手 !

行 11 秀 11 ，3 保

要 似 11 Ｂ ， ｾＮ＠ 11 特 訓

11 1¥: 11  柿ー |山

11 用 || 1 2 2

11 ロ 11 保

』引| ロロ |川l  

日 本 保 温 板 工 業 株 式 曾 枇 本判材州川刷此i可1: Ｍｽｾ昼監 ｔＳ＿ 戸程 ｕ昨 Ａｬｩ

ア ン チ パ イ ロ 一 ノ ルレ

217 耐火・耐酸・耐水・耐アルカリー塗料

IMJ 火山ー揃LC;lL. O C度 ~ー" ] 1: 00 1主 谷間作色

東 洋 理 化 拳 工 業 所 i  

:  )¥_ 1以 i li 同 区 江 戸 川 . 卜. 泊 二 了 門 ( nfj ，f:!Iピ J レ)

電話土佐宛八一六三番・八一六四番・三三三三番 i  

防 火 塗 料 ア 不 ン

( 金 Jrli 耐 火 川 ア ン チ ノミ イ 口 ー ノレ )

ｼ均株化 スルヲ 以 テ ｉｾｩｴ 久 Ｉ Ｉ ＱＡＡｾ 山 、 Ｑｦｴ ｾ 各 ［，ｱ・ニ Ｈｌｴ ハ従Ｊ｟Ｚノオイ ルペ ンキ同組 ｬ ｬｴ

銭 ハ 熔 ケ テ 毛 塗 料 ハ 燃 へ 又

旬 l

"'<. 地

イ;l;

"x. 
ムピ ソし

1 9  



J . ，，，，， . . 0 l，，，..，』，s1・111111・111111・1 11111 1 1 1111 11. 11111. . 11 111. . 11111.  . 11111・・川岬1111 11. 1111111. 111111. 11111・・ 11 111 1 . .川11. . 11 111 . . 1 1 1 1 1 . . 11111・. " 111・・ 11111. . " 1 " . 1 ' 1 1 ' .

-
h  .  .  
・ー

・ー

.  .  

耐 火 木 材

よねーｾ ｾ (  Ｑ ＢＰ 主ん 辱ｾ ｾ Ｎ， Ｇ ｩＧ＠ / 1' 

工 大 耐 火 木 材

-
・

==-

--

特 f量 1. Ir¥f J 火'1'1: ｬＩ 完全なること。持泊 の焔 Ｈ ＱＮ ＳＰＰ Ｇ ｃ Ｉ には 勿論 、 焼 ＧＩｾ Ｇ ｆｩ ｬＮ (3. 000'  C  )  

に笠I し絶主J安ネ 2. 延焼。1' 1: : のないこど。 3. ＱＡＡｾ 色 、 無具 、 責任ぷ 、 ｬ 投 ｩ 始 ιＱＧＱ Ｚ なく錦 、 卸 ‘

釘が鋭、ぴぬこと 4. 木材のめり必を11守し防肘1'1: ｾ＠ ｾ ｉ ＺＮ すること ＵＮ 効Ｉ Ｉ 抑制コ ー ｬ ・ ｾ ｉ ＺＮｕ 卜Ｍ

6. 1貸付千の低W{

注 入 料

.  .  

種 長!l I  i  1 入料〈薬 品共J l 百is 考

四 分 約 〈疋 Iτ 分〉 坪 常 り | 1. 00 |  人口乾似: 合要せき' る しの

J '、分 恢 ci 干: 三分〉 坪 常 り 1
1. 50 

J〆-

j1. J  
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府 花 IlI i 二 r l l 電話 l 国一七番目七0 一番

¥= 七五番 三六二番

同 甲 府 場

'jI I(.f di '1お n 騨 l. iな 電 話 二 九 三 三 番

東

.  "  

"主F主王C  

業 所尽

J-lu; ( di Il 4メ矯三.!1.J: 前、て，UI ピ ι 凶階 電話 日本編( Z4) - O八七醤

.  .  
大 5反 約 庖特

ん11，庇di1{ij"r; 7;:，:' :jfl! 八待川 i - ・帯地 Ui  ， ｾ ＮＧｩ＠ 51) )  川 !岳 点

日Jf 電 話 南 ( 5) 六 五 八 五 番11I 業

球 部 引 高 年 雨 樋

.  .  
時代の趨勢に鑑みfH製1:I:j 樋の 1¥II J として今同作 fiH令が政瑚引高年同 j岨の製作販貨

を閉山致しましに。従来 の 建築物に侠川し ｦ こる ｉＺ｛Ｚｪｴ 面 、 ｾ ｉ Ｇ ｾ 製附樋は高悦にて且又時低

下に於ては成る可〈 一般的に使F! J をilli く可事政I( ，fの131向に もあり 民間に於ても又然

りとイ子じます。

現ずF は 「トタン製I:(:j 柚_I ｾ使 ｉｉｊ なげるも ＩＨｉ ￭Ｉ［Ｈ バ ｊ に於ては ｈ 年 ｮ 然 的 に附蝕する Ｑ Ｚ ｉＺｪ

樋 は賞 に瓜 ，' j 間間以 卜.のJ口火を:--; U二卜ー し11本金凶に 於 ては 山氏二r寓! } l l と云」、見 j くなる

抗告: を」よるに宅りではIIIH:: ¥i l. に拙如きかと il限可照舟州3わ川'1叫1

千令?の殻1肖2せる I砧法山削J)榔J1郎J指日附り引|防h前-I54年ド刊|川山I:Jサ兆本抽血をを? 此|陀際zηT公J升l jんb町;御仰愛愛，)川川|リJ ｉド ｊ されて附易家 ｦ の打机 ｩ 火ををｾｾ似防 ｪ点 ｪ ぎ ｕ以、 て 〉本 4本正

Ｑ品 ｲ日 Ｑ の最 ｊ太￯Ｚｾ作干 ｦ微［投史で ゐ る ｼ同州 Ｐ耐州ｪＭｪ 久 Ｑ力 ｊ油カが ［ 唄＼ Ｑ比七 較 ｦ白が的 ＱＧ，内 Ｔ竹Ｉ ｾ宏安 ｫＺ <て車絞τ1主bf f 1-. 引手IJ に して彩色も好みにより

美加を止しえ｝Ａ［築物 の ｩｾｾ fJl'r:を 1"') 1.. せ しめ 11 つ似イ( .使命をノたからしむるすれま仲様の待jl1tJ I

f  '1' 1こl ' f かぎる乍を何人心以て川， ￬ｾ ｩｊ ｬ ト ー げます 。 ｨｾ え で は御 川 命の色 ＺＱ｝ は多ノレにＫＨ， Ｉ らす Ｇ 待 ｪｬＱ ， Ｑｉ

らせ ー ｬ ごされば係ｌｩを参 卜 Ｎせし め ［￬ｾｴ ､ι ｕＯ ｩ 守待 ｬ Ｇ 付 Ｑ ，Ｑ炎にｊＮｦｩＡＮｻじます。
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i  Z司副 戸 ・ 濯盟国 大| 以 -di 役 所 ill 占 拠 御 推 慢 の

ー 冒寸 F司EP' i山 本 挫 築 峨 ド 地 用 ?  

F 1ι 1 - BE Z  一一

;自 慢! ナニワ瓦 ;
ｴ ｾｬ ｬ ｾ ナ Ｎ '11)-

Ｇ ｾ ｉｾＩＧＢ 内 、二 ＱＭＮ Ｑ Ｑ

口 ＿ ＿民 Ｏ 寸列 島 ｾ ( 特 許 出 願 中 )

1 1  ｬ ｾＮＧ 白 司［Ｂ， ｲ ｬ iI" 

問 ｾ ［ .. - -.司 【正 二 亙 】 :KJuil こIII Jl IIj ある 粗 J(liの [ ヒメン 1. i  
ト 乱 ー ， 置 、 、 .  .  

2  にi広三u - ai ¥ ムE寸 モ IL タ J l _1 製にして 、H 火仰はケ ?

h15? っ?;p .‘ニ ，r. 1，. 1  所 以 I-j t け 1=宅伸 明 純 な る 判L で -

f l  ｉ ｾ ，ドｾ Ｎ ｾ Ｎ ｜ ｟ I “: ;  1. .  rJ;; 

ｾ Ｔ＠ ... ;¥:; ｾ［， ＭＺＺア手 ｔｊＺｵ ι ｊ Ｂ ( わり止す i  

一一' 剛一一 吋 市， モ. .・ ‘ 4  • I  

， r ' E 寸 【研 可 、 〕 ぷの :UJli;( まれ聞にて 、川住iの深さ ?  

"  h若手ム ー胡 ｾｉ＠ _  __' . I . r-.  "Tt :  八 /'I I_/ ĴII 卜、 Jにさは ) l ・J- f (j 、りさ (.:t :  

:  ｛ 温畳 ιｾ ｉ Ｎ 1  ・1 ・，. 1  A 分とす

[0  •• 圃圃園面幽ｾ 1  i量 」 自 由 婦 、 I "  I  

掴E7 7- - i E R之川 嘗 臨l 【τ 一 五】 ー牧 のが 1¥: (1 1川 勾 l1.. j Ｇｬｾ ，＠ J f Ｇ，ｾ Ｚ ［＠ 1) 

掴・. I  '，l 1'J W J トl 圃. _ _ _ _ _ ) 面温奄舗

｟Ｎ， ＢＢ一一ｾ Ｎ Ｇ Ｇ｟・圃・・圃 ｨ 唱 iY('・) 1式 I.n

膏 ｾ Ｂ 兎私 ｅ ・ＮｩＭＺＧ， ι Ｑｅ ・ｅ ・Ｍ一ー ｬ 司

【を包 L_j き】 れーへhI 'i 'X. (よi)7j J k ひに is( 陪そ泊1; ;lの ?  

11¥1隔 に 幻付 け ドーノエ ; l 1. ｊ の 如ｾ :  

ｪｬＩｪＷｋ 紙を貼って 、 共トーに ｾｦ￬ めて五分内外の同地に 「 ナ ユワ ｊ ｨ を Ｍ ｊｉ ・｝Ｇ - -分 i  

fまひの ': : ( 鉛引き叉 は普泊の主 j にて問ケ所打も付け 、以 て時下地を作るも の

でゐります

機械製にして 、 ＩＱ 手 Ａｉ た寸法正敵品質は Ａｬｴ ｾＡｾ < て曽ぞうjOfllll'lil こし てJI.つ 1

11

1ｾＧＱ あれは

A伐材の桁泊先令ノ- k 久腐蝕することなく |耐火、/nH辺 、p)j 泌 、ja-- 熱 的

ｗ ｾ 付 ｽｪｦｵ 二 Ｑ Ｚ Ｈ 主主制間短にして能率増進 、 ＱＨＧＨ 十件 ｬ よ則氏 ｗＡ にてぬ Ｑ る経術的 、 Ｑ 数 ｩ ｬ ｬﾭ

により地方へ11' ，版製作の 1I' ，?j( る使もありま寸

【笠一一長】

.  

.  

.  

.  .  

--1.: /，i; )(1¥収i li )¥:IE医大11二j必- ' T Fl 六三 〈電話機川長二O 四七番) ;  

ぷ J，ii J.R ｾｾＨ＠ -J! f  深 川 阪 ''1'- :;) 1:  01] 二 ノ七( 箪訂; 本所間六六二者) :  

:  ｉｉｬｲ｜ｾ￭Ｇ Ｍ ｉ ＭＭ 場 )¥_ 1;) -，( -di  }l!1 医 III J: l 出I' II IT 五 一 一 ( 電話 旭 二二六八帯) ｾ＠
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T . . HH1 . . ，OHl・・11111・・11111 " 11111 " 11111 1 ・11111・・ l川・・ 11111 1 1 11 111 1 1 11111 1 a  11111・・ 11111 " 1川・・111 11" 11111・園川・・ 1111 1・. 111 11 . . .川・. "川・1 11111 . . 川. . IIIII . . ll i ;'
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特 性 骨! 殴 . m.j ｲ ア ル カリ 」耐吸 Ｗｊ＼ 佐・相 ｦ 械 Ｔ く ・ 不燃僧 ・ 面、 ｴｪ 執 ・ 和 ｲ ｾ Ｚ ・ 耐風化ｪｉｦＮ ・ 保掛か -
・
=
=
-
・
・
=

=-

--

用 途 浪板 ・7j5絞 . � 転用タイノｾ .  t'lc定自主

-
==
一

・
・

==
一

・
・

==-

・
・

==
一

・
・

=
=
『

・
・

一==

・
・

使 間 法 1  r笠仮 ・床 「タイルJ 等の緩手 「メヂJ のプE曝紛糾 「ポー ノL ト」釘頭のめ!禽織とL ては怜製t白)J rセメ

ント J 液を使用す。

，) 凶)J rセメント」継のj長趨i穴日月けの場合のよL切り小口 iこ特製自!j j J rセメント J を塗附す。

，:"UJ rセメント J 製品は其| 民俗を低限なら L むるi吉良普暦a : ' 僅かなる厚み l こ止めたるも R 白人ia

WJ ち日j )J rセメント 」液の効j J 偉大なるを以て使用上何等の不安なL 。

但 ｌ 御 ｅ 礼文 。 こよりｊｬｾ浸宮容止 ｬ ｩ｟ ｾｉａｉ Ｎ ｴ るＺＺＺｪ ｩ を Ｑ ｬｪＡｊＮｴ増加 ｨ ごより強力も担「噌大するものなり。

リグナイト高力 「セメント J 拠品名

1 品 名 厚
-.  

巾 長

尾 根 閑 浪 板

! 司 ちI! 瓦

日ｾ ｾ長円 ｪ 司 王 板

商E沼健及 lむE型用

テ ープ ノｾ tu RJ 

If i炭用タイル

j 汁5H霊一三分51車

各 種

l .it51A -: ! 分5堕

Ｚｾ分 Ｍ Ｘ 分

4 分

2尺4寸

:1尺- 4尺

3尺- 4尺

G寸台分角

日尺- 8尺

6尺- 8尺

G尺- 8尺

-
=
=
-
・
・
=
=

--コ，-::J j )J rセメント J 判J j m.谷悩 ・時計d

.  .  

.  
-

特許リク・ナイ ト製 品 ( 合成 樹!l骨〉 特 訓 リ ク' ナ イ ト 尚 ) J 陶 器

特許リグナイ ト ＱＡＡｾ 首歯車各町 ｬ Ｎ ｪ ［ ， ｩＧＱＧ リ ク コ ナイ Ｑ ・ ｉｾＧＺｪＩ ) セ メ ン ト 製fil l

リ 株 式 曾 枇

-.  
ナグ イ ト

大 阪 市 西 淀 川 区 野 里 町

Ｇ 者 舌代 表問 ，ｾＺｩ ＨＴＵＩ 2  7  5  7  ( 3)  

-.  
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マツイヌの照明昌男

卜口ジヤリヤ
資 ー ｉｉｾ -新 築 登 鋭 中

ili 築設計家と! ! 日明技術者との共同考案 i(. 依

って生れた本，: ，'dま、 近代人の戚' Tl : i (. 令主主し

た1' 1'i :成美 を11mへ! 照明[1U: 最も H ましい能率

反ぴ配光を有する照明日持具界の逸品です

( カタログ御け l越j ( 第垂1¥差す)

川崎南蕪買電気棋王R雪紅
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E高閲福岡扇謁

防 空 ・ 迷 彩 ・ 耐 火 ・ 耐 水 塗 料 ;  

;  ベ ト ナ ー ;  

1-ベトナー はアルカ リ・1<1無 機 物 を 主 村 と し て よ れ に 刊 は 制 化促 進ft'iI J鉱物J顔料等を i JUl l，化 介 し .  

ｾ Ｇｻ＠ "Jじ l

喜兵 ベ ト ナ ー 化 率 工 業 月rr I  

工 い l¥I'Z. rli ，i i . i 淀川 f- |  
電 話 福 島 五 八 一 O 番 l  

仮 修業所大阪市」じい: ;_'，>l f校時 l 三・J i l三 / 、番地 l  

電 話 北 七 四 七 四 番 l  

て短 時 ｉｉ｜ｊ Ｈ こ天然 イ Ｑ の ￞ｉｉｾ Ii ! ! ! 質の ]Jz J撲を1' 1 ，ることを什iぐとする無機水I民十1: ぺ イ ントであります。

然してｾ t: のf村山に ，M.J A，、 joj .J 火、イJ鑓 色にし てあらゆる ，: 地に平行着鋭化する仰ーんな特徴を引して

Ｉ， Ｍ ￼ ります 。 Ｇ ｉ ＮＧｦに今時 Ｎ 桁 ｬ 感せらる ＧＭ｜ｗ 出色 の 喰袋 Ｑ［ イキ ｬ とし て 、 海軍省管 ｉ ごを ｾｦ￬ め衿 ｈＺｫ ， 建辿物

に御深川 のた JJ だに浴して肘ります。

1， ;m村市j で-'Irt tこi，!}水を力11へ混線すれば使( . 1 ｾ＠ 1 ます。

2. ｾｻ候風土に ［μ 符 Ａ Ｑ よ ＼ ("S時 で も 治 法11¥Ｇ＾ｦｾます。

長特

Z

-

・
・
=
=
・
・
・
=
=
-
・
・
=
=
・
・
・
-

3，防水ド:}j 火性側めて強大です。

4， j耐久'1<1: は普 通 ペ イント の比にゴ1，す'昨 nのがii過とんに日然に i山主主f 榊 jit します 0

5， ｩ￯ Ｇｩｻ千千 ｩｾ 版 、 ｊ ［ 守色肖 ＱＱ Ｑ 、 金属以外 ＨＢＵ れへでも格佐 川ｾ ｾます。

主立

仁子14

付

H

，
d

可

目

$

16 庖 入

23. 00 

コン クリート

少年の内外{ : ，{ - ' 自立、スレ ート、 セメント 1 L ｛ｦｾ根 Ｑ｛Ｎ 、

タイル 、妹[1[ . 、 テラカツタ| 古{ 喰誌に 、ス防火主食料と

プラスタ ー漆 l' 食、セメントモルタ J レ、注用

して工場建築物等の各本; ' ; 1¥に 、 モ リノイド様、ヘキ

タイト、コルカ、等の従 米市! 以の ぺ イントで 、古(.!佐

臥ｪＡＩ｜ｦｉなず ｴｾ［ ごいこ ｴ ＮＧｦに好 泊し ます 。コ く防山、 ｊ 主将 Ｈ カム

フラージユ) )IJ として故j @の ものであ ります。
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d A、. 惨 さ 健 所 大 | 奴 d'i 州 34横 綱 凶γ 同五oc信 濃紙 片L法) ii 

Ｎｾ‘，Ｎ＠ . . L. d ....1 . _ &，_  ｾ＠ ::.:z: ....... urr t::':¥ r八 五 五 '  塗壁材ｾま壬も料製遁 電話本町 ｀ ｴ ｾ 0 八 九 .  

、.....J 11面替 大 阪 三 0 11:9 0 四 番 ?  

1  清 - H  I  犠 太 阪 市 旭 民 生 江 町 三 ヒ ー

品私 語士 電 話 堀 川 五 七 七 八 番 i

.  J u'.H銀 行 安 廿! 銀 行 本 国j え 冶

替 業 種 目 竃艶官司暗記r~』 J  i- 会塑雪量 !

-ｾ＠ (  I  ) 内 附j l M ， E 77 ， 一 『鴨苧空空三云暗君事軍部要望置

ハルポオ ール ・清光喰料 ・後Rぞ と‘、 量 一号事園r I lA 事時事E エーニ」園圃

ヒメ 7 アルトテックス ・七イコ - B " ， 事珂f ;- .r ふ J V一 一 司園 i

A  ykfl: T  - aril dm i  i  留置 ー

;  洲 ・マープラ・防 空 酬 セ イ コ 船 田 園 酬 薗 Ｇｾ ｉ ｉ＠ i  1  • ;  

.  

_，.". _  圃・ー・・・圃II!H" !・・・・ 11 • 1  _  

ｾ＠ U ) 七 山 川 臥 ｅ 冒幽 岨且 ｾ ，ＮＮ， ｪ ， ＮＮｬｬＮＮー土 Ｑ 里 Ｍ
ｾ＠ I坊火剣Ij".I ・M イト ・温___ .. 園 圃_ ，A 岨 圃 明魁 掴 圃 四 則 嗣 i  

( 3 ) セメン ト組 側 園 ｅ 雪組・圃置司岨・ｾ司冒跡姐 遍 ・ ｩ
ｾｩ 雌 マイン ・ セイコーシ午 ゾ Ｍ Ｍ］里 町 一一一Ｎ Ｍ，一 一一Ｍ］｡ＮＮＮＭ ｾｾ ー Ｍ Ｓ ・ ｡ ・・

.  ｾ遣 Ｑ ＱＺ前 ・ 排柄 ・ ｊｴイ也Ｇｬｖｩ 新喰 材料

.  製巡

:  。ー ケ Ｆ ｉ ｾ 製産高 Ｒ ＵＰＮＰＰＰ ｊｦ下手全世

!  。所布郭ｾ俳許制 ｜ｪ 凶十
:  (.OI 賞用新案 ・刷機械/ 、手|

特 許

和 室 向 趣 味 の 壁

清 光 塗

後ｊｩｉｾ 御旅用 ｝ ［ Ｈ城 ｊｈ 宵ｾ

料

本邦に於ける繊ｾｪｉ［質問凶 ｩ 仕 Ｑ Ｍ Ｎ 材料 ηＱ Ｚ ｽｊ Ｇ ｬｩｬｬ とも 言 ふべき「出光塗料 」 は優雅なる色彩 、 ｉ ￦＼［ｾぬ の ＧｬＡＺ［ｾ

快 、Ini - t 久的なこ と〉純一1: の端易なること 、似 怖の lド分なく! 鷹なるこ と等々にて撚nll: 殻: 点以刊えれJ j

l自[ に御保川下され多人ーのu 讃 を li1i

しつ 〉 ある う、 ｾ ｋｾ Ｎ �Ｎ に 和 風住築のｩＧￍへ

政ｾＺ，ＧＱＺ学にシｩＮＺ百 Ｇ Ｑ ・ ｴ ちる魁味と質主主のｾＺＮｴ

{七 1: 材料 ' i .り。

一色合40磁・ 主主見本准黒ー

材 料 償 給

l 坪 絵 料 y 卜30

施 工 単 一 面 坪 ￥ 2. 00 

| 朝 鮮 総 督 府、感 校

ｬ ｍｭｍｴ 、 自Ｑｉｾ
I端 銭、降 縦 I采周

和 洋 室 内 防 音 塗 壁 材 料

集 〈き か へ か ベ〉 墜
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日 ［Ｉ ｪ ￮Ｇ ｲＡＯ ， ｾ ｉ Ｎｊ Ｑｉ 材料 として ， ｾＺｪ ［栄， ｴ［ の如き ｩ ｬ 亜 ｩ ｅｖｩｬ 性に Ｗ［ｲ￹ ＮＮ 材 ｪ ・ ＿ をもって幾 何｛ かの ＧＰ ｍ ， けＺ 千 を張氏せら

れつ〉あるは斯 ｊＧｾ ＺｊＩ rt めたいに立を強 < /1'，米 る が一方 に 此の抑ンl、胤投手1. つーa 時 の営不IJ を 円的主 せ

る ｮ め，む 外にも ｲ Ｚ Ｚ ｩＱｾＨＱ i. 1，，'i:段である 1: め御保 川 先 に 御 満 足を件てJ，ri られないのは ll L:1:'!Ji 憾でーある。

仰 ｉ Ｈ Ｂｊ に主Ｍ盟 、 ｬＺＧＭｬ Ｑ ，Ｇｩｊ なものでも ｊ ｾ の 辿 築 物に 到し泊 ｊｉＺ な Ｂ ｾｩ ｬ｟ ｻｩ￮ でなげ れば 持 Ｆｮ に之し のであ る 。ｾ，ｉ［

'l iI :は 伍tt の 杭l協と 完成せる 1泣備技術にイ'k ｾ＠ i，'，J - -J 脅優れ fこる 11111 を虫! i 1! し lifr ，iI' l泊A なるよII! 港!r l
l

'J111'f f: 立てー

殻貸しみ' r日の 脊及に勉 めて )，1": ' るふ: 引です。何 年 絞 っ て 御 此llJ F さることを切に昂望す。

一ー 1十J 市 男 1:のie副J ::t' 感謝するにi徐り にjFi き現質で ある

|光鍛|倣 制 等 1:の 療 長所 建築に 臨 海軍共に多量御保 J1J 下

一一ーーー されし こと此の光 栄身に浸み感泣の外なし。

〈塗 見 本 進 呈〉

材料償柊 l 坪 塗 盆 主. 1. 80 

施 工 閃 l 面 坪 y  2. 50 
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公共的及商業的の債値争議揮し得る土地用途別園水

比程マサチユ セツツ州に於ては、約 300の都市 比の地図に於げる良家 ( f arm‘ steads) のなかに

に附す る詳細なる土地資源翻査閲 (I and-resourccs !ま、牛乳搾取場 ( dair yforms ) 議孤立5及其の他の

maps) が完成され1: のであるが、 それが極僅少の 用迭の建物も一瞥して解る様になって居る。

費用で市民の何人でも購入出来得る様になって居 i1': 1こ、ゑ等の家屋又は農家には 1936&pかむ 7年

る。 までの聞に人が居住して居つれか、或は叉空家で

而 もその地園は、 マサチユセツツのあらゆる悶 めつれか、又はN1家であっ1: かどうかを知り且つ

合地方の土地の用法、土地の性質、土地の資源、 叉彼等! ま善 い状態にあっ1: か或は忍い状態にあっ

土地の高低、道 路、7 M普及英の他人類の建設し? こ れか、 さでは波行者の宿泊所として提供されれも

凡ての構造物及事業等の性質を知るべく今日まで のでゐるか否かを知る事も可能になって居る。

別用出来なかっ? こところのものを克明に且つ親切 例へば、黒の三角形を以って主提示してゐるのは

に明示して居る。 良2誌を示し、 そして県三角形の下に " p・- の記鋭

比の地図完成に関する大牟以上の It 苦手[ ま委員長 のめるものは室長鈎場を、三角形が白の場合lま普い

El i sabeth M.  H erlil y 氏、 マサチユセツツ州計ili 局 状態にゐる空家を、 その下に鈷のある場合 lま慈状

技師長 Ar thur W.  Dean氏及顧問 D avid 1. R ozonan ｪ 習を＿、その代りにク ａ クの字が附してみるｾ合は

博士等の段皆下にある事業進捗局 ( W. P. A) の N1家等の農家主? 示して居ると去っ1: 調子で図上に

仕事として行lまれれのである。 分類されて居るのである。

是等の地闘の芹IJ 用と活用i l l 1 ! 図に附する次の説明 斯くの虫11くして、都市に於げるイ也の凡ての建物

に就て A meri can cit y 社 l立、 ホ・兄トン商工合議所 を7分類し且つ表示して居る。而も凡例! ; ) : 一瞥して

の機関誌 ＱＺ る Ｑ ＹＳ Ｘ ｾｰ 10  J . I をま行の“ B ost  on B  usincss" 王日ヰm*る様に( 且つ全く理論的に直ちに現代地

に於げる論文に主主ムｾ大で ある ｯ h' ; i ] 作成者- mvodcrn ｭ｡ｰＮｭｾｫ･ｲＧｳ Ｍ の ｊ ｮ､ ｩ ｡ ｮ ｾｦｴ 協 の

道 路 及 建 物 調 査 園 言紫を とらへ得るのである〉致合、星雲校及他の数

育的又lま宗達主的建築物の位置は勿論であるが、 i E

ｾ｢ の地闘は 、 道路の性質とその種類Ｈ例へば 、
に街 lまイ也の公共的及準公共的建物.!!P ち病院、 ホテ

遁E杏の表面が硬質性、砂刺 l主、% 土性でめる主か

ノレ、刑務所等の建物、或は凡例に説明されてゐる

叉はE華道等の類〉を示して居る。そして建物に就 .  

主 ｕ［ 机 守綴ｊｩｊ ｩ の立日ｾ商業的建築物も直ちにＡ切る械に
ては都市のJ周年許して居る阪城、商業又は工業隠滅

或は個人の大経替地等は、様々な積類に分類され

表示しである。

i: 各種のノ、ツチングで地図上に表示し、而もその 退 路 及 水 道 地 圏

なかの重要建物は別の凡例でその位置を・図上に 7 ・ ｾ｢ の地図は 、 製闘技術上遥かに簡単なものだめ

ロッ トして居る o 即ちi t ; j 竪線( トIi gh.tensin li ne)  るo 品目主にめる凡ての道路で、方向が不明で、対

等 の 凡 例 が そ れ で め る 。 . 線を以って表示し 1: ff1i差以外のものは、凡て道路

籾殺し1: 区域外にして、 1936年現在で、英露に の性質ぞ表示して居る o 小河、池などはそれ自惚

存在して居1: 窓 物 の 如 何 な る 騒 績 の も の で し 道 目立つ凡例を持って居る。

用 地 利 用 別 図

E奇からの大約の位置が示されて居る。凡例中のゐ

らゆる種類の住宅( 夏期住宅を含む〉は勿論、今

良住宅i ，; ! 毛の中に 茨示されて居る。 此の地闘は、各都市の金広域が積々秘 4 な凡例

持 L and- Use Maps  have  Public  and Business Values ;  A mer ican cit y: Dec. ， 1938.  P.  P. 62- 63.  
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{!>以 て、寄木細工式に共の

土地 の利用状態が表示され

且っそれ等が市の道路や川

河等によって切 断され1: り

又は模様化 され て居る。

最初の頁の凡例を参照す

るなι ば、 ぞれは今 日のも

のとして、過去と将来とが

理解し作る椋になるでめら

う。耕地は全骨宣言十主に於て

何 虎 で し 牧 場 地 と 森 林 地

とは分離して聞置しである

が然し比の所謂耕作地のな

かには、果樹園、乾草畑地

( Hay fi e!ds) 野 楽 園 ( ma
S

kep  garden)  及 Jt のイ也の耕

作地をも直ちに解る伐に炎

示されて舟る。若しそれが

牧場にして耕作し符べき放

牧地でめる場合には多数の

" F - 行線( ノ、ッチ〉を以って

5乏し、岩石地叉[ ま森林併の

虫11 き牧場でめる貌ーには、イ也

の凡例を以って表示して知

る。

幾千 Ｑｾ Ｚｪￆ 町もの勝大なる

縁林地帯が、 西部マサチユ

セツツの村落聞の丘核地の

道路聞の荒地に向って煉が

って居るが、比の土地を入

念に観察するとき 、何人に

もそれは林産地又は林産れ

るべきか若しくは単なる議

林地でゐる事が、 一件して

解り得る伐に表示してゐる

凡例に文字を使用して居る

のは、是等のVi;; 域の各々が

堅木平皆、松樹殺の1mき森林

待、又 l立是等二種のものが

混在しれ森林の如きを告げ

て1吾り 、 而もそのf也闘を凡

る説者は直ちに樹木の符林

併( " F- 均50%乃至それ以上〉

と来林僻( 2 %- 50%以下〉

LAi¥D  IJTI1.I 7ATl O:"l 

ｲｯｷｾ＠ OF  ｉＮ ｅｾ ＱｩＧ、 ｃ ｔ ｏ ｎ

TOWN  or  U: X INGTOi" 

ROAI>S  A、o BUILOI NGS  

金
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とが悶別出 来 るばか りで なく卒均2070以下 の索林 凡?こ り許似 し?こ りする 資料とするに は不充分でゐ

帯な る各種 の自然林に 就ても知る こと が 11: ¥*る絞 るとして い 是等の地闘は、 あらゆ る公共的又は

になってゐ る。

地 質 分 類 圏

主将公共的 な、公園、遊戯場、野球場 Cball fie!ds)  

遊泳務、エ キー壊、 ゴノレフ拐、カ ンツリ ークラ7 "

飛行容及墓地 と云つれ類ひのもの〉 位置を忠、質に

総括的に 官ir記 と異なる寄木細工式の凡例カ; 比底 調査し且つ明かに してゐる o 都市の境界が!{ 孫若は

にめるo HPち人類と自然 とが数前年もか〉って今 州境界とを符合せしめて貯水池 CWat er-supp!y rcs  

自の状態を賢しれ土地 の性質侍徴及滋度等が解る ervoirs) の位置を定め、 そして森林地に謝しでは

様 に記銭しであるものがそれである。 ~皐魁地帯

州有であるか鯨有でゐるか将 t- ，又市有であるかを?

又は非常に牟魁地帯~水分を含ん1:' よき組織の肥

別げて表示してゐる。

土、 又はよ い荒い砂刺 i ' 含んだ滋池 ~普: i l l i のJ It >，、 完成されれ是等の地図の政組は 、 ホｾＮ :;;..ト ン;'i'I 言十

石叉 lま浪気のめ る岩石地帯~石のな い沼地 に して

主主局の State House に於て一組 L 5弗にで求める

Wat er  bodi es と混合しれ区域~是等の凡てのもの

事: が出来るが、 そのなかには、 5葉の地闘と 凡例

は、有史以前の氷河及 1936年の今日まで人類が主主

を示しれシ ート が添へである。その他 1こ、 別々 に

しれ資源 t じて地図上にプ ロッ トされて居るか若 求める務合 には各 l紫 40Centsで臨布され る事 にな

は他 の型が付せられであ る。

って居る。 地図( 各都市に 付き 5主題づ 〉ゐるが〉

im 形 園 の大きさは 17x 22吋で、縮 尺l抗告哩を 1 ｾｾ＠ i' 以 て

最後の地 闘は我 今に おーからす'親しみのゐる土地

表してゐる。

高低岡( 等高線岡) (l and-contour map) である。

凡て の丘 と傾斜地及谷間等o表示じ、且つ丘綾地

完成f J t 念 が れ て 居 る

州言十主主局の産業調査段督官 Melvin L. Morse氏

の何慮でもその傾斜度と日照度を、 そして都市の は、 II 月 l 日( 1938)  A meri can city 祉へ書簡を寄

如何な るも毎月Ij' でも 、海抜からの高さぞ図示的に表 せて、 9 月の大暴風雨による被害を評償する角地

はして居 る。 闘の完成金急一ぎ、あらゆる努力を傾注して居ると

此 の地闘は、家屋の抵tZ機者? こる銀行家 Choni e 注ベて居る。 C勉弁幸次郎〉

mortage  baukeけ がその委員を透る古ir に、土地を7

Si l berberg 要 塞

Von Or. =I ng.  Wol f gang Bl eyl， Magdebur g  

プ ロシヤ建築周の手で着手され7二、 シレシヤの 防禦の下にあって、1; ! 1} 闘の焼夷弾砲、臼砲及び概

Si lberberg 要差是の Donj on 砦の修繕工事によって 強砲の攻撃に濁しでも 、火災を塁走ることな〈持綴

共. (1) 獄待な建築甑置の滑卒カ ヘ 始めて詳細に調査 し緋に。この要寒中の K ernwerk 紫は、刑舎とし

されれ。長さ ｬ キロメ ー トル程めるｾ症の巨大な て使用されて傍聴が牧容されて居1 ) ， 1834年かも

図形城壁には松村が聖堂蒼と茂ってゐ 1: 。険しい整 1837年迄の問 Fritz Reuter が囚人として、この要

濠の中には、破砕き九? こ城壁の石泌が散在してゐ 饗の Donjon 砦に追放されてゐ 1: 。

1: 。 日毎 に不順で星雲の多 い山獄地帯の気候は、 こ Rokoko 様式建築が臥測の官殿lf1 ; 築を? 風降して

の 見 葉られれ要ｾを破ｽ裂し綴げて来＿このでめる。 ゐ Ｗ こＧ｢ ｾＧ￟ Ｚ寺から 、 斯くも純粋で歪曲されな い 要望 ｅ 建

Si lberberg 要塞は Durer の要塞に倣つれもので 築が保存されてゐるのは右革(H 、ことでめる。待 に

創設者 は Fri edrich 大王でめり 、 彼 lま7年戦争の 建 築的の概念は、兵器の、進歩 には煩はされ子、待

結果新に領有しれ シレ シヤ地方を磁保する ?こめに 殊の不幸華性を維持 し、等主Eの場合は逆に軍事的の

この要 ｾ ｩＧ構築せし めにのであ る ｢ こ の 要 塞は Ｑ Ｘ 建築物を拘束するも の で あ る o GJLに述べ7二機に

07年 6 月28 日 Friedrich von Massow少佐の果敢な Si lberberg の Donj on 砦 は、 4 ヶ所の牟図形の稜
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径を宥し、形態及び豪J仕の射に於て 1520年 にlfHI王

英の城告をに待異の築城術' i r ' 示す Albrecht Durer の

マ

<>[;.厄F

第

Fri edri ch 大王は 1765年に 、ま軽減家でめる Wilh

elm von Regol er  Iこ命じて高さ 30 メー トルの Donj on

紫の減壁金砂岩の角材を? 用ひて総築せしめ 1: 0
尖

の右滋は濠の爆破作業によって待 ι れにものであ

る。内部の図筒形 ｾｾｾ筆を築主をするにめには 、 ｪｪＮＡｊ［る

4幸殊級友製造} i ) fが建設されれゃうである。そして

要望E城壁の下方にめる石灰簡では、同tili で採姻し

? こ石灰石がt完成されれのでめ乙う。主主窪屋根の防

水府営抱工する? こめ の、 モルタル調合用の多量; の

第

ｓ ｩｬ ｢･ ｲ ｢ ･ ｲｧ 要答。 ｄ ｯ ｮ ｪ ｯ ｮ 控の Ｎｲ ｾ敵図。

2  

要7Jff: に疋敵する o ｾｴ の中 世組風の燦式Ａま ｜ 811t*Bの

プロシヤ園時代に再現し1: ものでゐる。

十ヤヤオつ

! ! l  i 1  

! d駄|

国

7.k1立、要' A 構築の位置よりもi ¥' . s い山獄から 、長さ

4キロメー トル程の木製迩領悶管で導かれ、且つ

同時に 4000人以上の労働者、煉武工及び石エヵ; 、

シレシヤやペ ー メンから移って来てこの工事に従

事しれのでゐらう。その近隣の災民法は毎日 4 グ

ロツシェ: y Ｈグロツシエン｛立大時 ＰＮ Ｑ マルク見ｾｾＮ。

謀者註〉の賃金金流って自分迭の牛馬を使役しな

がら賦役に JJ はしにこと、思 lまれる。

岡
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A. B. 井戸 D.  Donj on ( 天守〉

D onj on 紫 lま、 ナイセをｾＪ塁てグラツツｻｦ越え 、

シワイド= ツツに於てプロシヤ要塞陣の間際営閉

鎖し、 グラ { プシャフトグラツツ及びシレシヤを

防衛すべき要塞の中での唯一 にして最後の披駄で

ある。最初にオイレン山脈の隙E告を確保する目的

で言十重せられれのが Donj on 去であり 、 これは歩次L  

第に山脈の西i北じつ力ぢに延び てゐる高い山，身をのI頂買をを7防

衛する? 仁L め、及ひぴ，四つ方ぢカか‘ らケ Jルレン 山 をを7包図せんと

⑦ す付る敵附軍恥叫を凶湖遮雌附樹附する?仁ω :

てゐる。こ、に於て Fr口ne阻edr口ich、大 王 lはま、 かの有名

な様式により 、 L udwig 十回世時代に於げるオラ

t 4 Lニー三よ画制 勿 ンダ及びフランエの若き築城家主主主? 採用しれので

第 3 悶 める。彼は C oehorn，V auban 或 は Montalembert

の筆徒{ f 重〈視なかっ1: 。 彼に t って規準となる

Donj on 砦及びその周園部卒商圏 ものは寧ろ 400年間に亘る築城史に関する智識で

ありシレシヤ戦争中に知り得7こ経験と 、地形の侍

徴主であっ1: 。

ＱＮ 下部積雪ｾ 2. 凹 集

3. 上部俊径

Ｕ Ｎ ｾ 接室

Ｗ Ｎ 中 心 稜ｾ

4. Neudor ler殺EE

6. 突角2E

8. - 14濠 壁

第 4 悶

Donj on 祭 上部 入 口を商から見る。

v 6 2  



ｾ＠ 5 回

Donj on 努の内庭北側正面図で、司令室に逗十 の主主径で図*3'2 されてゐる。 480 トンのを査射火薬及

る入口がめる。燥叉獲の上 lこ得賞白色の砂岩が貼 ぴ爆破火裂が域安外部の小屋に貯殺されてゐ? こや

ってゐる。 Donj on 法正門の上には笹間2. 6 メー ト

ルの砂岩で作られれ鷲の車交主主が取付げてゐり、銅

製の王冠 lま羽出しの金銭になってゐる。

A.  司守主官へmi す' る pji

B. 連絡扉

C. 下 士 官室へ惑す・る扉

T. 階 段 室

K. 司令官室

特に重要な Hohenstei n 併は F riedri ch 大王の防

衛法の待賀を具象化し? ーものである。

1. 絶壁、深い濠

ｮ 棄の底を＿横断する ｴＱＲＮ ド交主Ａｪ ｪｾｽ

3.01士多く殺げられれ防衛内知深による 312安の

編 成

うに思ばれる。この全要塞を新築するに要しれ愛

用は 1. 573. 312 Taler CTaler は 3Mar k 向者註〕

t 算せられ7二。

プロシヤ建築局指導の F に1934年以降賀施され

れこの修総工事は、部分的には勤労恭 ( 士隊 の助力

ｾＱ 咋て 、 先す ， 最初に ｄｯｮｪｯｮ ｾ￰ の湾陸上部の排水

施設の修理が行lまれ1:0 r.幸隆上部の盛土の沈澱* -

ｾ除去するｽこめに 、 ｄｯ ｲＮ ｪｯｮ 奈 のみで長 ＸＸ Ｐ メート

ルの排水本管を有する 54館所の排水洗綱が設置さ

れ? こ。厚 3 メート ルの防水モル F ル} 菅の下部、厚

1. 7 メート ル の 扶 踏 の 上に 砂岩の排水洗が数殺さ

れ、こ れは汚* i " 堅憶を主主じて要塞の中庭に排出

し? : 。排水洗上官11には勾0; 石の扶が架げ波され、訟

の茨面上では切石が煉玉; 上に磁まれ1: 。衣 に高3.6

4. 内古1¥及外部に j冷て高所に惑やる盤側階段 メート ｊｉ Ｍ に 胸 望 ｾ￞［ｔ､Ｉ 芹 ｉ ｊ l : 土と芝で形成され 1: 。

要望 ｅ が有寸る兵力 ｦｲＺ 司見ふに、 ＲＹＹ 箇月 ｦ のｾ隆主主 最初の工事で li 、M様に排水泌の破損箇所並に

築物は3800名の守備兵 }¥p_ に加i知包 160門、 臼砲80 不主主箇所の除去及び扶屋根漏水筒) i ) i の見積へ並に

門及び招弾砲24門を備へる砲践をJ t ) : 容し符1: でゐ 吹袋が行lまれれ o ｾＺＮ陸 Ｑ 義 ＲＲ 郊の排水修理に衣いで

らう。共他木材、石炭、 家畜等が準備され、厩ゃ 風雨によって破吸を受げれ焼、 l ( 訟のE苦境正面が修

病 院 が附属せしめ られてゐ 1: ゃうでゐる o 7ft深84 給され 1: 。この困難な修繕工. i j _ ; : は Donj on 紫が組

今. H I : 鈍物として救ひ符られることの誼擦を衡らし

メ{ トル の Sbesatzung 紫の井戸を始めとして 9箇

rJi" の井戸がゐって、要塞守備兵が色図に陥つれ場 1: 。

合は、こ、 から飲料水を補給するやうになってゐ

1:0 Donj on 紫のみでも ＱＰＰ 箇所のｾｾｾが ｩ｢ り、 そ

の一つの長さ 560 メー トルに及ぶZZ篠l立夏 lこ66fi!T
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Donj on 弓筈砲J i の防滋設備

A. 書写答砲室内 のE安値

第 6 悶

B. 勾径の夏石の二重を示す

E . 移動式型枠

ｇＮ 空稜ｾ径の要石

J. 砂岩の法

K. 防禦堤

L. 火薬乾燥媛

R. 暖 磁 の 煙 突

s. 事苦I! l 胸 壁

T.  ｾ東京［の列

W. 2E磁 の 支 右

z. ! 煉宝石の卒屋

( 山口儀三郎〉

4‘k  

Hohenstein 紫の烏』敢闘、著 者

のf長官試案を示す。

ｇＮ 核奮を有するＺ［ｭｾ寄

ｈ Ｎ 上官 ￟ｾＺＡＡ ま

K.  ｾ表 ｅ 提携

L . 便 所

N. 下部盈壁

S . i家内勾答砲翠

w. 中 庭

z . 跳 橋

員 ｉｾ 7 白i



オ フ ン ダ の 水 槽 塔

オランダ の様に土地の卒もかな闘では2 j S - 地より 比般的近年、 同園都市に建てられにものは、給水

高L 、圧と か小 山に貯水池を格治する機合が少" 、。 培の機能令官E揮する 7ごりでない都市の一美lfJl. t  

只僅かオランダの東方と F有力の丘陵地方では少し して、記念的U1築物の仰さへ張主Il してゐるものが

山地 がめるので貯水池を 山に つ〈り ｾｦ トるのみでめ める。

る。それ故給: I ] c の大部分は給ノk 培 ( Fl evat ed tank)  構造は主として鍛筋コンクリ ート 遣が周ひられ

によってゐる。これ等給水塔の中、可成り古い持 続、主主張等合周ひ 、 審美的方商から論じていｾに

代に都市に 建てられ1: ものは、 日本に於ても日常 及第駄合附輿し件られる L のが多 L、。

目にふれる餓銀製の何の美淑もないものでめるが
( 堀口基吉〉

後 Wat en T o wers  In the  Net herl ands' " ・・ EngI neerIng  Newo・Rewr d D ecambay 1938 
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会 報 ‘

本 協 曾 員 中 軍 勢 公 用 者 氏 名

前蹴殻表後に於ける本協合員 中の軍務公用者下記の通りであ ります。 (受付!I闘〉

舎 員 石 田 太 郎 君 同 谷 口 治 郎 君

普温室E助員 倉 橋 輿 蔵 君 同 柏 原 生 矢 君

.. ............. ... .................... ... .. ........ .... ... .... ... ... .. ... ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・旬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0・・・・・・・・・・・・・ 0・・・・・・
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e
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勤

務
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氏

問
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し
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勤

所

勤

勤
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事

郎

令

れ

へ

に

科

係

張

係

所

務

勤

務

底

太

入

ら

禁

市

筑

間

築

出

築

務

動

保

勤

服

府

側

て

せ

に

o

阪

建

建

木

往

事

係

築

部

央

務

玉

し

カ

悼

す

大

校

所

土

行

築

築

建

築

屋

勤

見

と

誌

哀

談

日

皐

引

附

銀

迷

匙

批

准

水

所

員

員

め

に

お

L

U

工

取

下

十

附

行

年

餓

白

務

令

・

4

れ

淘

芯

月

間

式

省

三

片

銀

出

電

京

事

日

令

の

o

弔

9

西

株

務

百

野

江

都

府

市

東

築

l

本

合

る

で

年

開

阪

内

月

辰

近

京

商

月

設

月

年

本

ら

ん

泌

刃

大

月

9

刃

月

月

月

9

本

4

M

港

せ

謎

治

7

月

2

年

4

7

5

6

年

一ね

年

。

正

営

逝

げ

明

年

ω

年

一

元

年

年

年

年

ぷ

年

M

る

大

に

念

掲

は

り

年

行

正

5

9

U

U

和

7

利

ら

は

等

め

を

氏

同

同

同

大

同

問

問

問

昭

同

昭

せ

氏

員

十

い

回

底

上

ト

l

ト

ト

し

ト

し

し

ト

し

去

委

の

略

合 員

故 児 玉 庚 太 郎 氏

1. 英後錦組金創立せしが都合により解散開西不

動建築株式合社技師となる

l 昭和 13年 10月再び鋭組を再興今日に t至 る

ト同14年 4 月 l 日午後 81号脳溢血にて逝去享年

47歳

展覧曾賀行委員舎( 第 3 回〉

時 3 月29 日午後 6 時40分一 同 9 時

月ff 陳列t i J j ; IJ 室

出 席 者 委 員 長 松久保

委 員 伊東、木野山、小林、退問 、

矢 田、う!と;念

協議事項

ＱＮ展覧令期間 中は 日日程 、 祭日も開 ｪｾｽ すること

2 出品者打合合- t ' 4 月 6 日聞くこと

3. 協合出品並参考出品の撰定及務所制営のf牛

常 務 合( 第 7 回〉

目 ・・・・ Ｎ ｪ ｦＮｾ 認、

6. 合員詮術

6 7 v  



幸日 告

1. 山口 il 採源進講師決定の件

2. 陳列場二 日合開催の件

3. 時局と 建材民経過報告

災害強度委員舎( 第 4 回〉

i時 4 月II 日午後 6 時50分一周 8 時20分

所 f具綾部室

出 席 者 幹 事 浅 野

委 員 黒田、景 山、 中野

協議事項

Ｓ 雑 誌印 刷 ｾｾｩｊ 主 総綴の 件・ ・ ・・・承 認

4. 合員詮衡

報 告

時

月f

1. 展覧合準備報告

2. 4 月例合準備報告

住 宅 委 員 曾( 第 2 回〉

4  )3  18日午後ム時30分一 同 7 時30分

倶集部室

出 席 者 幹 事 小林

委 員 小川、 桐本、 問中

1. 熔接手検定試験方法に関する t自主賓施方の件。協議事項

1. 臨時委員依婦の件

設 備 委 員 合 ( 第 4 回〉

日;f 4 刃日 日午後 6 時20分一同 9 時10分

所 隊列w; 別室

出 席 者 委 員 長 岩尾

委 員 大久保、大原、丹孫、薮中、

中島、前言語、上回

協議事項

l侍

所

1. 中防へ講師添遣方要請のイ牛

2. 換気t R 房設備に附する研究

法 語1) 委 員 舎 ( 第 2 回〉

4 月13日午後 7時一同 81博10分

倶綾部室

出 席 者 委 員 長 玉置

幹 事 武肉 、山口

委 員 問中 、村同

協議事項

1. 中等感校に於げる建築法規数綬細目作製のイ牛

常 務 舎 ( 第 8 回〉

ｉ ｾ 手 4 月17 日午後 5 時一同 6 時

J9r  大同 ピノレ地階

出 席 者 理 事 中 海 副 令 長 、 坂 副 令 長

日義 母

1致 事 山 脇 監事

常 務 柄 本 主 記、黒き問主記

f宇 野 主 記、厳 中 主 記

久保岡主計、松 井 主 計

亀 井 縞 靴、新 名 編 杭

l. r関西産業国程よ り入合方勤務の件・ ・・・保留

2. 元評議員故見玉府太郎氏香料贈呈の件一承認

v 6 8  

1. 住宅見喜界座談合に附する件

4  月 ｾｊ＠ 舎 ( 見拳令〕

時 4 .f:l 27 日午後 l 時30分一同 4 時

所 大阪中央郵便局並阪語't1主総梅岡地下俄凡

多

出 席 者 安 疎 隆 正 民 外 227名

1. 午後 l 時前より集合場所7こる大| 夜中央郵便局

玄関に綴々と来場あり出席者に主主し清水組よ

り潟挺帳宣主総禁容、土産品等を贈呈( 便宜ヒ

阪市' 1 ' 位餓より寄贈の索;51帳並バンフレツトも

同時に交付〉順路により 1r省見懇のに「 エレ

イータ ーJ により各自随意 6 階に上り夫れよ

り要月昨今々に西日置されし清水組社員より説明

をi億取しつ h 各階をl順次見事 4 階に於て茶菓

の接待' i ' 受げ休憩!の上順路により地階まで凡

易昼夜に l 階l I : l 口より次の見懇務所に向ふ。

1. 午後 2 時30分より順次に阪紳西出入口に築合

誌にで盟主班に分ち阪榊'，'IU泉社員並大林組社員

の案内により中 2 階: @地下「プラッ トホーム」

等説明を聴取しっ、見準の上東出入口より地

上に ｈｾ で工事中の大林組基礎現場見塁手後階上

休憩室に入り茶菓の饗際を受りつ、阪市'1' 低級

建設j j j j ' ，長木村又左衛門民よ り地下餓に関する

E究明を聴取院治大林組 より土産品の贈呈めり

各自十二分の凡撃を 了し て解散時 に午後 4 時

l. 2Z 口[ 拍子天気なりしも集合時午後 I1時30分頃

より忠 lまぎる暴風雨 に設はれれるが幸に午後

31侍頃より天気回復し 1: 1) 0 但し申込盟主より

100名以上の不参者を見?こるは温憾の次第な

りき。



盤中市m塚 920ノ3 ( 株式合祉

清水組〉

兵庫県菜武庫君日本山村北畑250

( 同〕

旭区手品川町 1. 748 ( 横河工務

所〉

兵庫際川遺書目伊丹町イ中之町41

3  ( 株式合社清水組〉

旭区内代町 164 ( 悶〉

府下型能君s' l l ! l 津村間山町( 同〕

尼崎市i朝江花畑5 ( 同〉

西庖土佐堀j B i 2ノ2清水組大阪

支底内( 株式令請土清水組〉

f{ ; f 下三島郡吹同 l町高知 !. 364

( 同〉

} 君 j付下型E能昔日南塑島村( 同〕

一君 旭隠森小路町 110 ( 同〕

治沼 市中戸市灘底辰中町2ノ23( 同〉

一 君 同 中 郷 町 l ノI I ( 同〉

' l ! r 君同同 l ノ6 ( 同〉

雄君 来淀川隠十三束ノ町4ノ40( 松

式合最土奥小路鍛工) i J i餓骨係〉

紳戸市灘区大和町4ノ1 ( 株式

合剥; 清水組〕

不 二 世i主君・府下三島郡千里村片山 12ノ12

山本方( 株式合枇奥小路鍛工

所鍛骨係〉

東成区南中道町3ノ9 ( 同〉

紳戸市灘隠凝師泡4ノ8 ノ19x正

野方〈置隠猛築事務所〉

普主主賛助員より穂絡

東匿唐物町 l丁目宮崎商庖〈株

式合社宮崎商 j苫〉

府下中河内郡矢関村住道840

住吉区主主毘小野町83 柳井方

( 津回m築事務所〕

兵庫鯨御影町郡家庄岡 234

( 同〉

此花箆上l下E忠商3 ノ22( 同〉

東成医腹見町516 ( 同〉

西淀川区大仁 l ノ34 伊藤方

( 松式合祉安膝組〕

西区江戸如上認 l ノ26問中建

築事務所 ( 問中建築事務所〉

男 君正JiR キ目

きj
重力貝

ｾ主 ｆ
a m 

E ヨ

吉 君佐鼠木

者曾入

u4主君芹リJ3  悶

次君ー

君

君

君

君

治

次

吉

勇

小 室 千 代 松 君

主基 儲

塚 )1阪

村 部

山 政

海

崎 好

久 志 間 源 司 君

君

君

雄

三

武

E産

宮司

)11 

一

右

早 川 健 次 君

山 崎 鉄 太 郎 君
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jJ 日 際 後 一 君

高 坂 叉 入 郎 君 ・

也 君

君

君

君

光

挺

義

夫君

際

間 安

隊 長

日 米

弁

波

右

中

小

井

海

林

秋

杉 原

長 谷 川

菅 喜

坂

回

回-也

内

伊

山

天

"'" 
邑

山

仙

普遁重量助長より将絡

旭 匿 赤川 町 l パ . 024 ( 株式合

社路木工務J ; ! i )

東阻内本町 i ノ 18 ( 間関建築

事務所〉

西成匝的見橋主 ｾＶ ノ Ｗ ( 大|奴工

廠技術課替造掛〉

住吉区遠里小野町289 C 同〉

f(if 下高槻町古曾部 181 C森 建

築事務所白後〕

東成区生野田島町 279 Cラ サ

工業株式合社工作係〉

紳戸市灘区水道筋 3 ノ 143 C阿

部鍛工所〉

港区磯路町 l ノ5 宗室勝久方

( 株式合祉膝木工務庖〉

大正広稲l町2 ノ33 C株式合社

清水車且〕

1好下泉南郡貝塚町傷病兵療一主主

所清水組出張所〔株式合祉清

水組〉

J好下泉南郡貝塚町新井( 同〉

尼崎市灘字 i¥Jj.. 田12 C問〉

府下型E能郡池田町字京市場 15

1ノ 8 C悶〉

府下三島郡吹田町紫雲J a : アパ

ート ( 同〉

岸和岡市別所町70 C同〉

西 岡 阿 波 堀 狙うノ5 ( 岩田工務

底経笹〉

南阻南炭屋町32合同工務庖内

( 合同工務庖〉

市中戸市須磨阪粂rM町 19 C株 式

合祉中島組〉

尼崎市杭瀬字寺島 16 C置Ifi¥!建

築事務所〕

布施市荒川 2 ノ60 C横 河工務

所〉

員合

* 谷 館 太 郎 君

松 月 義 信君

之君芝西上

孝君問n有

君

君

二

卒

内 山 吉 太 郎 君

イ圭君

盛 君

郎君

主主君

健

孝

立宣

高

山

)11 

キオ

橋

西

霊

大

大

機

間

宮

君

君

君

士

ロ

逃

信

長

正

木

出

信

並

霜

武

，村 悶 富 士 雄 君

潔 君

雄 君

一 君

義 三 郎 君

tw.君

男君ー

久

1庖

同 商事

= t  

c l  

忠、

ｾ 邑 喝

弓 =

科

カ

布

岩

谷

保

事者



府下三島郡吹同町札場松本農

薬房内( 同〉

紳戸市灘区大和町 2 六甲アパ

ート ( 日本竜建株式合祉〕

旭区生江町260 ( 同〉

紳戸市灘区中郷町 l 丁目

友荘内〈同〉

紳戸市灘区記同町3ノ16 ( 同〉

紳戸市紳戸区元町2丁目 256ノ

3  ( 日; 本電建株式合祉〉

港 区天保町83 字回カ( 合資

舎祉西村工務庖〕

号車

夫君

吾君

向 山 友 次 郎 君

笹 谷 清君

木 村 別 久 手 : 君

佐 竹 義 雄 君

!ll! 

定、

藤

上

後

弁

郎 君 住 吉 区 天 紳 ノ 森2ノ7 c!波別l電;

主主鍛造株式舎前士〕

尼崎市潮江東大寺 7 ( 長谷部

竹腰建築事務所〉

兵庫燃川漫都立花村字7k堂望

甲荘内( 同〉

北区東野田町9ノ60( 住 友金風

工業株式含社製鋼所工作部〉

大正区千島町 6 ( 内外木材工

嬰株式合祉内〉

住吉直西長居町 205

( 同〉

北限老松町 l ノ17 伊丹方( 同〉

府下型能郡噂津村字雲水 698

ノ 1 ( 同〉

東淀川阪十三西ノ開丁 l ノ149

菅井組( 菅井組〉

J('f 下三島郡吹岡田了高畑1 . 359

〈株式含祉清水組〉

兵庫鮫川法郡伊丹田I 主基町

猪名! f"jtt ( 同〉

港区北境川町 2 ノ34 ( 自怯〉

兵庫鯨武庫郡御影町柳851(大

阪市役所建設課設計係〉

市中戸市須磨区松風町7ノ4 ( 株

式合拡大林組設計部〉

兵庫際川議都立花村塚口字 iffi

ノ口三袋荘内( 同〉

来匿京橋 3 丁目大林組内( 悶〉

住吉区山阪町 2 / 86 ( 同〉

東成区片江町 4 ノ2 ( 不動建

築株式合社〉

旭区南島町52 ( 株式合祉政木

工務庖〉

西成区粉演中/ 岡f2 ノ60( 大阪

市役所教育部建築課工事係〉

旭区森小路町 7 ノ15 ( 同〉

天王寺区民法院町84 松永工

務庖〈松永工務底〉

天王寺底勝山遁 2 ノ67 ( 大阪

市役所〉

府下型能昔日笹島村字原岡 1. 07 

7パ 孔雀j S : ( 大阪府警察部

建築課〉

鈴 木 千 嘉 雄 君

明 君

己君

夫 君

高

毛主

ヲド

本

別

山

卒

毛

山

梶

雄君数崎岩i閏月荘雄君貴f百柴

等主E賛助長より特格

同

呉市岩カ遜3了 目 西 山 方 ( 株

式舎面士清水組〉

腐島市上流川町44ノ2 ( 同〉

ｊｾ 岡市大名町 ＱＰＵ 大林組脳間

支 I占( 株式合祉大村、組〉

ｅ 母島市牛同町ｾ， ＸＰ ( 株式合最士

清水組〉

成島市仁保町 日本製鋼所厳

島製作所清水組作業所〈株衣1

合j r l : : 清水組〉

名古屋市西匹海井町63 ( 佐族

四郎建築事務所〉

島根際那賀郡江津町清水組作

業所( 株式合j d _ ' 清水組〉

同 波 津 村 ( 同 〉

姫路市市中屋町156ノ2 ( 同〉

東京市深川区卒久町 l ノ19 藤

木工務庖( 株式合祉勝木工務

庖〉

$ ' { 島市抜栄町58清水組出張所

( 株式合社清水組〉

新 居2賀市金子新田

岡 紅口 L ノ882

朝鮮新義州J荷祭町 l了目 2ノB

〈株式合祉大林組〉

東京市本郷底丸山路町11 栗

原方( 陸軍航空本部工務科〉

東京市深川隈卒久町 l ノ19 際

員

次君

ｉｩｾ君

夫君

う苦君

山 崎 幸 次 郎 君

西 岡 喜 一 君

夫君

中 村 四 郎 治 君

奥 惣 多 く 君

君

君

君

義

爾

)

治君・

南 ｈｾ 信 雄 君

安 II f f l f 三位男君

お 同 窓 一 君

石 山 松 之 助 君

f荷; 君

合

健

三

義

事E

政

久

信

卓

仁

川

越

内

1翠

方

内

原

川

ホ叫

)11 

伏

1也

前

上

細

谷

事長

東

高

同

草E

生

犬

守 君

一君

夫 君

議 君

治 君

1若君

也君

信 君

一君

谷 口 倫 武 君

佐 々 木 信 二 君

井 尻 義 雄 震

吉君

直君・

卯 君

江 君

一君

雄 君

宮

人 繁

徳

秀

幸

拾

部

同 餓

敬

勢ミ

山
f

 

質

村

周 囲

滞

村

木

原

i宰

本

回

本

野

奥

)11 

池

木

繭

生

ｾ＠

梁

星

v 7 0  

坂

甲

門

金

吉

川



簿 築 新 抄 ( 3 ) 藤 原 義

直 線 美 の 構 造

1、E巨 大 寺 南 大 門

嵐官EU尺 2 寸，長さ 70 尺に

及ぶ長大な性を白いて縦横

に通る水卒の口。 鎌合時代

の初期，) : ! : ! 大寺乃湾健に滋

って宋より輸入ぎれた新版

式天竺ぽの特色である。

2、教王t護 園 寺 金 堂

京都の東寺わととで 桃 山 時

代に再建され， 情制句な和

様に天竺綴を加味した大建

築。



広 東 示直 寺 門

4、 播 磨 浄 土 寺 浄 土 堂

関宗伽態の三Fうと して最古の，蛍持軍コ室町時代

初期の建築。普通官僚を以て活られる庭をと

の三門には天竺撲が多分に混入L 特異な持軍芭

突を滋揮してそる。

三毛症に相璽る大虹喫をよその一つの内陸担任より

三方に放射する。将軍道総大，初期天竺僚の遺

障壁とL て第一} 習を周せらる。

2  



E42 0  15 
E  0  I  F  I  C  I  

ぐ。

全 景 模 型

百E 置 闘

ムツソリ ー= け7 アツ シヨ

記元第20年を記念するため

ローマの苅l j j . 4∞ヘクタ ー

ノしの正陵地に新 l ¥，、都市を

創設し所翻「文化のオ リム

ピア ー ド」を賀現せんとす

之が自lち1942年のローマ高

陸憾である。以下若干の建

築施設の計f立を示さんとす

( A rchit ectura Diz. ， 1938 

より〉

( イタリー ) 1942年イタリー寓国博の建築計壷 "  v  



liJ 7 司|

v 2  ( イタリー 〉イタリー恵国博の建築計壷

博覧 曾事務総

卒 商 闘

三寸 :: 1 1t J i l J「ナ!

て t p = = : : : 司 仁f TTl 一一三

i コ 11 ｩＢｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬ ｾ＠

コ 11 I  " :  

i コ 11 1.......... ...: 

1  [と::::::i == == c]  :Jj_J_ l Lι 」

:  ｾ＠ Ｚ 一 Ｚ Ｎ ｲ Ｍ ＮＮ Ｎ Ｎｊ ＭＮＮ Ｎｾ ー

手:r ;i晶可J l . に望号妥協苧而防|

合 総 並 に 饗 3誌もL3



I; でふ τ 二

It. j') ｾ｜ｾ＠ ｾ ｦ Ｇ［ ・・・・・・・・・ Ｐ

if;ji 言 ドp

'L ζ よ: : アポ:27

:: ; ょ斗; 4517 i

(Fj Z  U:一 人 ; J ・

1'" t  "  えよ三・L ・・・

o  ｯ ｟Ｂ ドォョ 主 ュ］ＭＭｾ ｾ一一士 一ｾ

イ タ リ ー 文 化 合 館

‘ 一 一 吋 ・. =

". 
， .  ..'判- . 九

、

， i  

イF リ一文 化 合館卒商圏

.，... 

J 、

交 遁 令 官官酉E 置 闘

遁 合 館

〔イタリー ) 1942年イタリー寓園博の建築計壷 3 v  



v 4  〈イタリー) 1942年イタリー菖園淘の建築計壷

ロ ー マ 令 官 官 卒 荷 闘

ふ去に し!

ｾ戸 ｊｬｖ 寸 ｴｩ ｊ［
一一ーーーナマー「一一 ＭＭ ｲＭ 一、ー ｾー

;i弓午# 1 5

教 合 平 商 |筒

数量i ( サ ン ・ピ エ ト ロ 及 サ ン ・パ ウ ロ〉
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0. 8.  Ha nl on 殴計主編者

S O U l， f V " R O  

( アメリカ ) ハりウッドの NB C放送局

5 U N 5 E T  



玄 繍 大 1M 問

サンセット大通に罰して夫" ，， 350の麹毅を容れる 4つの

大放送室があり，ほかに4つの小放送室とグイン衝に面し

た3 階建の事務所とが建築の中心を形づ くってゐる。

綴筋コンク リート這《潮潔な設計で，外部は一つはカリ

アオルエヤの5晶、日光の反射を少( L ，一つは紺容のe と

草の僚や御子のE穫の色と調和する僚に育緑色で仕上げられ

てゐる。

テラスの壁は深緑色，その床は赤色のセメ J ト，段十ま赤

いテラ コツタ仕上である。

事務所の主婆玄関は特にスケイノL を度外調L て袋批に取

飯はれ，鹿さ鉛沢x f I J 択，天井高;40沢の宏大きである。玄

関入口の突き醤りにはマスタ ー・コ ン トロ【ノL 室を司自〈窓

があ り，その上部1には E . Trumbul l 作のラヂオの迅速無

漫な告書能を象徴した大壁画がある。

計.1こ醤って将に苦心、o1jj 需はれた黙は一一

大 放 主 主 室 内 部

大 政 主 主 室 内 部

1 ) 大1 i i 迭室への潟畿の出入と1 i i 送番及び所員の出入とが混縫L な

い僚に，自動車のパーツキング ・スペイスまで考販に入れて工夫され

てゐる。

2) 音響に就ては1 t I . 念拐を 5 エイカ【の敷地の中心部へ持って行き

外部1からの騒音の浸入を防ぎ，一方内部のt震動及び音響の憎痛に濁し

ては，大放送蒙の基礎を他の部分 と分離するととに依ってとれを防止

し てゐる｀但 ｌｬ 放 送ｾだけはその位置め ｚ 空気調樫皇室置の上部にある

の と，室内V: : オノL ガンを備へてゐるのとの理由で普通の窓音袋置を使

ってゐる。 CArchi tectural For u皿 . Mar c h..  1939より〉

v  6  ( アメリカ〉ハリウッドの NB C放送局 設計室趨者 0.8. Hanl on 



1. .:r.ヤ ・ダクト

2. キヤポットI震毛

3. ロッ クウ 戸ル干H

4. 吊 手

日. 絶 縁 子

。チャンネノL

7  ワイヤ ・ラス及びプラスタ F

8. 調態吊手

ｒ ロックウ ー ノ ｾ

10. 有孔吸音板

11. シンダ【・ フ. ロツ グ

J 2. 防 水 紙

1:1. フェルト

14 プラスタ F 墜f:t J  

1[>. rll 木

1G.  リノリ ウム

17 置ス ラプ

18 隅 附

J 9. モルタノL

20. 根 太

21目床下コンクリ { ト

ｾＲ Ｎ 槍

23 木 枠

:?4  初経室側

25. ]/1:" 磨板路子

2G. ろs' ，磨板間子
天 井 詳 細 慣l

壁 詳 細 l討

床 詳 細 園

監 視 慾 詳 細 闘

( アメリカ 〉ハリウッドの N- B C放 送 局 留 計 主 据 者 0 . 8 Ha n同 n 7  v  



外 観 そ の l

，，¥ 

l 階 卒 面 幽

-1 8  ( パレスタイン) 病 院 建祭家 Er i c h Mende l a ohn 

3. 4. 5 階 卒 冨 岡

ユダヤの町 Haif a )市

外に建てられた官立病

院で，敷地は竿図形の

海岸道路に沿ひ，総1丙

床数 250内日簡のE自立

問棟は持軍梁病及び罪人

用であり ，兵他誠測所

外来lli 者用各Ml i 設，雷

局，君謎焔室，車 庫，

チャペル其{ 世各班の設

備をもってゐる。将軍造

は錨筋コンクリ 【ト君主

外ffii 大現石粒入自セメ

ント仕よ。

CArchi t ectural  Revi ew.  

F eb..1939より可

外 観 そ の 2



狽ｾの図録曾館。建築家 ， 園鐙顧問 ｋ ｡ ｲｬ J [. sgen 設計正面全長

〈病認の建物を含み) 100米。高さは軒蛇腹自診転。

ライン痢沿ひの図形蹟場からドイツミユ ーノL ハイム街に沿ふた正

門に通ずる幹線道路 ( Zentralblatt. Mi rz .  1939より〉

( ドイツ ) 1940年のケルン菖国交逼博覧禽計壷案 9 v  



模 型 車も喋家 Rank 氏 案

模 型 工事博士 Bor n 氏 案

模 型 建築家 Schi emi chen 氏案

v  1 0  ( ドイツ ) ＱＹＴＰｾ 手ライブチツ包のグーテンベルグ全国博覧禽計壷案



模 型辺 Emi l  F  ahrenkamp 教 授 案

質施案 Emil Fahrenl 臼 mp 数 授 案

( ドイツ) 1940竿ライブチツ包のグーテンベルグ全国博覧禽計壷案 1  1- v  



外 観

プ ー l L- ｾ隔てに外意見

此の住宅は Buenos Cises に， 2 家朕の潟に設計さ

れたもので，そのうち 1家放が第 1堅持と第 2 階を使用

し他の家肢が第3 階を使用 L てゐる。叉佼用人の室も

各階共同じ位置に自己られてゐる。

自動車は屋根の架かった入口に積付けになり，そこ

から居間や食堂に直箆通じる: < 2 ; 1測に出入する。爾方の

家庭の属聞からはプ ，..... l!. のある隠し健が見下され，叉

各階共麗いテレスにも直接巡られる僚になってゐる。

CArchitectura1 Record， Feb.， 1939ょ t )

2 階 卒 面 倒

? 1 0  2 0  30 4 0  .. 叫

階 平 首 脳

v  1  2  ( アメリカ〉各階にテレスま持つ小家族住宅 建鑓家 0 ' Far r el l 及 Vi l l ega'



南 側l 外 淑

。

。

1. 浴
室 2.3.化 椛 室 。

4. 綬 室 5.6.客 用 寝 室

7./J、 供 寝 室 8. IJ、
供 室

D.小 供 浴 室 10.  11. ¥f ; 用語号室

2 階 . l f ' - 商週

H W C  13. 階 段 ホ ー ノL

14 玄 開 15 外 套 室

16. W C  17 シ ャ ワ ー

18.m f荷 19.居 !剖

20.食 堂 21. プ ノL

Ｒｾ Ｎ＠ 23 使 用 人 室 24 海 水 設 備

25.庭 園 周 物 置 2時.dI; i翠 室

。
ｾＮ南 庫 28.物 鐙

桝州 E王国岬 日 日 「門門・ー市 .r 111l11!，M1 U_ '  

"  

29. 勝 手 口 30.食 料 室

a1. 使用人浴室及びW C 32. 獲 所

33.使 用 入 居 間 34 ホ ｽｾ＠

別に地下!聴に燃料室，I酉倉，ポイラ 【
占 ー ロ 陪 " ' - ，ロ 40 向 ' . .  

室等あり

l 階 平 商 問

i之 V Z '!?

‘ f ・γ ¥

( イギリス ) 住 宅 建築' " Ser g c  Cher may ef f  1  3  v  



v  1 4  ( イギリス) 住 宅 建築家 Ser ge Che r ma y e f f  

居 間 そ の l

居 間 そ の 2

建下旬[土木造下見板岐，中央熔房，浴場等

の設硝ある壌は勿論である。

( Archit ectural  Revi ew， Feb.， 1939よ り〉

ホ ー ルより居 間 ｾｾし



lM山 内D P l OT  Pt  A N  

卒 前 園

自

1罰 1111 

農場の傾斜 L た敷地を利用して箆てられた

苧家建の住宅。近代坊の中に俊分の得統を加

味 L (とれは最近の住宅lこ現はれ始めた新し

い傾初である〉天然材の地1肌を充分に佐か1

て使用 L た農園，こふさわL い住宅である。

プランは戸舛にE置いテラスを設けたオ 【プ

ンなものであるが，大砲居室と寝室とサーピ

スとの3 告s分が程よ< 1繍絡されてゐる。

木活，外部スダツコ及ひ.下見板、内1l sプラ

スタ 戸仕上け。

工 費 約 40. ( 削弗 e

( A rchi l ecl ural  For um.  Ma rch..  1939 より 〉

外 観 そ の 2

( アメリカ ) カリフオルニヤの農園住宅建集家 W . H a U  Fr anc i s  1  5  v  



北 側l 外 意見

商 慣n 介 叡

食 堂

ド最大の面積を居室ζ 供健L ，寝室主「治んど最小限

度に切詰めた，プランに特色のある住宅。

夏の震iこ2階にも屋根lNの鹿いテラスを有する居

聞を取ってゐるが，その震に週末の然容などの際な

どには家庭の'ed密を領ふと となL に充分接待が出来

る。

ロツ カ F とシャワ ーとのある脆い更衣室は術院住

宅と L て潟水浴の潟に直接庭の芝生にも出入口が関

かれてゐる。更衣姿! こ除接L た 2 つの寝室には子供

と来容との震に疫棚が設けられてゐる。

木造。燈積33. ( ) ( ) 11立方収，工費11. ( 即殉， ] 立方

択につき30セン ト。

(Archi tectural  For um.  March. .  1939よ り〉

l 階卒 商 圏

地 階卒 商 闘

v  1  6  ( アメリカ 〉ユユーヨークの住宅 建築 家 W. R .  Hunt ingt on 



- ' .'fI -

flTY内

居 間 よ り 庭 を ｾむ

2 f ' - 面闘

ｾ ｢｢韮ｾ。

外 被

この住宅の建築に常つ

ては，建築主から3'¥の擦

な 要 求 が ｩ 等 出 さ れた 。 ｾｮ

ち

1. はるか下方に見下す

ｾ ・谷 の笑 ｌ い景 色 を自 由

に得られるとと。

2 庭園は住居の完全な

一郎分であること。室内

も屋外も自由に使用出来

ること。a

:1.外trJU: あたりの風致

を損ふこと な ふ 明 快，

' i ' / J J 旬且つ{ 採りモダンてε な

L 、こと。

建築の木ff 隠遁，杉の

シングル板で国裂が葺か

れてゐるが ， 比はｾ 暑或

は風雨にも完全に持ちこ

たへると とが出来る。外

壁はt r . t の板張。

(Archil eclural  Record， 

F eb. ， 1939)  

( アメリカ ) 丘のよに立つ小住宅建績窓 A . E . Ooy l e 及 Associ at e 1  7  v  



素美

新15住宅にお手入のいらぬ F

古い住宅七新築同様 ι な否 f

a・・・圃・・圃・圃・ー

【 カ タ ロ グ 贈 呈 】

新 築 家 屋ー美ー素 加]エ

新築議成と同時に本町星島i ' a ' η ピソ械にてj t

湾 L 木材運色の原因となる倒液を取り，; ! : l、

の上をピ Y にて仕上の加工事? すあと完全な

る鑓色jif:i止制1工止なり ，優美な飴を有 I フ

キコ ミの併を省ぎ頗る経科灼です。

古 家 屋 新 議 美 繁 加 工

古家もピ Y 液で洗顔すると新築同僚となり

其の上ｾ腕接紫加工と同様の却ｼ工脅する

と問者同様の結司王となる。

n等程? 佼術を要しますか ン撃手す1

1の iili El川l工と j主L て回ります/

美素互乗所大阪;zzzzztZELK-

6  HOURS CONCRETE 

1: 2 : 4 71c.tt 65 Ｖ 瞬間 ＲＱＷ Ｇ Ｑ￁ ｾ 28日 4- 10'1' ，ノ係

ＱＺＲＺＴＷｉ｣ｴｴＴＵＶ 隣問 ＳＰＰＢ ，ぷ ＲＸ 日 ＵＸＰｫＯ Ｏ｣ｾ

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す



雄君 、佐 悶 佐 太 郎 君

木工務庭内( 株式合社勝木工 普 通 賛 助 員

務底〉 。主

山口県系玖珂郡滋村海土踏〔大

林組岩国出張所〉

言十

入 君f立居新

鶴 居 轄 勤

叫
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後 記

カ叉本銃に於ては誌上代用品及建材の展覧舎

を催しに所、 これ叉意外に申込み多〈 、協舎の

使命主主成に幾分の貢献を? なし得1: ことは喜ばし

し、。

食物償統制、 最高償格制定等の叫び撃は高い カ吉村氏が四天王寺五霊塔に華社す る貴重なる

が、現貨 の物償は日々に蹴貧しつ h める。民衆 論稿を以て本誌をかぎり f与? こことはこれ叉編斡

の購買力の増大に反比例し七供給品の不足は、 員として喜び に湛えぬ所で、氏が四天王寺五重

統制の人工的寝を拐 ち破って、 日に月に進みつ 塔、主主築の主筆者として数年来の御苦心、を斧問

、める。 する吾等として、本文こそ 、懸史的に見て将司王

女 こ、に代用品の問題が匂j 賞なる 問題となっ に於げる貴重文献として世にのこることを信子

て吾人の古[i r に登場して〈るのでめる。時宜に遡 るものである。

しれ試みをして、現在協舎内には代用品の展覧 会本誌本年度始めよりのより「述築と祉舎」

舎を催し ＱＺ 所、 ｈ ｾ ｾ 品者の申込も意外に多く 、 税 の使命達成にっとむる様、縦料方針を吹め 、着

覧者も陣営接してゐる状態でめる 。 々その資総を tvf っ、ゐる様、我等編斡1 6 i1係者

会本君主に於てはこの代用品に鈎する座談舎と は信じてゐるのであるが、雑誌の向上は曾員の

代用品の変際的研究をなされつ、みる加膝政之 雑誌に刻する附心にすべてかもってゐるのであ

助氏の食重なるヂテイルに波つれ I治文を得て話、 るから、この. ¥ーとも令員諸民の御協力と御寄稿

十. ぞかさ. . ｾ＠ iヰ? こことは本誌の光栄とする Jili であ な御願する ニ欠第でめる。( 掬W. ，比古〉

v 7 Z  

る。

建 築 と 社 曾

第22斡 第 5 盟主

普

庚 告 掲 載 料 金

遁 I 1 頁 I 1 図 I 15. 00 

制 ｬ 回 Ａ 日新定償 ｬ ［ 期精 ｪ 明Ｚ震ｾ I普

昭和 141f- 5刃I I : l 印刷昭和 14年 5 月 5 日泰行

主主 I  Ｗｾ 頁 l 回 8. 00 

音量行 ・編杭 /1、 似 常 クJ

E日 浦リ 人

大阪市 Ｇ Ｑ じ版制日ピ ル ｈ 本ｾ築協曾内

印 刷 所 プ ラ ト ン I:I J 刷 i，il

k. 1佼，T.v百版、江戸湖南通 2 ・r 目13苦手1融

資 行 戸iJr 祝 日 本 建 築 協 合

大阪市北陸中之島 3 ノ 3 j朝日ピル

電話長北漬( 23) 4501番 ( 9)

娠主主 ロE巨大 阪 3 9 9 7 5 番

待約阪賢治 柳 々 堂 書 )古

大 阪 市 西 版 京 国 丁 堀 羽 子 板 橋 西

電話土佐混 2 4 4 0番

娠替口座大阪20叫 番

禁 轄 載

本君主に掲裁せるものは、一切これを無断にで

将軍主し叉は皐行本 iこ上梓その他の複製行策合

なすこと をT室長十。

主主祭事務所録 l 欄 l 回 1. 50 

( 輔関係業者案内) I  1 欄 I  1  回 I  5. 00 

康告掲章l 1; i卸申込は本合へ直接願ひます。

本誌購認御注文はすべて前金で本舎直接又

は待約底へ 、 銀替貯金又は銭替で御扮込ｾ

願ひます。郵券代用は一割増、代金引換は

お 断 り致します。
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